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概要

本研究は、信用金庫の取り組みの中でも、創業支援業務や地域活動を生み出すための

支援業務(以 下、この両者を合わせて地域活動創造支援業務と呼ぶ)に 着 目し、その

特徴及び効果 と地域活動創造の面で信用金庫がまちづくりに果たす可能性について論

じるものである。

近年 の信用金庫 の取 り組みは、単な る法人 の経営支援(資 金、マ ッチ ング)や 、C

SRと しての地域貢献の範囲を超 えた、法人や市民、行政 に対す る支援業務 へ と広が

っている(関 、鈴木2008)。 しか し、信用金庫 の創 業や コ ミュニテ ィビジネス支援 に

対する報告や論文(澤 山2005)、 地域貢献 に関す るもの(谷 地2012)は あるが、 ビジ

ネスに直結 しない市民の地域活動、ま ちづ くり活動に対す る支援 業務 について論 じた

ものはない。

一方
、市民の活動 を事業化 してい くコミュニテ ィビジネスや市民事業 に関す る研究

では、その事業化 に向けた、都市計画 コンサル タン ト等 の専門家による市民組織育成

の方法 を論 じたもの(佐 藤、川原2011)は あるが、信用金庫が業務 としてこ うした取

り組 みをす ることについての動機や方法を論 じた ものはない。また、 こ うした支援業

務は、行政 がこれ まで行ってきた分野で もあ り、動機 は一部(関 、鈴木2008)が 指摘

しているが、その関係 は論 じられていない。

したがって本研究の 目的は、以下の3つ であ る。

1)全 国の信用金庫の 「地域活動創 造支援業務」 の動向を把握す る。

2)先 進事例に見 る、地域活動創造支援 業務 の内容の広 が りや特徴、その業務 を展開

させ た動機 、経緯 を明 らか にす る。

3)地 域活動創 造支援業務(市 民まちづ くりの支援や法人の創 業支援)を 一般 的に行

ってきた行政や、その対象である市民(市 民組織)と の違いや関係 を明 らかにする。

本論文 は、6章 で構成 され る。

第1章 には、研究の背景 と目的、既往研究の整理 と論文の構成、調査方法 を記 した。

第2章 にて、全 国の信用金庫 の地域に対す る取 り組 みの動向 を把握す るために、全

国信用金庫協会 「社会貢献賞」を受賞 した信用金庫の取 り組み、金融庁の地域密着型
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金融の取 り組みに関す るホームペー ジ及び記事等の レビュー を行 った結果、信用金庫

は単なる金融面での支援や地域貢献だ けではな く地域 の課題 に対応 した業務や 、まち

づ く り及び観 光な どの取 り組 みまで幅 を広 げてい ることがわかった。 さらに、上記2

つに取 り上 げ られている174の 信用金庫 の うち、積極的 に地域活動創造支援業務 に

取 り組 む74事 例 を取 り上げ、地域活動を生み 出す支援 プロセスについて よ り詳細 に

調べた。 その結果 、地域活動を生み 出す支援 プロセスか らみた信用金庫の地域活動創

造支援業務 は、創業 に対す る資金的な支援 だけではない、市民に対 して創 業や市民活

動 を始 めるきっかけの場 を設 けていた。 またその前段 階 として、創業や地域活動 を生

み出す ことに直接結びつかないが、市民に対 して地域や地域活動に興味 ・関心を持 っ

て もら うための啓発 にあた る、観光やまちづ くりに も取 り組 んでい ることがわか った。

特に、多摩信用金庫 は他の信用金庫 と比べて多様な地域活動創 造支援業務に取 り組ん

でお り、地域 の潜在能力 の掘 り起 こす ために支援 の幅を広 げていることが分かった。

第3章 か ら5章 にかけては先進事例 として多摩信 用金庫 に着 目し、各業務 の詳細及

び効果 をイ ンタ ビュー調査等か ら明 らかに した。

第3章 では、多摩信用金庫が地域活動創造支援業務 に取 り組む よ うになった動機 と

その要 因を明 らかにす るた めに、「価値創 造事業部」の業務展開を、地域活動 を生み 出

す支援 プロセス及び業務 内容 に着 目して整理 をした。「萌芽段 階」「初動段階」 「実現段

階」 とい うよ うな地域活動 を生み 出す支援 プロセスに関 しては早い段階へ、業務 内容

に関 しては ビジネスだけではないまちづ くりや観 光の分野までに業務 を展開 してきた。

こ うした取 り組 みの動 きには、地域 に対す る多摩信 用金庫の存在 の希薄 による危機感

や合併 に伴 う組織変革が影 響を与 えていた ことが分かった。また、業務運営の際に連

携 している外部組織 に着 目す ると、多摩信用金庫は地元企業だ けではな く行政や市民

または市民組織等 との連携 を強めて きた ことがわかった。そ こで、4章 では行政 との

連携 、5章 では市民 ・市民組織 と連携 した各業務の仕組みや特徴及び多摩信 用金庫の

役割 について調査 した。

第4章 では、多摩信用金庫 と地方 自治体が連携 した 「創業支援 」の方法について、

4つ の市役所へのインタビュー調査 を行 った。多摩信用金庫は市役所 と連携す るこ と

によ りアイデア段 階の創業希望者 と会 う機会 を多 く得 る こと、また市町村毎に抱 える

課題 が異 なるので、多摩信用金庫 は広域性 を生か してそれ に応 じた支援内容 ・方法 を

とっていることが分かった。
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第5章 では、市民 ・市民組織 が作成のプ ロセスに関わる地域情報誌 「たま ら ・び」

の市民 リポー ター制度 に着 目し、編集 会議へ の参画、5名 の市民 リポー ターへのイ ン

タビュー調査 を行 った。その結果、市民 リポー ター制度 はこれまで地域 に 目を向けて

いなかった市民には地域 に 目を向けるきっかけの場を、地域活動に取 り組んでいた市

民に関 しては、参加者 同士がつなが ることで さらに活動 を発展 させ る、 あるいは新 し

い活動 を生み出す場 を提供 しているこ とがわか った。 また、多摩信用金庫は行政 とは

異な るネ ッ トワークや広域性 を生か して、多摩の各地域 に新たな活動 を生み出す場 を

つ くる役割を果 た していることが分かった。

第6章 では、地域活動創 造の面で信用金庫がま ちづ くりに果たす可能性について論

じた。 まず、3章 より多摩信用金庫は地域活動 を生み出す業務展開に至 るにあた り信

用金庫 の理念や設 立経緯 に立ち返 り、行政 との連携 を強めることで地域活動を生み 出

す支援 プロセスに関 しては早い段階へ、市民または市民組織 を巻 き込んだまちづ くり

の担い手発掘 ・育成 の分野まで業務 を展 開 してきた ことを整理 した。

この先進事例である多摩信用金庫の調査 か らわかった ことを踏 まえ、ま ちづ くり活

動に意欲 を示 している信用金庫 の業務展開に提言 を した。2章 で扱 った信用金庫 の中

には、す でに行政 と連携 した業務や観 光 ・まちづ く りに参画す る取 り組みがみ られ る

こ とか ら、地域活動 を生み出す ことを業務 とす る展開の萌芽がみ られた。 しか し、信

用金庫 がアイデア段 階での創 業支援 に取 り組むためには、先進事例 を参照 しつつ、行

政が不得意 とす る部分の補完や広域性 を生か した連携 をす ることで、地域活動 を生み

出す支援 で活躍できる可能性 がある。また、これまで事業者 と顔 の見 える関係 を作 っ

て きた信用金庫だが、今後、地域活動 を生み出す支援 に取 り組むためには、市民 と顔

が見える関係 を作ってい くことが示唆 され た。例 えば、5章 で扱 った多摩信用金庫の

市民 リポー ター制度 な ど、職員数 をか けず に取 り組 む ことができ るものを工夫す るこ

とで、 これまで観光やま ちづ くりに積極 的に取 り組 んできた信用金庫で あれば、少人

数であっても意欲 のある市民を とりこむ場 を提供す ることで、まちづ くりの担 い手 を

育成す ることができると言 える。

以上のよ うに、まちづ くり活動 に意欲 を示 してい る信用金庫であれ ば、市民活動や

コ ミュニテ ィ形成 の支援な ど、まちづ く りの分野まで幅広 く種 をま くこ とで、それぞ

れが組織化、創業な どの流れにのって事業化 してい く可能性が期待で きる。
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第1章 序論

1-1研 究の背景 と目的

信用金庫の設 立の前史は、明治以降、資本 の集 中が激化 し、農 民や 中小商工業者が

貧困に陥った ことか ら、新たな金融の手段 が必要 とされ たこ とか ら始 まっている。信

用金庫 はその地域 に暮 らす人々や地域に根 ざした企業が互い に助 け合 うこ とを 目的 に

作 られ た非営利 目的の協同組織金融機 関であるこ とか ら、地域の中小企業、住民 を支

える担 い手 として発展 して きた。

しか し時代の変遷 とともに、銀行 との業務 の同質化 が進んでお り、地方銀行 を上回

る規模 の資金量を有す る信用金庫が存在す る地域 もあるな ど、相 互扶助の精神や意義

が見えに くくな りつつあった(原 村2010)。

この ような時代背景の 中で も、信用金庫 は地域に対す る取 り組 み として、取引先企

業に対す る金融業務や経営相談 ・指導 をは じめ とす る本業に近い部分 での取 り組みや 、

文化 ・社会貢献な どの本業以外 の部分での取 り組み(地 域貢献)を 行 うこ とで地域で

の信頼 関係 を維持 しよ うと努 めてきた。(谷 地2012)。

そ して近年、い くつかの信用金庫の地域 に対す る取 り組みは、単なる法人の経営支

援(資 金 的支援、 ビジネスマ ッチングな ど)や 、CSRと しての地域貢献の範 囲を超

えた、法人や市民、行政 に対す る支援業務へ と広が りをみせつつ ある(関 、鈴木2008)。

本研 究ではこの よ うな単な る法人の経営支援や地域貢献の範囲を超 えた支援業務 に

取 り組 む信用金庫 に着 目し、業務 の展開に至った経緯やその要因を探 るこ とで、今後

の信用金庫のあ り方に対す る知見 を得 ることを大 きな 目標 とす る。

そして、本研究は信用金庫の取り組みの中でも、創業支援業務や地域活動を生み出

すための支援業務(以 下、この両者を合わせて地域活動創造支援業務と呼ぶ)に 着 目

し、その特徴及び効果 と地域活動創造の面で信用金庫がまちづくりに果たす可能性に

ついて論じるものである。
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本研究の 目的は、以下の3つ である。

1)全 国の信用金庫の 「地域活動創 造支援業務」 の動向を把握す る。(第2章)

2)先 進事例に見 る、地域活動創造支援 業務 の内容の広 が りや特徴、その業務 を展開

させ た動機 、経緯 を明 らか にす る。(第3章)

3)地 域活動創 造支援業務(市 民まちづ くりの支援や法人の創 業支援)を 一般 的に行

ってきた行政や 、その対象 である市民(市 民組織)と の違いや関係 を明 らかにする。(第

4～6章)

1-2信 用金庫が まちづ くりに積極的に取 り組むべ き理由

本研究 では、信用金庫の取 り組む地域活動創造支援 業務 に着 目す る。そ こで、信用

金庫の仕組み と特徴 を把握す るため、信用金庫 と信 用組合、銀行 との違い を全 国信用

金庫協会のホー ムページを参考 に整理 した(表1.0)。

表1.0信 用金庫、信用組合、銀行 との違いの整理

信用金庫 信用組合 銀行

中小企業等協同組合法

根拠法 信用金庫法
協同組合による金融事業に

銀行法

関する法律(協金法)

組織
会員の出資による協同組織

の非営利法人

組合員の出資による協同組

織の非営利法人
株式会社組織の営利法人

(地区内において) (地区内において)

住所または居所を有する者 住所または居所を有する者

事業所を有する者 事業を行う小規模の事業者

勤労に従事する者 勤労に従事する者
会員資格 制限なし

事業所を有する者の役員
事業を行う小規模の事業者

の役員

〈事業者の場合〉 〈事業者の場合〉

従業員300人 以下または資 従業員300人 以下または資

本金9億円以下の事業者 本金3億円以下の事業者

業務範囲(預 金・貸出金)
預金は制限なし/融資は原

則会員を対象とする

預金は原則として組合員を

対象とする/融資は原則とし

て組合員を対象とする

制限なし

(全国信用金庫協会 のホームペー ジか ら筆者作成)
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信用金庫 と他 の金融機 関 との と大 きな違 いは、(1)非営利 目的の協 同組織金融機 関で

あること、(2)営業地域 が限定 してい ることである。

信用金庫 は銀行 とは異な り、その地域に暮 らす人々や地域 に根 ざした企業が互い に

助け合 うことを 目的に作 られた非営利 目的の協同組織金融機関である。最大の特徴は、

会員 に資格があ ること、営業地域が限定 されてい ることである。会員資格は特定信用

金庫の営業地域内に居住す るか勤務す る人、事務所である。ただ し、大 きい規模 の事

業者 は会員になることがで きないため、中小企業 がメインの取引先企業である。また、

営業地域 が限定 され てい ることか ら、 どんなに地域経 済が衰退 してい よ うとも、銀行

の よ うに地域 か ら逃れ ることができない。

以上 より、信 用金庫 はこの よ うな性質を持 ち合わせ てい ることか ら、 これまでも地

域貢献に取 り組 んできた経緯 がある。 したがって、信用金庫は地域 を豊かに してい く

担い手 の一員 として、よ り積極 的にまちづ くりに取 り組 むべ きだ と考 えられ る。

1-3本 研究の位置づ け

本研 究では、信用金庫の取 り組みの 中で も、創 業支援や地域活動 を生み出す ための

支援 に着 目す る。

信用金庫の創業や コ ミュニテ ィビジネス支援 に対す る報告や論文(澤 山2005)、 地域

貢献に関す るもの(谷 地2012)は あるが、 ビジネスに直結 しない市民の地域活動、ま

ちづ くり活動 に対す る支援業務 について論 じた ものはない。

一方
、市民の活動 を事業化 してい くコミュニテ ィビジネスや市民事業 に関す る研究

では、その事業化 に向けた、都市計画 コンサル タン ト等 の専門家による市民組織育成

の方法 を論 じたもの(佐 藤 、川原2011)は あるが、信用金庫が業務 としてこ うした取

り組 みをす ることについての動機や方法を論 じた ものはない。また、 こ うした支援業

務は、行政 がこれ まで行ってきた分野で もあ り、動機 は一部(関 、鈴木2008)が 指摘

しているが、その関係 は論 じられていない。
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1-4調 査手法 と本論文の構成(図1.0)

本論文 は、6章 で構成 され る。

第1章 には、研究の背景 と目的、既往研究の整理 と論文の構成、調査方法 を記 した。

第2章 にて、全国の信用金庫 の地域に対す る取 り組 みの動向 を把握す るために、全

国信用金庫協会 「社会貢献賞」を受賞 した信用金庫の取 り組み、金融庁の地域密着型

金融の取 り組みに関す るホームペー ジの記事や文献等の レビューを行 った。 さらに、

全国の信用金庫の地域活動創造支援業務 の現況 を明 らかにす るために、上記2つ に取

り上げ られてい る信用金庫の うち、積極 的に地域活動創造支援業務 に取 り組 む事例 を

取 り上げ、地域活動 を生み出す支援プ ロセスについて よ り詳細に調べた。

第3章 か ら第5章 にか けては先進事例 として多摩信用金庫 に着 目し、各業務 の詳細

及び効果 をインタビュー調査等 か ら明 らかにした。

第3章 では、多摩信用金庫が地域活動創造支援業務 に取 り組む よ うになった動機 と

その要因を明 らかにす るために、多摩信用金庫のホームペー ジやディスクロージャー

誌注1(2004～2013年 分)、 地域密着型金融推進計画進捗状況(2006～2013)の レビ

ューを行い、「価値創 造事業部」の業務展 開と地域活動 を生み出す支援 プ ロセス及び業

務内容 に着 目して整理 を した。

第4章 か ら5章 では、多摩信用金庫が業務運営の際に連携 している外部組織 に着 目

し、第4章 では行政 との連携 、第5章 では市民 ・市民組織 と連携 した各業務の仕組み

や特徴及び多摩信用金庫 の役割 について調査 した。

第4章 では、多摩信用金庫の行政 と連携 した取 り組みの うち、「創 業支援」の運営の

特徴 と仕組み を事業案 内書、4市 役所(多 摩市、三鷹 市、調布 市、人王子市)へ のイ

ンタ ビュー調査等 によ り明 らかに した。

第5章 では、人材発掘 ・育成 の側面か ら作成のプ ロセ スに市民 ・市民組織が関わる

地域情報誌 「たま ら ・び」の市民 リポーター制度に着 目し、市民 リポー ターの意識及

び行動 の変化 とその要因 を、編集会議への参画、5名 の市民 リポーター経験者へ のイ

ンタ ビュー調査、過 去の 「たま ら ・び」 の レビュー等に より明 らかにする。

第6章 では、第3～ 第5章 までの先進事例で ある多摩信用金庫の調査か らわかった

こ とを踏 まえ、全 国の信用金庫 が地域活動創造の面で地域 に果たす役割や可能性 につ

いて考察 し、ま とめとす る。
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方法:多 摩信用金庫のホームページやディスクロージャー誌、地域密着型金融推

進計画進捗状況の レビュー、担当者へのインタビュー調査
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4章 行政と連携した創業支援の運営の特徴と役害1」
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5名 の市民 リポーター経験者へのインタビュー調査

↓
5章 市民と連携した地域情報誌 「たまら・び」

の市民リポーター制度の運営方法と効果
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図1.0本 論文の構成
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第2章 全国の信用金庫の取 り組む地域活動創造支援業務の現況

2章 では、まず全国の信用金庫の地域に対する取り組みの動向を把握するために、

金融庁の地域密着型金融の取り組みに関するホームページの記事や文献等のレビュー、

全国信用金庫協会 「社会貢献賞」を受賞した信用金庫の取り組み内容の整理を行った。

次に、地域活動を生み出す際の初期支援の重要性から、本研究で扱う地域活動創造

支援業務を定義したのち、全国の信用金庫の地域活動創造支援業務の現況を把握する

ために、全国信用金庫協会 「社会貢献賞」を受賞した信用金庫の取り組み、金融庁の

地域密着型金融の取り組み事例集に取り上げられている信用金庫の各業務を対象に、

地域活動を生み出す支援プロセス順に整理 ・分析した。

2-1全 国の信用金庫の地域に対す る取 り組みの動 向

全国の信用金庫 の地域 に対す る取 り組 みの動 向を把握す るために、金融庁の地域密

着型金融 の取 り組 みに関す るホー ムページの記事や文献等の レビュー、全国信用金庫

協会 「社会貢献賞」 を受賞 した信用金庫 の取 り組み内容 の整理を行 った。

2-1-1金 融庁の施策か らみ た信用金庫の取 り組み

本項 では、近年 の信用金庫 の取 り組みを把握す るため、金融庁の施策であ る 「地域

密着型金融(リ レーシ ョンシップバ ンキング)の 取 り組 み注2」に着 目す る。

2003年 の金融審議会報告書に よる と、地域密着型金融(リ レー シ ョンシ ップバ ンキ

ング)と は 「金融機 関が顧客 との問で親密 な関係 を長 く維持す ることによ り、顧客 に

関す る情報 を蓄積 し、この情報 をも とに貸 し出 し等の金融サー ビスの提供 を行 うこ と

で展開す る ビジネスモデル」 とされ、信用金庫 ・信 用組合 を地域銀行(地 方銀行お よ

び第二地方銀行)と 並んで地域金融の担い手 として位 置づ け られ た。

関 ら(2008)は 、この よ うな リレー シ ョンシ ップバ ンキングが注 目され るよ うにな

った背景 を、大手銀行 は業務 の機械化 、簡素化 を 目指 して クレジ ッ ト・スコア リング注

3の導入 で意欲的であるのに対 し
、地域 の中小企業 を主要 な取引先 とす る信用金庫 な ど

ではそれ に馴染まず 、む しろ長期継続的な人的交流をべ一ス にす るリレーシ ョンシ ッ
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プバンキングへ の取 り組みが不可欠であること、 と指摘 してい る。

また、金融審議会報告書の補論 として、「協 同組織金融機 関について」が記載 されて

お り、そこでは、 「地域 の小規模 事業者 を主要な顧客 としている協同組織金融機 関は、

地域密着型金融 のビジネスモデルが相対的 に当てはま りやすい存在であ り、今後 とも、

小規模事業者 を対象 とす る地域密着型金融の担い手 になるこ とが期待 され る」「協 同組

織 金融機 関は、相互扶助 ・非営利 とい う特徴 を生か しつつ、会員 ・組合員で もある取

引先の身 の丈に合 った地域密着型金融への取 り組みが必要」 とされ てい る。 これ らの

ことを受 け、谷地(2010)は 、信用金庫 は地域 中小企業 のため、地域住民のため とい

う、存 立の原点に立ち返 り、地域 を豊かに してい く担い手 としての期待が大きい、 と

指摘 してい る。

以上のこ とか ら、近年の信用金庫の取 り組み は、大手銀行の業務 の効率化 とは相反

した、地域の 中小企業 に密着 して長期継続 的な交流をべ一ス に した取 り組みが期待 さ

れていることがわかった。

2-1-2

組 み

全国信用金庫協会 「社会貢献賞」を受賞した信用金庫の地域に対する取り

本項 では、信 用金庫の地域 への取 り組 みの動 向を把握す るため、信用金庫社会貢献

賞に着 目す る。

信用金庫社会貢献賞 は、平成9年 度に全 国信用金庫協会が、信用金庫の地域 に根 ざ

した活動 を顕彰す ることを 目的に創設 した(表2.0:全 国信用金庫協会ホー ムペー ジよ

り作成)。 第1回 ～16回 までに、表彰を受 けた信用金庫 と取 り組みの内容 を全国信用

金庫協会ホームページよ り整理 した(参 照:表2.1、 詳細:巻 末資料)。 第16回 は、

153信 用金庫 ・3関 係 団体 か ら494件 の応募があ り、その活動内容 は環境保全や 社

会福祉 、金融教育支援、高齢化社会への対応の ほか、東 日本大震災か らの復興支援、 地

域活性化への取 り組み、次世代経営者の育成、取引先の販路拡大策 な ど、多岐にわた

っている。
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表2.0全 国信用金庫協会 「社会貢献賞」受賞部 門

会長賞 FacetoFace賞 特別賞 個人賞
地域活性化しんきん運動
・優秀賞

活動の社会的意義、地 地域金融機関にふさわ 活動期間は短期間で 個人あるいはグループ 地域社会と中小企業の再

域との一体感、地域社 しい、地域社会に溶け はあっても、近年 、関 の取り組みで、信用金 生・活性化をめざす活動の

会に与えた影響等を総 込んだ、地域の方々と 心の高い環境・社会問 庫職員として他の範と うち、各々の地域社会の実

合的に判断し、最も優 の一体感を深めること 題への取り組み、災害 なる活動 情と信用金庫の特性に合わ

れた活動 に寄与した活動および 復1日支援など関係者 せ たユニー クで、他 の範 と

地域金融機関の社会 や地域社会に大きく貢 なる活動

貢献活動として今後の 献した活動

取り組みが期待され、

奨励される活動

(全国信用金庫協会ホー ムページよ り作成)

表2.1第15、16回 全 国信用金庫協会 「社会貢献賞」 を受賞 した取 り組み

第15回(平 成23年) 第16回(平 成24年)

会長賞 会長賞

官民広域連携による地域づくりの取り組み(東京都・青梅信用金庫) 西三河ハイスクール・起業家コンテスト(愛知県・西尾信用金庫)

Facet。Face賞 FacetoFace賞

青少年図書充実基金への支援(新潟県・新井信用金庫) 職場体験学習の実施による地域貢献活動(大阪府・大阪信用金庫)

あまちゃん ・しんちゃんプロジェクト(兵庫県・尼崎信用金庫) 貿易ミッション「そうしんTOBO会 」(鹿児島県 ・鹿児 島相互信用金庫)

特別賞 特別賞

石動山での森づくり活動(石川県・のと共栄信用金庫) 産学官金連携による震災復興支援の取り組み(宮城県・石巻信用金庫)

山陰海岸ジオパーク応援による地域貢献(鳥取県・鳥取信用金庫) NPOと の協働による復興支援(宮城県・気仙沼信用金庫)

移動図書館による被災地支援活動(東京都・城南信用金庫)

個人賞 個人賞

北方四島住民へのロシア語通訳ボランティア(北海道・大地みらい信用金庫・鳥越 基子 氏) 「からくりパズル」の発展・普及活動(神奈川県・さがみ信用金庫・石井 健治 氏)

スキーを通しての青少年育成活動(福島県・二本松信用金庫・佐藤 裕之 氏) サッカーによる青少年育成と地域活性化(岐阜県・八幡信用金庫・西村 叡 氏)

ブラインドスキーサポーター活動(東京都・朝日信用金庫・檜垣 萌子 氏) 少林寺拳法を通じ青少年育成と社会貢献(和歌山県・新宮信用金庫・上平 幸生 氏)

地域活性化しんきん運動・優秀賞 地域活性化しんきん運動・優秀賞

協同組合への支援による地域貢献活動(北海道・渡島信用金庫) 中心市街地活性化に伴う社会貢献活動(北海道・苫小牧信用金庫)

地域と連携した創業・CB支援(東京都・多摩信用金庫) とかち酒文化再現プロジェクト(北海道・帯広信用金庫)

(全国信用金庫協会ホームページよ り作成 詳細 は章末資料)

特に着 目すべ きは、平成15年 に 「地域活性化 しんきん運動 ・優秀賞」の部門が新 し

く設 定 された ことである。 「地域活性化 しんきん運動 ・優秀賞」は、地域社会 と中小企

業の再生 ・活性化 をめざす活動 の うち、各 々の地域社会 の実情 と信用金庫の特性 に合

わせ たユニー クで、他の範 となる活動に対 して与 えるもの とす る。 このよ うな部 門の

新設 か らもわか るよ うに、信用金庫の地域 に対す る取 り組み には、単 なる地域貢献だ

けではな く地域経 済や社会 ・生活基盤 の活性化への取組み にまで、幅が 出てきてい る

と考えるこ とができる。また、全 国信用金庫協会のホームページには 「地域活性化 し

んきん運動 ・優秀賞」を受賞 した信用金庫の取 り組 み事例が整理 されてい る(表2.2)。

いずれ の取 り組 み も地域の抱える課題 を解決 してい くよ うな、一歩踏み込んだ支援 に

取 り組 んでいるこ とがわか った。
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表2.2「 地域活性化 しんきん運動 ・優秀賞」 を受賞 した信用金庫の取 り組 み

信用金庫の地域活性化しんきん運動の取組み例(出 典=全国信用金庫協会ホームページ)

①地域ぐるみの再生・活性化支援

東日本大震災からの復旧・復興を支援する諸活動の推進

農商工・産学官との連携による地域資源を活用した「地域ブランド」づくり

観光スポットの紹介やイベントの開催等、観光客誘致活動の推進

NPO法 人等との連携によるまちづくりやコンパクトシティ形成等への支援

物産展の開催やアンテナショップの設置、商店街活性化の推進

地域活性化に資する顕彰制度や基金等の創設・運営

店内イベントの実施等による地域コミュニティ拠点としての役割発揮

地域活性化に向けたPFI事 業や各種プロジェクト・協議会等への参画

コミュニティビジネス、ソーシャルビジネス等への支援

②事業・経営支援(経営改善、事業承継、事業再生、販路拡大等)

コンサルティング機能、情報仲介・発信機能(ビジネスマッチング等)を発揮した経営改善支援

後継者の育成、M&A等 による事業承継の推進

海外展開や新規事業開拓等(環 境・エネルギー、健康・医療・介護、農商工連携等)へ の支援

経営塾、異業種交流会、経営者友の会の運営等、経営者のネットワークの強化

国・地方公共団体等による中小企業向け政策や制度等の活用支援

専門家や外部機関等との連携による経営相談会等の実施

③創業・起業支援

産学連携による新事業創出・事業化への支援

創業支援セミナー・相談会の開催、起業塾の運営

若年層向け起業家教育の実施

地域のインキュベーション施設(起 業や創業に向けて活動する入居者を支援する施設)との連携・協力、創業前後の支援

(全国信用金庫協会ホー ムページよ り作成)

2-2地 域活動創造支援業務の考え方と定義

本研究 で扱 う地域活動 とは、営利 目的の一般的な事業 、コ ミュニテ ィ ビジネス、市

民活動 な ど様 々な活動 を含む。 ただ、地域 に活動基盤 があることを条件 とす る。

本研究で扱 う 「地域活動創造支援業務」の考え方 を、以下に示す。

川原 ら(2011)は 、市民の活動を事業化 してい くコミュニティビジネ スや市民事業

を立ち上げるための最初のプ ロセ スには、想いや ミッシ ョンを共有す る段階があ り、

それに応 じた支援が必要 であると指摘 してい る。 また、内 田ら(2006)は 、市民活動

の段階には、市民活動が始ま る前 の 「萌芽段階」があ り、そ こでは市民活動を行 う担
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い手の裾野を広 げ、手を伸ばす支援が必要である と指摘 してい る。

以上か ら、地域活動 を生み出す際 には事業化のプ ロセ スに応 じた支援があ り、特 に

活動 が始ま る前や初期段階での支援が重要であ るといえる。

したがって、本研究での地域活動 を生み出すための支援プ ロセスを3つ の段 階 とす

る(図2.0)。

① 「萌芽段階」:市 民に対 して地域そのものや地域活動 に興味 ・関心 を持 って もら うた

めの啓発 にあたる支援段階

② 「初動段階」:創 業や市民活動 を始 めたい と思った人 に対す る初期 の支援段 階

③ 「実現段 階」:具 体的な地域活動及び事業の ビジ ョンや運営方法 を明確 に した人 に対

す る実現 に向けた支援段階

この ような3段 階の うち、地域活動 を生み出す支援 の裾野 を広げる とい う意 味で、

特に 「萌芽段 階」 と 「初動段階」での支援が重要で ある。

①萌芽段階 ②初動段階

市民に対して地域そのものや地域活動に興味 創業や市民活動を始めたいと思った人に

・関心を持ってもらうための啓発活動 対する初動期の支援

③ 実現 段階

具体的な地域活動のビジョンや運営方法を

明確にした人に対する実現に向けた支援

図2.0地 域活動 を生み出すための支援 プロセ スの3段 階

次に、信用金庫の地域活動創造支援業務 の内容 を定義す る。その際に、2-1で 扱 っ

た、全 国信用金庫協会のホームペー ジに掲載 されている 「地域活性化 しん きん運動 ・

優秀賞」を受賞 した信用金庫の取 り組 み事例の内容(表2.2)を 参考に した。本研究で

は、上記 で述べた地域活動 を生み 出すための支援プ ロセ スの重要性 を鑑み、地域活動

創 造支援業務 の内容 を、創 業支援、観光 ・まちづ くりへの取 り組み とした。

以降、これ らの2つ を合 わせた業務 を 「地域活動創造支援 業務」と呼ぶ ことにす る。

観 光 ・まちづ く りの取 り組みは、地域活動 を生み出すための支援 プ ロセスの① 「萌芽

段階」にあた るとし、直接創 業や地域活動 を生み出す ことに結びつかないが、長い 目

で見て地域の新 しい活動 を生み出す と考 え られ る。
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2-3地 域活動を生み出す支援プロセスからみた全国の信用金庫の地域活動創造支

援業務の現況

全国の信 用金庫の地域活動創造支援業務の現況 を把握す るために、平成9～24年 度

に全国信用金庫協会 「社会貢献賞」を受賞 した信用金庫の取 り組み、平成19～24年 度

の金融庁 の地域密着型金融の取 り組み事例集 に取 り上げ られてい る信用金庫の各事業

を対象 に、2-2で 論 じた地域活動 を生み出すプ ロセスの3段 階の順に整理 ・分析 した。

また、3章 以降で扱 う信用金庫 の抽出理 由を導 くため、5つ の信用金庫(米 沢信用

金庫、新庄信用金庫 、城南信用金庫、巣鴨信用金庫、多摩信用金庫)に 関 しては、各

信用金庫担 当者 へのイ ンタビュー調査 を行 い、詳 しい取 り組みの仕組みや課題 につい

て聞き取 りを した。 その あとで、特 に初期段階の地域活動創造支援業務 に先進 的に取

り組 む信用金庫 を選 定 した。

2-3-1地 域活動創造支援業務 に取 り組む信用金庫の選定

現在 、全 国には268の 信用金庫が存在す る注4。その うち、信用金庫 の地域活動創造

支援 業務 の現況を把握す るために、以下の行程で地域活動創 造支援業務 に積極 的に取

り組 む信用金庫 の選定事例 を選定 した。

まず 、平成9～24年 度の全 国信用金庫協会 「社会貢献賞」 を受賞 した信用金庫 の取

り組 み(159事 例)の うち、金庫 内の個人や グル ープではな く信用金庫全体の取 り組

みを取 り扱 うため、個人賞は除いた4つ の賞(会 長賞、FacetoFace賞 、特別賞、地

域活性化 しんきん運動 ・優秀 賞)を 受賞 した88の 信用金庫 を選定 した。

次に、平成19～21年 度の金融庁の地域密着型金融の取 り組み事例集 、平成22～24

年度の各財務(支)局(北 海道 ・東北 ・関東 ・北陸 ・東海 ・近畿 ・中国 ・四国 ・福岡 ・

九州)・沖縄総合事務局 の地域密着型金融 に関す る取組 みへの顕彰 に取 り上 げられ てい

る信用金庫の取 り組 み(全171事 例)の 中か ら、地域活動創 造支援業務 に当た る、創

業支援 ・観 光、まちづ くりに見合 う取 り組み をしてい る64の 信用金庫 を選出 した。

最後 に、全国信用金庫協会 「社会貢献賞」を受賞 した取 り組みか ら選出 した88の 信

用金庫 と、地域密着型金融の取 り組み事例か ら選 出 した64の 信用金庫 を合わせ た74

の信用金庫を、対象 とす る信用金庫に選定 した。
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2-3-2地 域活動を生み出す支援 プロセスか らみた信用金庫の地域活動創造支援業

務の現況

前項 で選定 した74の 信用金庫のホームページに掲載 されている、平成23、24年 度

の地域密着型金融の取 り組み状況、2012年 度のデ ィス クロー ジャー誌 を参考 に して、

2-2で 論 じた地域活動 を生み 出す3つ の支援 プ ロセス毎に地域活動創造支援業務 を

整理 した(参 照:表2.3、 詳細:巻 末資料)。 各信用金庫 の地域活動創造支援業務 を抽

出す るにあた り、 「創 業 ・コミュニティ ビジネスの支援」 「観光 ・まちづ くりへの取 り

組み」に着 目した。

その他 の整理項 目に関 しては、信用金庫名、本店所在地、店舗数 、預金積金 、貸 出

金、職員数、金庫内の地域活性化や地域貢献 を専 門 とす る部署の有無、を設 けた。

また、調査対象 とした74の 信用金庫 の地域活動創造支援業務 を、地域活動 を生み 出

す支援 プロセスの3段 階に整理 した(図2.1)。 これをも とに全 国の信用金庫の取 り組

む地域活動創 造支援業務の現況 を把握す ると、各信 用金庫の取 り組む支援業務 の総数

には1～17ま での幅があった。

2-2で 論 じた、地域活動を生み出す支援プ ロセスか らみた信用金庫の地域活動創造

支援業務の現況 には、次 のよ うな特徴 がみ られた。

表2.3地 域活動を生み出す支援プロセスからみた全国の信用金庫の地域活動創造支援業務の

整理(一 部抜粋)

基本データ1地 域活動を生み出すプロセスの3段 階1

組織 ①萌芽段階1② 初動段階1③ 実現段階 信胎 鮒 会貢纐県別番号
信用金
庫名
本店
所在地
店舗数

預金
積金(億)

貸出金
(億)
職員数
(人)

地域密着型金融
の取り組み

北

海

道

8

1 札幌 札幌市 38 4,575 2,964 338 圃

融センター」 の浬宮 融センター」の運営

H21(株)さ っしん地域経

済金融センターの設立に

ついて

2 空知 岩見沢市 22 2,856 1,190 213 まちかど短信の発刊 公益財団法人空知しんき

ん産業文化振興基金

(第14回 会長賞)地域産

業・文化活動等活性化へ

の取り組み

3 苫小牧 苫小牧市 27 3,660 2,124 253 食クラスター連携協議体

に参画

市民サロンとまちなか交

流館のイベントの実施

「2013食クラ・フェスタ」へ

の参加など

(第6回F賞)森 林保護活

動「とましんアッペナイの

森林」

(第16回 地域活性化賞)

中心市街地活性化に伴う

社会貢献活動

H21医療体制の見直し提

言と貸出条件の緩和によ

る経営改善支援
H23不採算な関係会社の

整理なとによる経営改善
支援
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図2.1地 域活動を生み出す支援のプロセスからみた全国の信用金庫の地域活動創造支援業務

■
■
■
u

み

(1)「実現段階」に当たる取 り組み は、 ローンや融資、基金 な どの資金面 に関す る支援

が多い ことが分かった。その内容 は、創 業に関す るものではな く、 コミュニティ ビジ

ネスやNPO、 観光や農業事業者、地域活性化 に取 り組む活動に対す る支援 など、多岐

にわたっていた。 それ以外の取 り組みでは、産学官連携 の取 り組 みやイ ンキュベー シ

ョン施設の運営(西 武信用金庫 、多摩信用金庫、広島信用金庫)な どがみ られた。

(2)「初動段階」に当たる取 り組み は、資金 的以外の支援 がな されていたが、他 の段階

に比べる と取 り組 み数が少ない傾 向にあった。 内容 としては、セ ミナーやシ ンポジ ウ

ムの開催 な ど取 り組みが あ り、市民 に対 して創業や市民活動 を始めるきっかけ となる

場 を設 けてい る。 また、創 業塾 、勉強会や研究会の開催 をす ることで、参加者 の人脈

づ く りを促す取 り組 みもあった。

(3)「萌芽段階」に当たる取 り組み は、まちづ くりや観光 の取 り組 みまで手 を広 げてい

た。 具体 的な取組 み内容 には、 とか ち酒 文化再現プ ロジェク トへの参画:帯 広信用金

庫、や まがた絆の森 プロジェク ト:新 庄信用金庫、和倉温泉活性化へ の提言:の と共

栄信用金庫な どがある。 これ らの取 り組 みは地域の特色 に合 った、地域資源 を活か し

てお り、市民に対 して地域その ものや地域活動 に興味 ・関心 を持 っても らうための取

り組 みであるとい える。

(4)預金積金量や職員数の規模 に関わ らず、信用金庫は地域活性化や地域貢献を専 門 と

す る部署 を有 してい るこ とが分 かった。その数 は、対象 とした信用金庫74中30で あ

った(表2.4)。
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表2.4本 研究で対象 とした信用金庫のうち、地域活性化や地域貢献を専門とする部署の一覧

信用金庫名 本店所在地 店舗数 預金積金(億) 貸出金(億) 職員数(人) 組織

帯広 帯広市 33 6」76 2,768 433 地域経済振興部

大地みらい 根室市 21 2,914 1,332 223 地域みらい創造センター

米沢 米沢市 14 1,136 542 163 地域活性化推進室

石巻 石巻市 12 1,904 662 139 地域貢献課

飯能 飯能市 43 10,846 4,500 814 地域活性化推進室

千葉 千葉市 49 9,537 5,329 842 地域推進部

銚子 銚子市 29 4,375 1,564 432 営業推進部地域振興課

東京東 墨田区 68 1兆5496 9,012 1,501 地域支援部

西武 中野区 98 1兆4,021 9,670 1,103 業務推進企画部街づくり支援担当

城南 品川区 85 3兆4,432 1兆9,242 2,142 地域発展支援部

東京 豊島区 29 7,366 4,139 642 地域貢献部

巣鴨 豊島区 43 1兆5941 7β88 1,239 すがも事業創造センター

青梅 青梅市 36 7」02 3,582 670 地域貢献部

多摩 立川市 76 2兆3756 1兆157 2,232 価値創造事業部

山梨 甲府市 33 4ρ87 1,844 484 営業推進部地域支援課

高山 高山市 19 2,386 1,229 248 営業統括部地域貢献グループ

東濃 多治見市 59 9,445 4,852 921 とうしん地域活力研究所

岡崎 岡崎市 95 2兆5,185 1兆4,588 2,082 営業統括部地域振興グループ

知多 半田市 35 6,007 3,282 518 企画部地域貢献課

豊川 豊川市 38 6,633 3,538 594 地域貢献部地域貢献課

西尾 西尾市 45 9,568 4,379 720 企業支援部地域支援課

大阪 大阪市 73 1兆6,241 1兆227 1,285 地域産業振興部

永和 大阪市 20 3,871 2,406 408 永和総合研究所

きのくに 和歌山市 50 9,830 3,465 814 公務・地域サービス部地域貢献課

烏取 鳥取市 18 1,736 933 242 業務推進部地域振興室地域振興課

玉島 倉敷市 21 3,397 1,639 342 地域創造部

広島 広島市 76 1兆1342 7,970 1,014 地域交流部

呉 呉市 46 6,473 3,521 739 営業店支援本部地域貢献グループ

観音寺 観音寺市 16 2,485 1,000 154 営業推進部地域活性化推進課

愛媛 松山市 56 6,002 2,867 696 地域事業振興部

以上 より、全国の信用金庫の地域活動創造支援業務 は、創 業に対す る資金的な支援

だけではない、市民 に対 して創 業や市民活動 を始めるきっかけ とな る場 を設 けていた。

またその前段階 として、直接創業や地域活動 を生み出す ことに結びつかないが、市民

に対 して地域その ものや地域活動 に興味 ・関心 を持って もらうための啓発にあたる、

観 光や まちづ く りに も取 り組 んでい ることがわかった。 また、預金積金量や職員数の

規模 に関わ らず、信用金庫は地域活性化や地域貢献を専門 とす る部署 を有 してお り、

地域活動創 造支援業務 に取 り組 んでい る。
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2-3-3 研究対象の選定

3章 以降で扱 う信用金庫の抽出理由を導くため、前項の調査に加えて預金積金量の

規模や地」或性の異な る5つ の信用金庫(新 庄信用金庫、米沢信用金庫、城南信用金庫、

巣鴨信用金庫 、多摩信用金庫)の 各信用金庫担当者 に対す るイ ンタ ビュー調査 を行い、

詳 しい取 り組み の仕組みや課題 について聞き取 りを した(表2.5)。

表2.5 5つ の信用金庫の地域活動創造支援業務と地域性
基本データ 1地 域活動を生み出す3つ のプロセス

信用
金庫名

本店
所在地
店舗数

預金
積金(億)

貸出金

(億)

職員数

(人)
組織 ==.雛 門 圃i圃 地域性及び課題

米沢 米沢市 14 tI36 542 163 地域活性 産学金連携横町 産学金連携横町 地域の産業に危機感を感じた大学
化推進室 創業塾 と連携に至り、事業に取り組んでい

る。もともと慎重な地域性がある。

新庄 新庄市 9 625 383 92 バイオマスもがみの会
.

産学金連携横町 コミュニティビジネスローンやNPO 普段から地域の人と顔が見える関
やまがた絆の森プロジェクト ローン 係にある。

産学金連携横町
アグリビジネスマッチングカタログ

城南 品川区 85 3兆4、432 1兆9242 2,142 地域発展 「うめナビ」の発刊
.

「創業・新事業支援相談窓ロ」 工業地帯、高級住宅地がある。

支援部 地域再開発ローン 都内は競争が激しい。

城南商店街活性化ローン 地価が高い、場所が少ないので創

業はしにくい地域と感じている。

巣鴨 豊島区 43 1兆5941 7,888 1239 すがも事業 おもてなし処の開催 「としまビジネスサポートセンター」と すがも事業創造センターによる相談 巣鴨地域は高齢者が多いイメージ

創造セン の連携 やビジネスプラン作成 城北エリアに4金 庫の信用金庫、

ター 地銀もあるため競合が激しい。

母体が小さいのでいろんな取り組
みに手を出せない。

多摩 立川市 76 2兆3756 1兆157 2,232 価値創造 多摩らいふ倶楽部 創業・コミュニティビジネス相談会 中小企業の技術課題解決に向けた 営業エリアに他の信用金庫が少な
事業部 広報たまちいきの発行 地方公共団体と連携した創業支援 産学連携事業 い 。

東京・多摩おみやげプロジェクト 地域内創業塾との連携 創業・コミュニティビジネス相談会

多摩地域スタンプラリーの実施 ブルーム交流力フェ・ミニブルーム インキュベーション施設の運営

多摩・武蔵野検定への協力 交流カフェの開催 創業支援特別融資「ブルーム」
とあるアニメの連絡会 コミュニティビジネスセミナーの開催 NPO事 業支援ローン

多摩CBネ ットワーク参画

各信用金庫の現在の業務展開の背景と地域性について、城南信用金庫と米沢信用金

庫を取 り上げて記述す る。

城南信用金庫 の営業エ リアの多 くは東京都23区 内にあることか ら、地域の経営基盤

が良かった。 しか し近年では、当地域内で も企業が倒産 し始 めてきたこ と、金庫 の地

域密着 が希薄になってきた とい う流れにあった。その よ うな背景のなか、城 南信用金

庫は、現理事長が就任 したのち、お よそ3年 前 に 「地域発展支援部」 を創設 し、信用

金庫の原点 に戻 ろ うとい う姿勢 のも と、地域 のニーズに合わせた業務への展開を始 め

て い る。

米沢信用金庫は、融資部の中に 「地域活性化推進 室」を設置 してお り、現在 の主な

取り組みは、山形大学とともに地域の企業の課題解決を行う産学金連携横町という体

制 を組 むこ とで、信用金庫の広域ネ ッ トワークや大学のネ ッ トワークをつかって事業

を仕掛 けてい る。連携の背景には、米沢信用金庫 と同様 に米沢地域 にキャンパ スを置
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く山形大学が、地域 の産業や経済 に危機感 を抱 き、声をかけた ことがきっかけであっ

た。米沢地域は、新 しい ことにチャ レンジす るこ とに対 して慎重な気質があ るので、

創 業支援 などにはこれ か ら取 り組んでい く必要があると、地域性 を把握 していた。

以上、イ ンタビュー調査か らわか った ことを総括す ると、信用金庫 の地域活動創造

支援 業務 は、預金 量規模や部署 の規模 に より制約 を受ける ところが大 きいが、 どの信

用金庫 も地域 の身の丈 にあった業務 を展 開 してきてい ることがわかった。

また、2-2で 、地域活動 を生み出す支援プ ロセ スにおいて、特 に 「萌芽段階」と 「初

動段 階」での支援が重要で あると論 じた。図2.1で 整理 した各信用金庫 の取 り組む地

域活動創造支援 業務 の総数に着 目す る と、多摩信用金庫 が最 も多かった。また、多摩

信用金庫 は他 の信用金庫 と比べ て、「萌芽段階」や 「初動段階」に当た る支援業務 にも

数多 く取 り組んでお り、地域活動 を生み出す支援プ ロセ スの3段 階にまたがった、バ

ランスのよい支援 業務 に取 り組 んでいた。 したがって、多摩信用金庫 は地域の潜在能

力を掘 り起 こす ために支援の幅を広げてい ると言 える。

これ より、3章 か ら5章 にかけては先進事例 として多摩信用金庫 に着 目し、各業務

の詳細及び効果 をイ ンタ ビュー調査等か ら明 らかにす る。
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第3章 多摩信用金庫の地域活動創造支援業務の取り組みの解明

3章 では、多摩信用金庫の業務展開の傾 向 とその要因を明 らかにす るために、多摩

信用金庫のホー ムページやデ ィスクロー ジャー誌(2004～2013年 分)、 地域密着型金

融推進計画進捗状況(2006～2013)の レビュー を行 い、価値創造事業部 内の組織変遷

と業務展 開を整理 した。また、多摩信用金庫価値創 造事業部の職員へ詳 しいインタ ビ

ュー調査 、多摩信用金庫 に関す る論文及び記事等か ら、業務展開の転換期 と業務 に至

る動機 とその要因を明 らかに した。そのあ とで、特に転換期 となった年度の業務 を取

り出 し、(1)「萌芽段 階」 「初動段階」 「実現段階」 とい うよ うな地域活動 を生み出す支

援3っ の支援プ ロセ ス、(2)業務 内容 ご とに整理 して、多摩信用金庫 の業務展開の傾 向

を把握 した。

次に、現在の多摩信用金庫の地域活動創造支援業務 の運営の特徴 を把握す るた めに、

多摩信用金庫 のホームペー ジやデ ィスクロージャー誌(2013)、 地域密着型金融推進計

画進捗状況(2012)の レビュー、事業紹介パ ンフ レッ ト等か ら、運営の連携組織 に着

目して整理 ・分類 した。

3-1多 摩信用金庫の概要

3-1-1多 摩 信 用金 庫 の 沿革

多摩信用金庫 は1933年 に地元有志 の出資によ り有 限責任 立川信用組合 として設立

した。その後 、1951年 に多摩 中央信用金庫に改組 し、2006年 に3信 用金庫(多 摩 中

央信用金庫、太平信用金庫、八王子信用金庫)が 合併 して多摩信用金庫 となった(表

3.0)。

現在 の多摩信 用金庫の前身である有限会社立川信 用組合の設立背景 について、多摩

信用金庫のホー ムページには以下の よ うに記述 されている。(以 下、多摩信用金庫 のホ

ームペー ジよ り抜粋及び編集)

「日本経済 は第一次世界大戦の好況か ら一転 して不況 とな り、 さらに関東大震災 の処

理のための震災手形 が膨大な不良債権 と化 し、 中小の銀行の経営状態が悪化 、社会全

体に金融不安が生 じていま した。1927年 金融恐慌が起き、政府 は金融不安 を回避す る
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ため、銀行法 を制定、銀行の最低資本金の引き上げや合併促進に乗 り出 した結果、 中

小の銀行 の倒産や合併が進み、 さらにそれは1929年 の世界恐慌で加速 しま した。 こ う

した状況 の中、融資条件が一段 と厳 しくな り、 中小商工業者、農 業従事者、お よび一

般市民は資金の借入れ に困窮す るよ うにな りま した。 当時の北多摩郡立川町で も同 じ

よ うな状況 に陥ったため、町の有志47人 が発起人 とな り、1933年 に相互扶助の精神 を

理念 として多摩 中央信用金庵の前身である立川信用組合 が設立 され ま した。」

このよ うな設立背景か らして、多摩信用金庫は 「地域貢献」「相互扶助」が基本的な

精神 として貫かれてきた といえ、多摩信用金庫 に限 らず信用金庫 は協 同組織金融機関

であるため、 このよ うな存立の原点は共通 して言 えることであ る。

表3.0多 摩信用金庫 の沿革

(多摩信用金庫 のホームペー ジより作成)

3-1-2多 摩信用金庫の現況

多摩信用金庫 は本店 を立川 に置 き、店舗数 は80店 舗、役職員数 は2,223名 、出資金

183億 円、預金 量は2兆2,964円 であ る(表3.1)。 営業エ リアである多摩地域は、東

京都 の特別区 と島 しょをのぞ く30市 町村(26市3町1村)か らなる、東京都 の西側

の地域 である(図3.0)。

表3.1多 摩信用金庫 の現況

多摩信用金庫(平成24年3月 末現在)

本店 東京都立川市

店舗数 80力 店(本 店76、 主張所4)

出資金/資 本金 235億 円

役員数/従 業員数 2223名

総預金 2兆2964億 円

総貸出金 1兆309億 円

(多摩信 用金庫のホームページよ り作成)
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口

市

図3.0多 摩 信 用 金 庫 の 営 業 エ リア

出 典:http:〃www.tokyo-hote1-ryokan.or.jp/map_tama.php

3-1-3多 摩信用金庫の組織体制

次に、多摩信 用金庫の組織体制 について説 明す る。 多摩信用金庫 の中で、主に地域

活動創造支援業務 を担 当 しているのは 「価値創造事業部」であ る(図3.1)。 価値創造

事業部 内には、個人 ・法人 ・地域 を担 当とす る部署があ り、それぞれ の 「課題解決」

に取 り組 んでい る。 さらに、地域支援担当内にはまちづ くりグル ープが あ り、地方 自

治体やNPOな どとネ ッ トワー クを構築 し、地域に対す る様 々な業務 を行 っている。

法人 ・個人 ・地域の 「課題解決」に取り組むこと

を実現する(同 部の職員数約160名)

図3.1価 値創 造事業部の組織体制
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3-2多 摩信用金庫の業務展開の転換期と業務に至る動機とその要因

多摩信用金庫の業務展開の傾 向 とその要因を明 らかにす るために、多摩信用金庫の

ホームページやデ ィスクロージャー誌(2004～2013年 分)、 地域密着型金融推進計画

進捗状況(2006～2013)の レビューを行い、価値創 造事業部内の組織変遷 と業務展開

を整理 した。また、多摩信用金庫価値創 造事業部の職員 に対す る詳 しいイ ンタ ビュー

調査、多摩信用金庫 に関す る論文及び記事等か ら業務展 開の転換期 と業務に至る動機

とその要因を明 らかに した。

多摩信用金庫の業務展開 と業務 に至 る動機及びその要 因を整理 した結果、主に3つ

の転換期があったことが分かった。

(1)2003年:多 摩信用金庫 の地域へ の存在価値 に対す る危機感(佐 藤理=事長就任)

(2)2006年:3信 用金庫 の合併 と価値創 造事業部の創設

(3)2010年:ま ちづ くりグループの設置

以下では、各転換期 とそれに応 じた業務展開の詳細について論 じる。表3.2は 価値

創 造事業部の組織変遷 、図3.2(章 末資料)は 多摩信用金庫の業務展開 と業務に至る動

機及 びその要因を整理 した ものである。
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表3.2価 値創造事業部の組織変遷

2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013

営業店支援担当 営業店支援グループ 営業店支援グループ 営業店支援グループ 営業店支援 営業店支援 支援 支援

統計・情報ネットワーク 統計・情報ネットワー

ク

統括グループ 統計 統計 計数 計数

年金

個人支援担当 預り資産 預り資産 預り資産・保険 預り資産・保険・すま

いるプラザ

店頭・年金・営業店・

事業

支援 支援

保険・信託 保険・信託 すまいるプラザ 年金 住宅ローンセンター 住宅支援機構 住宅支援機構

年金 すまいるプラザ 住宅ローン すまいるセンター・プ

ラザ ・カウンター

すまいるセンター・

プラザ

すまいるセンター・プ

ラザ

生活者支援 多摩らいふ倶楽部・

健康サービス

多摩らいふ倶楽部

法人支援担当 渉外グループ 渉外グループ 渉外グループ 法人渉外 法人渉外 法人渉外 法人渉外

指導グループ 指導グループ 事業支援グループ 事業所課題解決・ア

ライアンス・事業企画

見える化・課題解決 見える化・課題解決 見える化・課題解

決・BOB

事業支援グループ 事業支援グループ アライアンスグループ BOB 事業企画・BOB Winセ ンター ・BOB Winセ ンター

地域支援担当 地域支援グループ 地域支援グループ 地域支援グループ 公金 ・特殊法人渉外 地域渉外 地域渉外 地域渉外

地域経済研究所 地域経済研究所 地域経済研究所 地域経済研究所 地域経済研究所 地域経済研究所 地域経済研究所

すまいるプラザ まちづくり まちづくり まちづくり まちづくり

多摩らいふ倶楽部 多摩らいふ倶楽部

企画担当 業務企画 業務企画 業務企画 業務企画・PR 業務企画・PR 業務企画 業務企画

Web Web Web Web

共同移行

ネットワーク担当 多摩らいふ倶楽部 多摩らいふ倶楽部 多摩らいふ倶楽部

BOB BOB BOB

デ ィス クn一 ジ ャー誌(2003～2013年 分)よ り作 成

(1)2003年=多 摩信用金庫の地域への存在価値 に対する危機感(佐 藤理事長就任)

経済産業省 作成 の ソー シャル ビジネスケースブ ックには多摩信用金庫の取 り組みが

取 り上げ られ てお り、それ による と、 「平成13年 に理事長 に就任 した佐藤浩二氏 は、

まず 半年 をかけて約700も の地域の中小企業の現場 を歩いて回 り、経 営者の様 々な悩

み を聞 くなかで、多摩信用金庫 が必要 とされていない ことに危機感 を感 じた。 それ を

きっかけに して、地域の人々の悩み を解決 してい く金融機 関 としての役割 を果 たす こ

とを決意 し、金融面だけではな く本 当に存在感のあ る金庫 にな るための取 り組み を始

めた。」 とある。具体的には、地域 の中小企業 ・個人事業主 ・NPO法 人 な どの優れた

技術や ビジネスモデル を表彰す る 「多摩 ブルー ・グ リー ン賞」とい う顕彰事業の創設、

創 業支援施設 「たま しんブル ームセ ンター」の設立な ど、金融面の支援 にとどま らな

い事業支援に取 り組 むよ うになった。
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(2)2006年:3信 用金庫の合併 と価値創造事業部の創設

この年 に3つ の信用金庫(多 摩 中央信用金庫、太平信用金庫、八王子信用金庫)が

合併 して多摩信 用金庫 となった。合併の際に、法人 ・個人 ・地域 の 「課題解決」 に取

り組 む ことが 「価値創造の取 り組み」の基本 として、 「価値創造事業部」を創設 した。

現在 、同部には約160名 の職員がお り、法人支援担 当、個人支援担 当、地域支援担 当

ごとに、事業所 、個人 、地域 が抱 える課題の解決 に向けた取 り組み を行 ってい る。

(3)2010年=ま ちづ くりグルー プの設置

価値創造事業部では、地域支援担 当として多摩地域30市 町村 の地方 自治体、商工団

体の課題解決に取 り組む専門の職員 を配置 してい る。 当職員は.月に1回 以上各市町村

を回 り、課題の共有 ・整理(見 える化)を 行 ってい る。見 える化 した地域課題 の解決

に取 り組むために、2010年 に同部地域支援担当内にま ちづ くりグループを設置 した。

まちづ くりグル ープでは 「創業支援」 「商店街進行」 「コミュニティ ビジネス支援」

の3つ を柱に し、地方公共 団体、商工団体、大学、NPO法 人 、中間支援機 関等 とネ ッ

トワークを構築 し、 ともに地域 が抱 える課題解決 に取 り組んでいる。

以上 より、多摩信用金庫の業務展開の転換期 と業務 に至 る動機 その要因 を明 らか に

した結果 、業務展開に至 る背景 には、多摩信用金庫の地域への存在価値 に対す る危機

感 や価値創造事業部設立な どが影響 してお り、その時々で業務 を展 開 させているこ と

わかった。また、多摩信用金庫まちづ くりグループの報告(2011)注5に よる と、近年

の多摩地域の事業所や人 口の減少、地方公共団体の財政 な どを受けて、 これまで通 り

の取 り組みでは通用 しない とい う危機感や地方公共団体 に対す る支援 のあ り方 を問い

直 している。 この よ うな多摩 地域 の情勢の変化 も、多摩信用金庫が現在の業務 に至 る

要因 として考え られ るであろ う。
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3-3地 域活動を生み出す支援プロセスからみた多摩信用金庫の業務展開の傾向

前節 の多摩信用金庫 の業務展 開の傾 向を把握す るために、3-2で 論 じた特に転換期

となった年度 を境 にし、4区 分(～2003年 、2004～2006年 、2007～2010年 、2011

年～2013年)を 設 けた。この4区 分の期 間中に新 しく始 まった多摩信用金庫の地域活

動創造支援業務 を取 り出 し、横軸に2-2で 扱った 「萌芽段階」「初動段階」「実現段階」

とい う地域活動を生み 出す支援 プロセスの3段 階、縦軸 に法人事業支援か らまちづ く

り分野 までの業務 目的(支 援対象)を と り、表 に各業務 をプ ロッ トした(図3.3～3.6)。

これ によ り、多摩信用金庫の業務展開の傾 向を、地域活動 を生み出す3つ の支援プ

ロセス、業務 内容の観点か ら把握す る。
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図3.3多 摩信用金庫 の業務展 開(～2003年)
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用金庫の業務展開(2007～2010)
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図3.6多 摩 信 用金 庫 の業務 展 開(2011～2013)

多摩信用金庫 の業務展 開の傾 向を、地域活動を生み出す支援 プ ロセスの3段 階、支

援 目的の観 点か ら把握す ると、法人事業 に関す る支援の展開 と、法人事業以外のまち

づ く りの分野に関す る展 開がみ られた。以下、 これ ら2つ の業務展 開の傾 向について

説明す る。

(1)創業支援の初動段階への展開

法人支援 に関す る地域活動創造支援業務 は、主に創業 に関す る支援で ある。地域活

動 を生み出す支援 プロセスの3段 階の観 点で創業支援 の業務展開の傾 向をみ ると、創

業の実現段階の支援 か ら初動段 階の支援へ と業務 を展開 してい ることが読み取れる。

具体 的には、2003年 に創 業希望者に対 して実現 に近い段階での支援、融資や入居施

設の支援であるイ ンキュベーシ ョン施設 の運営を開始 した。その後、2013年 に至るま

でに創業 のきっかけづ くりの場 である 「ブルー ム ・ミニブルーム交流カ フェの開催」、

創 業希望者 のアイデア段階での相談 を受 け付 ける 「課題解決 プラッ トフォームTAMA
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の運営」な ど、創 業の初期段階の支援まで手 を伸ば して業務展開を してい ることが分

かった。

(2)観光や まちづ くりへ の業務内容の展開

多摩信用金庫の地域活動創造支援業務 の業務 目的に着 目し、業務展 開の傾 向をみ る

と、法人事業支援 ではない、市民活動や コミュニテ ィ形成、観 光な どといった、まち

づ く りへ の広が りがあった ことがわかった。 これ らの取 り組みは、直接的に創業や活

動 を生み出す ことを 目的 としていないので、市民に対 して地域その ものや地域活動 に

興味 ・関心を持 って もらうための啓発 にあた る 「①萌芽段階」の取 り組 み と言 える。

具体 的には、1997年 に個人支援 向けの 「多摩 らいふ倶楽部」、地域 を豊かに楽 しむ

ことを意図 した 「地域情報誌たま ら ・び」の取 り組 みを開始 した。その後 、2013年 に

至 るまでに、地域住 民に地域 の魅力 を再発 見す る仕組 みを導入 した 「たま ら ・び の市

民 リポーター制度 」や、多摩 地域 の魅力を地域 内外間わず に発信す る観光の取 り組み

へ と業務 を展 開 していった ことが分かった。

以上か ら、多摩信用金庫の地域活動創 造支援業務 の展 開は、地域活動 を生み出す支

援プ ロセ スに関 しては、創 業支援 の初動段 階へ、業務 内容 に関 しては ビジネスだけで

はないまちづ くりや観光 の分野 までに業務 を展開 してきたこ とがわかった。

3-4多 摩信用金庫の地域活動創造支援業務の運営の特徴

前節 では、多摩信用金庫の業務展開の傾 向を把握 した。本節では、多摩信用金庫の

地域活動創 造支援業務 の運営の特徴 を把握す るために、2013年 に多摩信用金庫が取 り

組む地域活動創 造支援業務 を、多摩信用金庫 のホームペー ジやデ ィスクロージャー誌

(2013)、 各業務 に関す る文献や資料等か ら、業務名、業務の開始年度、業務 目的、業

務内容 、業務実績、運営の連携組織、事業委託の有無、に着 目して整理 した(表3.3)。

各業務 の実績 に関 しては、地域密着型金融推進計画進捗状況(2012)か らわか る範囲

で記載 した。
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表3.3多 摩信用金庫の地域活動創造支援業務の整理

業務名 業務開始年度 業務目的 業務内容 実績(H24年度) 運営の運携組織 事業委託など

多摩らいふ倶楽部 1997年 多摩地域に暮らす人 の々より快適 大人のライフスタイルを応援する会員制のサーク 会員数24,439名

で豊かな生活を応援すること ル 。 講座・イベントの実施=多

ほっとイベント、多摩らいふハイク、健康講座などを 摩力レッジ132講 座、イベ

実施。多摩地域のイベントを積極的に企画し、多摩 ント155回、ハイク28回

地域の魅力を発見。
地域情報誌「たまら・ぴ」 2007年 まちの魅力を再発見する地域情報 市民、事業者 、NPO、地方公共団体、大学等の地域 季刊誌(年4回) けやき出版、市民、市民

市民リポーター制度 「たまら・び」は 誌「たまら・び」の制作を通して、新 の様々な立場の人と出会い、つながりあいながら、 発行部数2万4000部 団体、市役所など
1997年 から発 しいネットワークや事業のきっかけ 地域情報誌づくりを行う。
刊開始 づくりを生み出すこと

多摩・武蔵野検定に協力 2007年 多摩地域を愛する人 を々増やすこ 「(公社)学 術・文化・産業ネットワーク多摩」が主催し 社団法人学術・文化・産

と ている「知のミュージアム 多摩・武蔵野検定」へ協

力。

一 業ネットワーク多摩

東京・多摩おみやげプロ 2010年 多摩地域の住民に地域に魅力を再 地域に密着した金融機関ならではのネットワークを 登録事業者数405社 、登 多摩地域の事業者など 東京都の「都内産品販売活
ジェクト 発見してもらうこと 活用して多摩地域にある魅力を掘り起こし、地域ブ 録商品数1045品 動支援事業」

ランドに育て、「東京 ・多摩のおみやげ」として全国に 講演会の開催2回
発信する。

とあるアニメの連絡会 2010年 多摩広域エリアの連携した活性化 多摩地域活性化のため展開している「とあるアニメ 立川市、多摩市、多摩

の学園都市化計画」に「とあるアニメの連絡会」の一 一 地域の事業者及び団体

員として協力。 など

多摩地域スタンプラリー 2013年 多摩地域の普段訪れない地域を訪 たましん80周年記念事業として、多摩地域の魅力的 夏、秋、冬の3期 に実施 多摩地域の事業者、市

れることで、地域の魅力を再発見 なスポットをエリア別、テーマ別に紹介し、スタンプラ 役所、商工会など
し、「ふるさと多摩」をもっと知り楽し リーを実施。

んでもらうこと

広報たまちいき 2013年 多摩地域の住民に対し、隣のまち 多摩地域をもっと知り、より楽しむために、地域の魅 毎月1日 発行(vol.7まで
や今まで行ったことのないまちの情 力や旬の情報をテーマに沿って紹介する総合情報 発刊)50,000部
報を発信することで、多摩地域の魅 紙。 設置場所:たましん各

力を再発見してもらうこと 地域の魅力やイベント、セミナー等を広く紹介。 店、他多摩地域281か 所

創業支援特別融資「ブ 2003年 事業者の創業当初を支援すること 256件

ルーム」

NPO事 業支援ローン 2003年 地域課題の解決を目的とした事業

を展開する、まちづくりの新たな担
い手を支援すること

「たましんブルームセン 2003年 創業間もない法人・個人を対象に、 京王八王子支店のビル7Fにおいて、創業支援施設 サイバーシルクロード八

ター」運営 金融支援にとどまらない総合的な を開設。 王子、八王子商工会議
支援を行うこと 経営相談、技術相談、インキュベーションオフィスの 所

貸し出し。 入居実績累計27社

「課題解決プラットホーム 2011年 たましんならではの経験とネット ビジネスモデルのアイデア段階から、創業時の準 相談件数1,526件 経済産業省関東経済産業局
TAMA」 の運営 ワークを活用して、経営課題の解決 備、創業後の事業継続の課題など、あらゆる場面で の平成20、21年 度「地域力連

をすること の相談など。 携拠点事業」、平成22年 度
「中小企業応援センター事

業」

地方公共団体と連携した 2006年 多摩地域で創業そのものを増やす 経営・創業相談の開催、インキュベーションマネー 八王子市、三鷹市、多

創業支援 こと ジャーの派遣 、セミナーの開催など 摩市、調布市など
地域内創業塾との連携 2005年 支援機関との連携を深める 地域内の創業塾へ講師やアドバイザーの派遣 6つの創業塾やセミナー NPO法 人三鷹ネットワー

への講師派遣 ク大学推進機構、サイ
バーシルクロード八王

子、八王子商工会議
所、八王子市、調布市、

福生市、ビジネススクエ

ア多摩など
たましん事業支援センター 2009年 事業者と支援機関とが「新しいビジ 相談、セミナーの開催、会議室等の貸し出し。 利用者数12、174名
Winセ ンター運営 ネス」を創り出すための場の提供
ミニブルーム交流カフェ 2011年 多摩での創業の思いを形にしていく様々な視点に立ったセミナーや交流会を開催 17回実施 日本政策金融公庫、市

初期段階での支援 役所など
ブルーム交流カフェ 2006年 多摩地域の創業予定者と創業支援 セミナーや交流会を開催(年1回) 1回実施 日本政策金融公庫、市

機関のより強いネットワークづくり 役所など

多摩CBネ ットワーク参画 2009年 多摩地域のコミュニティビジネスの 多摩地域全域でCBへの理解と支援の体制整備を促 多摩コミュニティピジネス 多摩CBネ ットワーク(市
ネットワークづくり 進するためのネットワークづくりや地域のプロデュー シンポジウム2013へ の協 民、企業、行政、NPOな

サーづくり。 力=251名 参加 ど)、広域関東CB推 進

メーリングリスト登録メン 協議会
バー309名(2013年10月

現在)

創業支援センターTAMA 2013年 多摩地域に総合的な創業支援環境 東京都「インキュベーション

を整備すること 一 HUB推 進プロジェクト」の事

業

(多摩信用金庫のディスクロージャー誌及び地域密着型金融推進計画進捗状況等より作成)

多摩信用金庫の地域活動創造支援業務の運営の際に連携している外部組織に着目す

ると、多摩信用金庫は地元企業だけではなく行政や市民または市民組織等との連携を

強めてきたこ とがわかった。 これ ら行政及 び市民 ・市民組織 と連携 した各業務 の詳 し

い運営 の仕組みや特徴 は、4、5章 で論 じる。
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3-53章 の ま とめ

本章では、多摩信用金庫が地域活動創 造支援業務 に取 り組む よ うになった動機 とそ

の要因を明 らかにす るために、「価値創造事業部」の業務展開を、地域活動 を生み出す

支援 プロセス及び業務 内容 に着 目して整理 をした。

その結果、「萌芽段 階」 「初動段階」「実現段階」 とい うよ うな地域活動 を生み出す支

援プ ロセ スの3段 階に関 しては早い段階へ、支援 目的に関 しては法人事業に関す る支

援の展 開 と、法人事業以外のまちづ くりの分野までに業務 を展開 してきた。 特に、市

民活動や コ ミュニティ形成への支援な ど、まちづ く りへ の取 り組 みは、直接 的に創業

や活動 を生み出す ことにはつなが らないが、その萌芽 とな りうる多様 な支援 に取 り組

む ことによ り、ゆ くゆ くは地域活動が生まれ るこ とを意 図 してい る。 また、 こ うした

取 り組 みの動 きには、地域に対す る多摩信用金庫の存在 の希薄に よる危機感や合併 に

伴 う組織変革が影響 を与 えていたことが分かった。

また、業務運営の際に連携 してい る外部組織 に着 目す る と、多摩信用金庫は地元企

業だけではな く行政や市民または市民組織等 との連携 を強 めてきた ことがわかった。

そ こで、4章 では行政 との連携、5章 では市民 ・市民組織 と連携 した各業務の仕組み

や特徴及び多摩信用金庫 の役割 について調査す る。
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行政と連携 した創業支援の

運営の特徴と役割



第4章 行政と連携 した創業支援の運営の特徴と役割

4章 では、多摩信用金庫 と行政が連携 して取 り組 む地域活動創造支援業務 の うち、

地方 自治体のニーズに対応 した創業支援 に着 目す る。

まず 、多摩信 用金庫の地方 自治体 と連携 した創 業支援 の運営の特徴 を明 らかにす る

ために、多摩信用金庫価値創造事業部 のN氏 へのイ ンタビュー調査 か ら、多摩信用金

庫が地方 自治体 と連携 して創業支援に取 り組む意図 を整理 した。

次に、多摩信 用金庫の取 り組む地方 自治体 と連携 した創業支援 を評価す るために、

多摩 地域 にある市役所の うち、すで に多摩信用金庫 と連携 して創 業支援 に取 り組む4

市(多 摩市、三鷹 市、調布市、八王子市)の 担 当者 へのイ ンタビュー調査、創業支援

事業案 内書及びパンフ レッ ト、その他関連す る資料 よ り調査 を行 い、各 自治体の創業

支援 の取 り組み内容 、運営体制 、抱 える課題、多摩信用金庫 と連携 に至 った経緯、 自

治体 と多摩信用金庫 の強み、を整理 したあ とで多摩信用金庫の創 業支援の面で地域 に

果たす役割を考察 した。

4-1行 政 と連携 した多摩信用金庫の取 り組み

3-4で 扱 った多摩信 用金庫の地域活動創造支援業務の うち、行政 と連携 して取 り組

む11の 業務 を取 り出 して連携方法及 び業務内容 による分類 を行 った結果、以下の3つ

に業務 を分類 できた(表4.0)。

3つ の分 類 の 内容 を以 下 に示 す 。 【 】 中の数 字 は 、(表4.0)に 対 応 して い る。

(1凍 京都や経済産業省の補助金 を活用 した広域行政の役割 を果たす業務 【表中①②③】

多摩信用金庫が取 り組む地域活動創 造支援業務は、営業エ リアである多摩 地域 を軸

に してお り、地方 自治体の行政 区 とは異なる広域エ リアで業務 を展 開 してい ることが

わかった。具体的には、東京都 の 「都 内産 品販 売活動支援事業」の委託事業である 「東

京 ・多摩おみやげプロジェク ト」 は、多摩 エ リアに根付いた多摩信用金庫な らではの

ネ ッ トワー クを生か した取 り組みであ る。
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(2)多摩地域の地方 自治体の参加 ・協力のも と取 り組む観光や地域 の魅 力発信業務 【表

中④⑤⑥⑦ 】

多摩信用金庫は地方 自治体 とともに、観光や地域の魅力 を発信す る業務に取 り組ん

でいた。表4.0の 業務 内容に着 目す ると、そのよ うな取 り組 みは多摩地域全域を対象

としたものが多い ことがわかった。

(3)多摩地域の地方 自治体 と連携 した創 業支援業務 【表中⑧⑨⑩⑪】

多摩信用金庫 は、地方 自治体 と連携 して創 業支援 に取 り組んでいた。表4.0の 業務

目的及 び内容に着 目す る と、多摩地域にある個々の地方 自治体 と連携 して創 業支援 に

取 り組む ことで、多摩地域全体 で創 業を増やす ことを意 図 していることが分か った。

表4.0行 政 と連携 した多摩信用金庫の取 り組み

分類 番号 事業名 事業開始
年度

事業目的 事業内容 運営・連携組織 事業委託など

役 助(1) 東京・多摩おみやげプロ 2010年 多摩地域の住民に地域に魅 地域に密着した金融機関なら 多摩地域の事業者など 東京都の「都内産品販売活動

割 金 束 ジエクト 力を再発見してもらうこと ではのネットワークを活用して 支援事業」

を を 京 ① 多摩地域にある魅力を掘り起

果 活都 こし、地域ブランドに育て、「東

た 用 や 京・多摩のおみやげ」として全

す し経 国に発信する。

事 た済 「課題解決プラットホー 2011年 たましんならではの経験とネッ ビジネスモデルのアイデア段 経済産業省関東経済産業局
業 広 産 ムTAMA」 の運営 トワークを活用して、経営課題 階から、創業時の準備、創業 の平成20、21年度「地域力連

域 業 ② の解決をすること 後の事業継続の課題など、あ 携拠点事業」、平成22年度
行 省 らゆる場面での相談など。 「中小企業応援センター事業」

政 の 創業支援センターTAMA 2013年 多摩地域に総合的な創業支 東京都「インキュベーション
の 補
③

援環境を整備すること HUB推 進プロジェクト」の事業

業 の(2) 地域情報誌「たまら・び」 2007年 まちの魅力を再発見する地域 市民、事業者 、NPO、 地方公 けやき出版、市民、市民団

も 多 市民リポーター制度 「たまら・び」は 情報誌「たまら・び」の制作を 共団体、大学等の地域の 体、市役所など

と 摩 ④ 1997年 から発 通して、新しいネットワークや 様々な立場の人と出会い、つ

取 地 刊開始 事業のきっかけづくりを生み ながりあいながら、地域情報

り域 出すこと 誌づくりを行う。

組 の 多摩CBネ ットワーク参画 2009年 多摩地域のコミュニティビジネ 多摩地域全域でCBへ の理解 多摩CBネ ットワーク(市 民、
む 地 スのネットワークづくり と支援の体制整備を促進する 企業、行政、NPOな ど)、広域
観 方 ⑤ ためのネットワークづくりや地 関東CB推 進協議会

光 公 域のプロデューサーづくり。

や 共 とあるアニメの連絡会 2010年 多摩広域エリアの連携した活 多摩地域活性化のため展開 立川市、多摩市、多摩地域
地 団 性化 している「とあるアニメの学園 の事業者及び団体など
域 体 ⑥ 都市化計画」に「とあるアニメ
の の の連絡会」の一員として協力。
魅参

多摩地域スタンプラリー 2013年 多摩地域の普段訪れない地 たましん80周年記念事業とし 多摩地域の事業者、市役
力 加 域を訪れることで、地域の魅 て、多摩地域の魅力的なス 所、商工会など
発 ・ ⑦ 力を再発見し、「ふるさと多 ポットをエリア別、テーマ別に
信 協 摩」をもっと知り楽しんでもらう 紹介し、スタンプラリーを実
事 力 こと 施。

携(3) 地域内創業塾との連携 2005年 支援機関との連携を深める 地域内の創業塾へ講師やアド NPO法 人三鷹ネットワーク大

し 多 バイザーの派遣 学推進機構、サイバーシルク

た 摩
⑧

ロード八王子、八王子商工会

創地 議所、八王子市、調布市、福

業域 生市、ビジネススクエア多摩

支 の など

援地 地方公共団体と連携し 2006年 多摩地域で創業そのものを増 経営・創業相談の開催、イン 八王子市、三鷹市、多摩市、

事方 ⑨ た創業支援 やすこと キュベーションマネージャー の 調布市
業 公 派遣、セミナーの開催など

共 ブルーム交流カフェ 2006年 多摩地域の創業予定者と創 セミナーや交流会を開催(年1 日本政策金融公庫、市役所
団 ⑩ 業支援機関のより強いネット 回) など
体 ワー クづくり
と

ミニブルーム交流カフェ 2011年 多摩での創業の思いを形にし 様々な視点に立ったセミナー 日本政策金融公庫、市役所
連 ⑪ ていく初期段階での支援 や交流会を開催 など

(多摩信用金庫のディスクロージャー誌及び地域密着型金融推進計画進捗状況等より作成)
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4-2地 方 自治体のニーズに応 じた創業支援

平成25年10月 に多摩信用金庫 が実施 した「多摩地域 の地方 自治体ア ンケー ト調査」

注6(図4 .0)に よると、地方 自治体が地元の金融機 関に期待す る役割 は、 「新事業 の創

出、経営革新支援 」が第二位 に位置 してお り、約6割 の地方 自治体 がその よ うに回答

している。現在 、多摩信用金庫 は融資だけではな く、地方 自治体 と連携 して多摩地域

で創 業を増やす取 り組み を行 ってお り、地方 自治体のニーズ を満 た した取 り組みで あ

るとも言 える。

したがって、本 章では多摩信用金庫の行政 と連携 した取 り組みの うち、地方 自治体

と連携 した 「創 業支援」 に着 目して運営の特徴 と役割 について明 らかにす る。 ちなみ

にこの地方 自治体 と連携 した 「創業支援 」は、前節 で3つ に分類 した行政 と連携 した

多摩信用金庫 の取 り組み の うち、(3)多摩地域の地方 自治体 と連携 した創業支援業務(表

4.0中 ⑧⑨⑩⑪)に 当たる。

口

(図表4-1)地 元の金融機関に期待する役割(回 答割合)

円 滑 な 資 金 供 給

新 事 業 の 創 出 、経 営 革 新 支 援

事 業 承 継 支 葺畏

ビ ジネ ス マッチン グ 支 援

産 学 官 連 携 の 橋 渡 し役 、担 い手

地 域 振 興 策 策 定 へ の 参 画 、関 与

縁 故 債 の 安 定 的 な 引 畳 け

自治 体 へ の 金 融 商 品 の 提 供

地 域 イベン トへ の 協 力

そ の 他

■7%

0%20%40%60%80%■00%

(備考)1.最 大3つ までの複数回答

2.無 効、無回答を除く。

図4.0多 摩 地 域 の 地 方 自治 体 ア ン ケv-一一・ト調 査 結 果 出 典:多 摩 信 用 金 庫 ホ ・一一一・ム ペy-一一・ジ

4-3地 方自治体と連携 した創業支援に取り組む意図と支援の特徴

多摩信用金庫が地方自治体と連携した創業支援に取り組む意図を、多摩信用金庫価

値創造事業部のN氏 へのインタビュー調査により整理し、多摩信用金庫の地方自治体

と連携した創業支援の取り組み方法の特徴を把握した。
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4-3-1多 摩信用金庫が地方 自治体 と連携 した創業支援 に取 り組む意 図

多摩信用金庫価値創造事業部 のN氏 へのイ ンタビュー調査 の結果 、多摩信用金庫が

地方 自治体 と連携 した創業支援 に取 り組む意図を、2点 に整理す ることがで きた。(以

下はN氏 のイ ンタビュー内容 を整理 して記述 した)

(1)多摩地域の創業支援 を広域 的に担 う目的

多摩信用金庫は価値創 造事業部 内にまちづ くりグル ープを創設す る際、多摩地域の

市役所 に対 して抱える課題 を尋 ねて回った ところ、創 業支援 にあま り手 を付け られて

いない ことがわかった。その背景 には、多摩地域はベ ッ ドタウンで発展 した ところが

多 く、住民サー ビスが重視 され てきた ことか ら、創 業支援 をは じめ産業振興には人員

をさけ られていない現状があった。 しか し、市 内の事業所の減少や職住近接 な どの働

き方の多様性な どか ら、今後は もっ と多摩地域の創 業支援 にカ を入れてい くべきだ と

い う考えに至った。 そこで、各 自治体単位 ではな く多摩地域 を広域的 に捉 えることの

で きる、多摩信 用金庫が創 業支援 を担 う必要 を感 じ、現在の よ うな地方 自治体 と連携

した創業支援 の取 り組み を行 ってい る。

(2)初期段階で創業希望者 と接す る機会を多 く得る 目的

一般 的に金融機 関は敷居が高 く
、審査段 階の創 業希望者 と接す る機会が多い。 しか

し、多摩信用金庫 は地方 自治体 と連携 した創業支援 に取 り組む ことで、創 業の初期段

階で多摩信用金庫 が地域 に顔 を出す ことに より、創 業希望者 を掘 り起 こす仕組み を多

摩地域各地につ くることを意図 してい る。

4-3-2多 摩信用金庫の地方 自治体 と連携 した創業支援の取 り組み方法の特徴

多摩信用金庫の地方 自治体 と連携 した創業支援の取 り組み方法の特徴 を把握す るた

めに、多摩信用金庫価値創造事業部のN氏 へのインタビュー調査 、多摩信用金庫 のホ

ームペ ージ、多摩信用金庫の地域密着型金融 の取 り組 みの レビューか ら、特に多摩信

用金庫 と地方 自治体 との関わ りに着 目して整理 した。

その結果、多摩信用金庫が地方 自治体 と連携 した創 業支援は、(1)多摩地域を横断的
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に展 開す ること(2)地方 自治体に応 じた事業 に取 り組んでいること、に特徴がみ られた。

(1)多摩地域を横断的に展開する創業支援業務=ブ ルーム ・ミニ ブルーム交流 力フェ

多摩信用金庫価値創造事業部 のN氏 へのイ ンタビュー調査 、多摩信用金庫のホー ム

ページにあるブルーム・ミニブルーム交流カ フェの開催 内容の記載(2008～2013年 分) 、

多摩信用金廊 の地域密着型金融 の取 り組み(2011、2012)の レビューか ら、運営 の特

徴 と開催実績 について整理 した(表4.1)。

表4.1ブ ル ー ム ・ミニ ブ ル ・一一一・ム 交 流 カ フ ェ の 開 催 実 績

開催日時 テーマ 開催地域 参加者数

2008.11.15 ■ブルーム交流力フェ 三鷹市

2009.1.24 ■ブルーム交流カフェ 三鷹市

2009」2.5 ■ブルーム交流カフェ 立川市

2010.3」3 ■ブルーム交流カフェ 立川市

2010.7.3 ■ブルーム交流カフェ 立川市

2010.10.16 ■ブルーム交流カフェ 立川市

2011.5.18 夢 、挫折 、一歩前へ! 多摩市 34

2011.6.21 食で地域がつながる「おすそわけ」ビジネス 国立市 37

2011.7.16

■ブルーム交流カフェ
ニーズからシーズを見つけた創業!! 立川市 45

2011.10.1 つなが りが"ま ち"を 変える～コミュニティビジネスのすすめ～ 福生市 34

2011」t11

■ブルーム交流カフェ
2011SOHOリ レーフォーラムin東 京・多摩 多摩市 73

2012.1.26 ☆あなたのライフワークをビジネスに☆ ～「ワクワク」と「喜ばれ」の社会起業～ 調布市 16

2012.4.20 ものの見方で人生が変わる1 多摩市 25

2012.4.25 スマートフォンビジネスの可能性 八王子市 21

2012.5.18 会社設立動機と運営方針 国立市 13

2012.5.23 ママの手作りパン屋さん～食と人と心をつなぐ 日野市 21

2012.6.19

自分の強みを生かせ!OLか ら起業した私の実体験～企業の成功の秘訣は「人とのつながり」と
「循環支援」 立川市 24

2012.6.28

「美」と「癒し」のサロンオープン!真 の美を求めて～40代 か らの夢の実現 、☆キラキラ輝 く女性

をプロディース 調布市 32

2012.7.4 東京 に住みなが ら、毎 日のテーブルに朝 どれ野菜を。～コミュニティビジネスで地域を元気に1 瑞穂町 20

2012.10.24 サラリーマン時代に培ったノウハウで創業 国分寺市 21

2012.11.1 自分のやりたいことを仕事にする 小平市 16

2012.1t14

自分のやりたいことを仕事にする
共同開催 リリエ助成の創業セッション 八王子市 25

2012.1t20 パンが大好き!50代 から創業したまじめなパン職人 調布市 21

2013.1.23 50代 からはじめる!燃 える起 業家プロジェクト1 日野市 10

2013.1.25 好きを仕事にする方法 福生市 14

2013.2.1 ライフステージに合わせた働き方 西東京市 24

2013.2.8 私が創業した理由 武蔵野市 9

2013.3.4

■ブルーム交流カフェ
多摩地域で創業を考えている方、大集合! 三鷹市 73

2013.3.15 できることか らはじめる自宅ショップ 小金井市 20

2013.3.23 企業人から地域人へ 府中市 12

2013.5.18 いろいろあるけど起 業は楽しい!～ITで 起業 した私 の場合～ 調布市

2013.5.25 ビジネスは掛け算でもっともっと強 くなる 多摩市

2013.6.12 自分 らしく働く、生きる～育児、介護があっても～ 羽村市

2013.6.13 私らしいカタチで起業する方法 立川市

2013.6.28 みんなが幸せになるお店づくり 昭島市

2013.7.14

ミニブルーム交流カフェ×キャリア養 成講座

仕事を創る、時間を創る、自分を創る 武蔵野市

2013.7.20 これからのものづくり起業に求められるもの 日野市

2013.7.24 環境にも人にもやさしい農業経営塾 国分寺

2013.9.10 カフー(しあわせ)の お手伝いをするお店づくり 小平市

2013.9.12 花屋でない花屋を目指して 瑞穂町

2013.10.03 好きな事二お仕事 楽しさも厳しさもあるけれど 小金井市

2013.10.11 今の 自分のままではじめよう。ここからつながろう。 福生市

2013.10.25 三鷹産野菜で地域ブランドづくり! 三鷹市

2013.1t16 クリエイティブ会社を経営するということ 調布市

2013.1t25 カフェで起業をするという事 東村山市

2013.11.29 お産の楽しさ・喜びを伝える助産院 国立市
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ブル ーム ・ミニブルーム交流 カフェは、多摩地域での創業希望者 を対象に した業務

であ る。多摩地域 で創業 した事業者の講演 と仲間づ く りやネ ッ トワー クづ く りを意図

した交流会で構成 されてい る。多摩信用金庫が企画を して市役所 の広報 を用いて参加

者を募集す ることによ り、参加者 を広 く募集す る仕組みに特徴がある。

開催実績は、多摩地域の各地でブルーム交流カ フェは2008～2013年 にかけて9回 、

ミニブルーム交流カ フェは2011年 ～2013年 にかけて37回 開催 している。開催地域

に関 しては、多摩地域 の30あ る市町村 の うち半数以上の18地 域 にて開催 しているこ

とが分 かった(表4.1、4.2)。

以上 より、多摩信用金庫は多摩地域の創業希望者 の初期段階の仲 間づ くりやネ ッ ト

ワークの支援の場 を、広報の部分 を市役所 に委託す ることで多摩 地域 の各所につ くり

だ してい るといえる。

表4.2自 治 体 ご との ブル ー ム ・ミニ ブル ー ム交 流 カ フェ の開催 回数

開催地域 回数

立川市 7

調布市 5

三鷹市、多摩市 4

国立市、福生市、日野市 3

八王子市、瑞穂町、国分寺市、小平市、小金井市、武蔵野市 2

西東京市、府中市、羽村市、昭島市、東村山市 1

(2)地方 自治体に応 じた創業支援 業務:経 営 ・創業相談の開催、地域 内創業塾への ア ド

バイザー派遣等

多摩信用金庫 のホームページ、多摩信用金庫の地域密着型金融の取 り組 み(2012)

の レビューか ら、現在、多摩信用金庫は人王子市、三鷹市、調布 市、多摩市 と連携 し

て創 業支援 に取 り組 んでい ることがわかった。また、その支援内容 に着 目す ると、市

毎に異 なることが分かった(表4.3)。 そこで、多摩信用金庫の地方 自治体 に応 じた創

業支援 の運営の仕組みや実態については、 より詳細な調査 を して明 らか にす る必要が

ある。

次節 では、多摩信用金庫 と連携 してい る4自 治体(八 王子市、三鷹市、調布市、多
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摩市)へ のイ ンタ ビュー調査、創業支援事業案 内書及 び関連す る資料等の調査 か ら、

地方 自治体の特性 に応 じた多摩信用金庫 の創 業支援の実態 と役割 を明 らかにす る。

表4.3八 王子市、三鷹市、調布 市、多摩市 と連携 した創 業支援の内容

八王子市 三鷹市 調布市 多摩市

八王子商工会議所、サイバーシルクロード八
王子と連携した「起業家応援プロジェクト八王

子」の取り組み

「みたか身の丈起業塾」への講師派遣 2012年2月 に調布市と「中小企業支援等に

関する包括協定」を締結

多摩市、多摩大学と連携し創業支援施設「ビ
ジネススクエア多摩」を運営

創業予定者、創業間もない人向けセミナー開

催

コーディネーターとして、株式会社まちづくり三

鷹の運営する「ミタカフェ」にて創業・経営相談

(週1回)を実施

インキュベーションエリアマネージャー(相談

員)として、調布市産業振興センターで創業・

経営相談(週1回)を 実施

インキュベーションマネージャーとして施設の

運営や創業・経営相談(週1回)を 実施

「本気の創業塾」への講師派遣 「調布市創業塾」への講師派遣 「志創業塾」へのアドバイザー派遣

4-4地 方自治体の特性に応 じた多摩信用金庫の創業支援の実態と役割

地方 自治体に応 じた多摩信用金庫の取 り組む創 業支援 の運営の仕組みや実態 を明 ら

かにす るために、多摩地域にある市役所の うち、すでに多摩信用金庫 と連携 して創業

支援 に取 り組む4自 治体(人 王子市、三鷹 市、調布 市、多摩市)の 担 当者へのイ ンタ

ビュー調査、創業支援事業案 内書及び関連す る資料 よ り調査 を行 った。

具体 的には、八王子市産業振興部企業支援課 の担 当者 に対 して2013年12.月5日 、

三鷹 市の株 式会社まちづ くり三鷹の担 当者 に対 して2013年12.月5日 、調布市生活文

化スポー ツ部産業振興課産業振興セ ンター担当者 に対 して12月2日 、多摩市市民経済

部経済観光課 ビジネススクエア多摩担 当者 に対 して12月3日 にイ ンタビュー調査 を実

施 した。

調査 内容 は、多摩信用金庫 と連携 に至った経緯、連携 して取 り組む創業支援 内容及

び運営体制、 自治体 の抱 える課題、 自治体 と多摩信 用金庫の強み、に関す る項 目を用

意 した。 それぞれ結果 を比較 し分析 したあ とで、多摩信用金庫の創業支援の面で地域

に果 たす役割 を考察 した。
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4-4-1多 摩信用金庫 と連携 した4自 治体の創業支援の取 り組みの実態

八王子市、三鷹 市、調布 市、多摩市の担 当者へのインタ ビュー調査、創 業支援事業

案内書及び関連す る資料 の レビュー結果 を表にま とめた(表4.4～4.7)。

1.八 王子市の多摩信用金庫 と連携 した創業支援の取 り組み 表4.4

八王子市は もともと事業所数 が多 く、2000年 に産業振興部企業支援課 を創設、当課

を中心に産業振興や創業支援 にカ を入れ ていた。一方 多摩信用金庫は、2003年 に八王

子市において京 王八王子支店(自 社 ビル)の7階 に創業者 向けイ ンキュベーシ ョン施

設であるブルームセ ンター を開設 し、八王子市か らの賃料補助や商工会議所の様 々な

サー ビス と連動 し、創業支援 に取 り組 んできた。

このよ うに、人王子市 内では市役所 、商工会議所 、サイバー シル クロー ド八王子注7、

多摩信用金庫の4者 が創 業支援 に取 り組 んでいた。4者 の連携に関 しては、個 々の事

業での連携 はみ られ たものの、基本的には各 々で創 業支援 に取 り組 んでお り、一帯 と

なった連携 関係 はなかった。そこで、平成24年 に4者 間がよ り強固につなが り、連携

した支援 に取 り組むために、平成24年 に 「起業家応援フ.ロジェク ト八王子」を開始 し

た。 この事業は、人王子市内の創業の窓 口をひ とつに集約 し、支援業務は専門性 によ

り4者 がそれ ぞれ担当す る仕組み となってい る。

表4.4八 王子市役所に対す るインタビュー結果

人ロ 564,500人(平 成25年1月1日 現 在)

面積 186.31平 方 キ ロメー トル

事業所数 18384(平 成24年)

部署 産業振興部企業支援課

多摩信用金庫と連携
に至る経緯や背景

(1)事業所数が多く、産業振興や創業支援にカを入れてきた。

(2)インキュベーション施設の運営など多摩信用金庫と連携の蓄積があった。

(3)平成24年 に、これまでの八王子市内の創業支援が各主体毎に行われて

いたこと受け、窓ロを一つに統一する「起業家応援プロジェクト」を開始した。

多摩信用金庫の創業
支援内容

インキュベーションマネージャーによる創業個別相談

広域連携、八王子市外のつながるイベント・セミナーの開催

創業塾の運営協力・講師派遣(本 気の創業塾など

創業支援の運営体制 八王子市、商工会議所、サイバーシルクロード八王子、多摩信用金庫など

42



次に、八王子市内では市役所 、商工会議所、サイバーシル クロー ド人王子、多摩信

用金庫 の4者 の支援 内容 の特徴 について述べ る。

八王子市 は創 業希望者への場所 の相談を主に受 け持 ち、空 き店舗やイ ンキュベー シ

ョンオフィス と呼ばれ るSOHO注8向 け民間施設 を紹介 している。

商工会議所やサイバーシル クロー ド八王子 は、起業家 向けの 「本気の創業塾」注9を

主催 し、塾生たちのバ ックア ップやマ ッチングにも努 めてい る。 サイバーシル クロー

ド八王子 には、「ビジネスお助 け隊」注10と い う支援 チー ムがあ り、 さま ざまな分野の

経験、技術、ノウハ ウをもった人々がメンバー に登録 し、創 業希望者 を支援 している。

多摩信用金庫は、イ ンキュベー シ ョンマネー ジャーの派遣 による創業相談や 、広域

的な八王子市外 とっながるイベ ン ト・セ ミナーの開催 を行 っている。

且.三 鷹市の多摩信用金庫 と連携 した創業支援の取 り組み 表4.5

三鷹市の創業支援 は株式会社 まちづ くり三鷹注11が 中心 とな り取 り組んでい る。具体

的には、産業支援 として コ ミュニテ ィビジネ スサ ロンの管理運営、 コワーキ ングプロ

ジェク ト 「ミタカフェ」注12の運営を し、創業希望者の支援 を行 ってい る(図4.1、4.2:

筆者撮影)。 写真 は、 「ミタカフェ」の様子 と、そ このメンバー及 び コーデ ィネー ター

の登録者の名簿 である。

多摩信用金庫 と連携 に至 る経緯 は、 もともとイ ンキュベー シ ョンオ フィス運営等の

蓄積 はあった ものの、金融面でのサポー トの必要性 を感 じていた ことが あった。そ こ

で多摩信用金庫 との連携 に関 しては、 ミタカフェにインキュベーシ ョンマネージャー

を派遣 して創業 ・経営相談 を行ってい る。 また、(株)ま ちづ くり三鷹 の実施す る 「み

たか身 の丈起業 プロジェク ト」注13や 「ビジネスプランコンテス ト」注14に は、多摩信

用金庫 の職員 が講師や審査員 として派遣 されている。

多摩信用金庫以外の創業支援組織 との関係 は、(株)ま ちづ くり三鷹 は地元NPOな

どと普段 か らコ ミュニケーシ ョンや情報交換 を行ってお り、そのほかにも市役所、金

融機 関、市民団体 とのつなが りの中で、足 りない部分の支援 を補 ってい ることがわか

った。
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表4.5三 鷹市役所 に対するイ ンタ ビュー結果

人ロ 180,385(平 成25年12月1日 現 在)

面積 16.50平 方 キ ロメー トル

事業所数 5348(平 成24年)

部署 株式会社まちづくり三鷹

多摩信用金庫と連携
に至る経緯や背景

(1>スモールビジネスの起業支援やインキュベーションオフィスの運営ノウハ

ウの蓄積があった。

②比較的都心に近く、住みながら働くことが実現しやすい地域性である。

③金融面のサポートの必要性を感じていた。

多摩信用金庫の創業
支援内容

インキュベーションマネージャーによる創業経営相談

創業塾の運営協力・講師派遣(三 鷹身の丈起業塾、SOHOベ ンチャーカレッ

ジ)など

創業支援の運営体制 まちづくり三鷹、商工会議所、多摩信用金庫、地元NPOな ど

晒

層
5
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図4.1「 ミタ カ フ ェ」 の様 子

帰

阿両囎

図4.2メ ンバ ー及 び コー デ ィネー ター の紹 介

皿.調 布市の多摩信用金庫 と連携 した創業支援の取 り組み(表4.6)

調布市の創業支援 は調布 市産業振興セ ンター注15が 中心 とな り取 り組んでい る。具体

的には、創業希望者や経営課題 を抱 える事業者 に対 して創業や経 営相談、創 業塾、セ

ミナーや交流会の開催、創 業支援施設スモールオ フィスの運営 を行 ってい る。 その う

ち多摩信用金廊は、経営支援 セ ミナー、市の枠 を超 えた交流会の開催、創 業経営 ア ド

バイザーによる創業経営相談、創業塾の運営協力 ・講 師派遣(調 布市創業塾)な どに

取 り組 んでいる。

多摩信用金庫 と連携 に至 る経緯 は、調布 市は都心のベ ッ トタウンとして開発 され、

これまで創業支援 が必要 と考え られて こなかったが、地域経済や産業 の低下に対す る
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危機感 を持っ よ うになった。 そ こで、地元の創業支援 に力 を入れてお り、行政 にはな

い ノウハ ウや資金的な支援 をす ることができる多摩信用金庫 と、平成24年 に 「中小企

業支援等 に関す る包括協定」を締結 し、両者が連携 して調布市の創業支援に取 り組む

こととなった。

表4.6調 布市役所 に対するイ ンタ ビュー結果

人ロ 220,326(平 成25年12月1日 現 在)

面積 21.53平 方 キ ロメー トル

事業所数 6554(平 成24年)

部署
生活文化スポーツ部 産業振興課

産業振興センター

多摩信用金庫と連携
に至る経緯や背景

(1)都心のベットタウンとして開発され、これまで創業支援が必要と考えられ

てこなかったが、地域経済や産業の低下に対する危機感を持つようになっ

た。

(2)産業振興や創業支援の知識のある職員が少なく、やり方が分からなかっ

た。

(3)新しいことにチャレンジしにくい気質がある。

(4>平成24年 に調布市と多摩信用金庫が「中小企業支援等に関する包括協

定」を締結した。

多摩信用金庫の創業
支援内容

経営支援セミナー、交流会の開催

創業経営アドバイザーによる創業経営相談

専門家の派遣

創業塾の運営協力・講師派遣(調 布市創業塾)など

創業支援の運営体制 調布市、商工会議所、多摩信用金庫など

1V.多 摩市の多摩信用金庫 と連携 した創業支援の取 り組み(表4.7)

多摩 市の創 業支援 の取 り組 みは、市内事業所数の減少や地域経済の停滞へ危機感 を

抱き、平成17年 か ら多摩市、多摩大学、多摩信用金庫が創業促進協議会に参加 して、

多摩 市の創 業のあ り方 の議論 を始 め、平成22年 に多摩市、多摩大学、多摩信用金庫 に

よる 「多摩123プ ロジェク ト」を締結 し、3者 連携 によるビジネススクエア多摩注1

6の 運営を開始 した(図4
.3出 典:ビ ジネ スス クエ ア多摩 ホー ムペー ジ)。

ビジネ スス クエア多摩で提供 され る支援 内容 は、(1)オフィス機能支援(2)ビジネ ス支

援(3)就労支援(4)教育支援があ る。特徴は多摩大学 と多摩信用金庫 がそれぞれ コミュニ

テ ィマネー ジャー とイ ンキュベー シ ョンマネー ジャーを派遣 しているこ とである。多

摩大学のコ ミュニティマネージャーは ビジネ スス クエア多摩の入居者 に対す るコミュ
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ニテ ィづ くり支援 を行 ってい る。一方、多摩信用金庫 のイ ンキュベー シ ョンマネー ジ

ャーは、経営相談、資金面、ネ ッ トワークを活用 した ビジネスマ ッチ ング等の支援 を

行っている。そのほかにも、多摩大学は多摩市 にキ ャンパスのあ る大学で、地域 の経

営に特化 した研 究を行 っていた ことか ら、大学の講義やゼ ミとの連携 にも取 り組んで

い る。

表4.7多 摩市役所 に対するイ ンタ ビュー結果

面積

事業所数

市民経済部経済観光課部署

ビジネススクエア多摩

(1)市内の事業所の減少に対する危機感を持った。

(2)新しいことにチャレンジしにくい気質がある。

多摩信用金庫と連携(3)平 成17年 から多摩市、多摩大学、多摩信用金庫が創業促進協議会に参

に至る経緯や背景 加して、多摩市の創業のあり方の議論を始めた。

(4>平成22年 に多摩市、多摩大学、多摩信用金庫による「多摩123プ ロジェ

クト」を締結し、3者連携によるビジネススクエア多摩の運営を開始した。

多摩信用金庫の創業
支援内容

創業支援の運営体制

インキュベーションマネージャーによる経営相談

説明会の開催

創業塾の運営協力・講師派遣(志 創業塾)な ど

多摩市創業支援事業の全体像一
志ビジネス創業者・経営者の
コミュニティづくり支援

図4.3ビ ジネ スス クエ ア多摩 の運営体制(出 典:ビ ジネススクエア多摩ホームページ)
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4-4-2 創業支援の面で多摩信用金庫が果たす役割の考察

これまでみてきた4つ の自治体の多摩信用金庫 と連携した創業支援の取り組みを比

較 ・分析 して、多摩信用金庫の役割 を考察す る。表4.8は 多摩信用金庫 の4つ の 自治

体 と連携 した創業支援 の取 り組み をま とめた表である。(前 項で扱 った表に、イ ンタ ビ

ユー調査 でわかった、 自治体の強み、多摩信用金庫の強み、その他組織の強み、に関

す る項 目を加 えた。)

表4.8多 摩信用金庫の4っ の 自治体 と連携 した創業支援 の取 り組み(ま とめ)

人ロ 564,500人(平 成25年1月1日 現 在) 180,385(平 成25年12月1日 現 在) 220,326(平 成25年12月1日 現在) 146.770(平 成25年12月1日 現在)

面積 186.31平 方 キ ロメー トル 16.50平 方キ ロメー トル 21.53平 方 キ ロメー トル 21.08平 方 キ ロメー トル

事業所数 18384(平 成24年) 5348(平 成24年) 6554(平 成24年) 3551(平 成24年)

部署 産業振興部企業支援課 株式会社まちづくり三鷹 生活文化スポーツ部 産業振興課

産業振興センター

市民経済部経済観光課
ビジネススクエア多摩

多摩信用金
庫と連携に
至る経緯や

背景

㈲事業所数が多く、産業振興や創業支

援に力を入れてきた。

②インキュベーション施設の運営など

多摩信用金庫と連携の蓄積があった。

③平成24年 に、これまでの八王子市内

の創業支援が各主体毎に行われてい

たこと受け、窓ロを一つに統一する「起

業家応援プロジェクト」を開始した。

(1)スモールビジネスの起業支援やイン

キュベーションオフィスの運営ノウハウ

の蓄積があった。

(2)比較的都心に近く、住みながら働くこ

とが実現しやすい地域性である。

(3)金融面のサポートの必要性を感じて

いた。

(1}都心のベットタウンとして開発され、

これまで創業支援が必要と考えられて

こなかったが、地域経済や産業の低下

に対する危機感を持つようになった。

(2}産業振興や創業支援の知識のある

職員が少なく、やり方が分からなかっ

た。

③新しいことにチャレンジしにくい気質

がある。

(4)平成24年 に調布市と多摩信用金庫

が「中小企業支援等に関する包括協

定」を締結した。

(1)市内の事業所の減少に対する危機

感を持った。

〔2噺しいことにチャレンジしにくい気質

がある。

③平成17年 から多摩市、多摩大学、多

摩信用金庫が創業促進協議会に参加

して、多摩市の創業のあり方の議論を

始めた。

㈱平成22年 に多摩市、多摩大学、多摩

信用金庫による「多摩123プ ロジェク

ト」を締結し、3者連携によるビジネスス

クエア多摩の運営を開始した。

多摩信用金

庫の創業支
援内容

インキュベーションマネージャーによる

創業個別相談

広域連携、八王子市外のつながるイベ

ント・セミナーの開催

創業塾の運営協力・講師派遣(本 気の

創業塾など

インキュベーションマネージャーによる

創業経営相談

創業塾の運営協力・講師派遣(三 鷹身
の丈起業塾、SOHOベ ンチャーカレッ

ジ)など

経営支援セミナー、交流会の開催

創業経営アドバイザーによる創業経営

相談

専門家の派遣

創業塾の運営協力・講師派遣(調 布市

創業塾)など

インキュベーションマネージャーによる

経営相談

説明会の開催

創業塾の運営協力・講師派遣(志 創業

塾)な ど

創業支援の
運営体制

八王子市、商工会議所、サイバーシル

クロード八王子、多摩信用金庫など

まちづくり三鷹、商工会議所、多摩信

用金庫、地元NPOな ど

調布市 、商工会議所、多摩信用金庫な

ど

多摩市、多摩大学、多摩信用金庫など

自治体の

強み

広報、場の提供、信用担保、公益性、

気軽さ、地域の情報

場所の提供、市役所、金融機関、市民

団体とのつながり

広報、場所の提供 広報、場所の提供

多摩信用金
庫の強み

専門的なノウハウ、ビジネス目線、取

引先事業者のネットワーク、八王子市

以外の多摩地域の情報、他市の創業

金融面に関する知識やノウハウ、他市
の企業の情報等の提供

産業・経済の活性化の方法、地元事業

者の実態を把握している、多摩の他地

域でノウハウの蓄積

地元企業の核、中小企業に密着した

ネットワーク、資金調達の強み、ノウハ

ウ、多摩の他地域でノウハウの蓄積

その他組織
の強み

商工会議所:地 元事業者のネットワー

ク

地元NPO:ビ ジネスパートナー、コミュ

ニケーションや情報交換

多摩大学:経 営に特化、地域の課題を

研究、調査分析
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まず、自治体と多摩信用金庫の関係に着目して、多摩信用金庫の創業支援の面で果

たす役割を考察した。

(1)自治体の創 業支援の不足 を補完

自治体 に対す るインタビュー調査の結果 、多摩信 用金庫 は どの 自治体 に対 しても共

通 してイ ンキュベ ーシ ョンマネー ジャーを派遣 し、創業や経営相 談を行 っているこ と

がわかった。また、 自治体 と多摩信用金庫 の強みの項 目に関 して、 自治体は 「広報、

場の提供」、多摩信用金庫は 「金融面のサポー ト、専門的な ノウハ ウ、取引先や地元事

業者 とのネ ッ トワーク」 とい う共通 した回答が得 られた。 したがって、多摩信用金庫

と自治体 が連携 した創業支援 は、市役所が窓 口機 能を果 た し、多摩信用金庫が 自治体

の得意 でない金融面や専門的なサポー ト、取 引先や地元事業者 とのネ ッ トワークの部

分 を担 う仕組みになってお り、 この連携 に より手厚 くスムーズな創業志望者 に対す る

支援 が可能 となっている と考え られ る。

具体的には、創 業希望者 を対象 に した 「ミニブルーム交流カ フェ」 の事例を取 り上

げると、多摩信 用金庫 は創 業支援 に力 を入れてい る 日本政策金融公庫 とともに企画 を

担当 し、地方 自治体が参加者募集 などの広報部分 を担 う仕組みによ り実施 している。

(2)自治体の取り組みの蓄積に応 じた支援及び連携体制

多摩信用金庫と連携に至る経緯や背景から、自治体と多摩信用金庫の連携の強度に

は差があることがわかった。具体的には、人王子市や三鷹市などはこれまで創業支援

に取り組んできた蓄積があるのに対し、調布市や多摩市はこれまでの創業支援の蓄積

がほとんどなかったため、調布市では連携協定の締結、多摩市では創業促進協議会へ

の参加など、多摩信用金庫とより強固な連携に至ったと考えられる。

次に、多摩信 用金庫が一つの 自治体だけではな く、複数の 自治体 と連携す ることに

よる創業支援 の特徴 と役割 を考察 した。

(1)多摩地域の創業の プラッ トフォームの提供

調布市 は多摩信用金庫 と連携 に至 る経緯や背景で、「都や県 レベル以下の地方 自治体
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である と、産業振興や創業支援 の知識 のある職員 が少な く、や り方が分か らなかった」

と回答 してお り、八王子市以外 の3自 治体では産業振興 に特化 した部署が設 け られて

いない ことか らも、 自治体だけで創業支援 に取 り組 むには限界があるこ とが伺 える。

したがって、行 政区を超 えた広域的な創 業支援 に取 り組む こ とに より、多摩信用金庫

が創 業の初期段階で地域 に顔 を出す こ とができ、創 業希望者 を掘 り起 こす仕組み を多

摩地域各地につ くることができてい る。

また、八王子市へのイ ンタ ビュー調査か ら、「商工会議所では八王子市内でのつ なが

りを意 図 したイベ ン トの実施 を してい るのに対 し、多摩信用金庫 は広域連携や人王子

市外 でのっなが りを意 図 したイベ ン トの実施 をしてい る」ことや、「八王子市以外 の多

摩地域 の情報提供 を多摩信用金庫 に期待 している」ことがわかった。 さらに、「これま

で創 業支援の蓄積 がほ とん どな く、新 しい ことにチ ャレンジ しに くい気質がある」 と

回答 した調布市や 多摩市は、多摩信用金庫 の強みに関 して 「多摩信用金庫は人王子で

イ ンキュベーシ ョン施設運営のノ ウハ ウがあるこ と」 と回答 しているこ とか ら、多摩

信用金庫 に対 して他市でのイ ンキュベーシ ョン施設運 営のノウハ ウがあることに強み

を感 じていた ことがわか った。 このよ うに、多摩信 用金庫が媒介 とな り多摩 地域全体

の創業支援をつ なげる可能性 があるといえる。

実際に多摩信用金庫 は、「創 業支援セ ンタv-TAMA」 とい う、東京都 の事業採択 を受

け、多摩地域 の創 業のプラッ トフォームを整備す る取 り組み を始 めてい る。

4-54章 の ま とめ

本 章では、多摩信用金庫 と行政が連携 して取 り組 む地域活動創造支援業務 の うち、

地方 自治体 と連携 した創業支援 に着 目し、運営の特徴 を明 らかに した。その結果、多

摩地域全体 を横 断 した創 業支援 と、各 自治体 に応 じた創業支援 を行 ってい ることが分

かった。

まず 、多摩地域全体 を横 断 した創業支援 に関 しては、多摩信用金庫 は創 業希望者の

初期段 階の仲間づ くりやネ ッ トワー クの支援 の場 を、広報の部分を市役所に委託す る

こ とで多摩地域の各所 につ く りだ してお り、アイデア段階の創 業希望者 と会 う機会 を

多 く得 ていた ことがわかった。
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また、各 自治体に応 じた創 業支援 に関 しては、多摩信用金庫は 自治体の得意 でない

金融面や専門的なサポー ト、取引先や地元事業者 とのネ ッ トワークの部分 を担 う仕組

みで 自治体 と連携 した創 業支援 を行 っていた。 さらに、 自治体毎に抱 える課題 が異な

るので、多摩信 用金庫 は広域性 を生か してそれ に応 じた支援内容 ・方法 を とってい る

ことが分かった。

以上を踏ま えて、多摩信用金庫 は地方 自治体が不得意 とす る部分 の補完や広域性 を

生か した連携 をする ことで、創業が生まれ るプラッ トフォーム を多摩 の各所に創 り出

す ことができる。
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市民 と連携 した地域情報誌 「たまら ・び」の

市民 リポーター制度の運営方法 と効果



第5章 市民 と連携 した地域情報誌 「たま ら ・び」の市民 リポーター制度の運営方法 と

効果

5章 では、人材発掘 ・育成 の側面か ら作成 のプ ロセスに市民 ・市民組織が関わる地

域情報誌 「たま ら ・び」 に着 目し、多摩信用金庫のホームページやデ ィス クロー ジャ

ー誌 の レビュー
、多摩信用金庫価値創 造事業部たま ら ・び担 当者 へのイ ンタビュー調

査、編集会議への参画か ら、地域情報誌 「たま ら ・び」の変遷 と人材発掘 ・育成 の観

点か らみた 「市民 リポー ター制度」の運営の仕組み と特徴 を把握 した。

さらに、過去 の 「たま ら ・び(多 摩 ら ・び)」 の レビュー、市民 リポーター経験者5

名 に対す るイ ンタ ビュー調査を行い、参加後 の意識及 び行動変化 とそ の要因を明 らか

にするこ とで、「市民 リポーター制度」の人材発掘 ・育成機能 、多摩信用金庫の役割 に

ついて考察す る。

5-1多 摩信用金庫の市民 ・市民組織 を巻 き込んだ人材発掘 ・育成の取 り組み

3-4で 扱 った多摩信用金庫の地域活動創造支援 業務の うち、市民 ・市民組織を巻 き

込んだ取 り組み は、以下の2つ である(表5.0)。 人材発掘 ・育成 の観 点か ら、それぞ

れの業務の特徴 について記述す る。

表5.0多 摩信用金庫の市民 ・市民組織を巻き込んだ地域活動創造支援業務

事業名 事業開始年度 事業目的 事業内容 実績(H24年度) 運営・連携組織

地域情報誌「たまら・び」
市民リポーター制度

2007年

「たまら・び」は

1997年 から発

刊開始

まちの魅力を再発見する地域情報誌「たま
ら・ぴ」の制作を通して、新しいネットワーク
や事業のきっかけづくりを生み出すこと

市民、事業者、NPO、地方公共団体、大学等
の地域の様々な立場の人と出会い、つなが

りあいながら、地域情報誌づくりを行う。

季刊誌(年4回)
発行部数2万4000部

けやき出版、市民、市民団体、
市役所など

多摩CBネットワーク参画 2009年 多摩地域のコミュニティビジネスのネット
ワークづくり

多摩地域全域でCBへの理解と支援の体制
整備を促進するためのネットワークづくりや

地域のプロデューサーづくり。

多摩コミュニティビジネスシンポジウム

2013へ の協力:251名 参加

メーリングリスト登録メンバー309名

(2013年10月 現存)

多摩CBネ ットワーク(市民、企

業、行政 、NPOな ど)、広域関

東CB推 進 協議会

(多摩信用金庫のディスクロージャー誌及び地域密着型金融推進計画進捗状況等より作成)

(1)地域情報誌 「たま ら ・び」の市民 リポー ター制度

「たま ら ・び」は、毎号多摩地域 にあ る自治体 をひ とっ取 り上げて、ま ちの魅力 を

発信す る地域情報誌 である(図5.0)。 同誌は1997年 に創刊 し、2014年1,月 に82号

を発刊 した。現在の発行部数 は2万4000部 である。

市民 ・市民組織 を巻き込んだ人材発掘 ・育成の観点か らの特徴は、「市民 リポーター
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制度 」の仕組みであ る。 これ は2007年10.月 の 「小平」特集 よ り導入 した制度で、市

民や市民組織が 「たま ら ・び」の制作に企画段階か ら携 わることで、新 しいネ ッ トワ

ー クやつ なが り、事業の きっかけを生み出す こ とを意 図 してお り、人材の発掘 ・育成

の場 となる可能性がある。

〃　　

　逗

図5.0地 域 情 報 誌 「た ま ら ・び 」 出典:「 たま ら ・び 」編 集 部Facebookペ ー ジ

(2)多摩CBネ ッ トワークへの参画

多摩CBネ ッ トワー クは、2008年 に広域関東 圏コ ミュニテ ィビジネス推進協議会 と

多摩信用金庫が協働 で行 った 「多摩 コ ミュニテ ィビジネ スシンポジ ウム」の参加者 に

よ り自然発 生的にできた緩やかなものである。市民やNPO法 人、市民組織、企業、

地方公共団体、中間支援機 関等 のメンバー約309名(2013年10月 末現在)が 連携 し

て取 り組むネ ッ トワー クであ る。活動はメー リング リス トを中心に交流 し、年 に数回

のオフ会や勉強会、イベ ン トな どを開催 してい る。 市民や市民組織 が当ネ ッ トワー ク

に参画す るこ とで、様々なつなが りをつ くるこ とができ、人材 の発掘 ・育成 を意 図 し

ている と言える。

以上2つ の業務 の うち、地域情報誌 「たま ら ・び」の市民 リポーター制度に着 目す

る。理 由は、業務 の継続性があ り、作成 プ ロセスに市民や市民組織 の深い関わ りが あ

ること、さらに市民の声 を聞 くことができるので業務を評価できるか らである。

次節以 降は、人材発掘 ・育成 の観点か ら地域情報誌 「たま ら ・び」 の市民 リポー タ

ー制度 の運営の方法 と効果 を明 らかにす る
。
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5-2人 材発掘 ・育成のツール としての地域情報誌 「たま ら ・び」の運営方法

5-2-1多 摩信用金庫 にお ける地域情報誌 「たま ら ・び」の運営 目的の変化

地域情報誌 「たま ら ・び」が どのよ うに人材発掘 ・育成機 能 を持つ よ うになったか

を明 らかにするために、多摩信用金庫のホームペー ジやディス クn一 ジャー誌(2003

～2013年 分)の レビュー、多摩信用金庫価値創造事業部たま ら ・び担当者へのイ ンタ

ビュー調査 を行った。調査結果 について、地域情報誌 「たま ら ・び」 の位 置づけや運

営 目的に関 して整理 を行 うと、大 きく3つ の期 間に分けるこ とができた(表5.1)。

表5.1地 域情報誌 「たま ら ・び」の運営 目的の変遷

第1期(1997～2007年8月) 第2期(2007年10月 ～2013年2月) 第3期(2013年4月 ～)

たまら・びの位置づけ 「多摩ら・び」発行開始 市民リポーター制度導入 より多くの人がつながる仕組みにリニューアル

多摩らいふ倶楽部の会員向け冊子

運営 目的 団塊の世代がこれから退職をし、多摩地域 多摩地域の中でボランティアや市民活動が 市民活動で地域との関わりを持つだけでなく、

に増加する際に、上手く地域に溶け込むこ 増えてくることに対応 ライフスタイルに地域を取り入れていることに
とをサポート 市民にまちをもっと好きになる機会を提供 対応
地域の楽しみ方の情報を提供 地域人材の掘り起こしとネットワーク構築 地域を再発見、参加者同士がつながるきっか

けになることを意図

第1期(1997～2007年8月):多 摩 らいふ倶楽部の会員誌 として発行開始

多摩信用金庫 は、1997年 に多摩地域の住 民向けに会員組織 「多摩 らいふ倶 楽部」を

発足 した。 当倶 楽部 は、団塊の世代が これ か ら退職 を してその世代 が多摩地域 に増加

す る際に、上手 く地域 に溶 け込む こ とをサポー トす るためにつ くられた。地域情報誌

「多摩 ら ・び」 は多摩 らいふ倶楽部の会員 向け冊子の位置づ けで、

地域 の楽 しみ方 の情報 を提供 していた。

第2期(2007年10月 ～2013年2月):市 民 リポーター制度の導入開始

2007年10.月 の 「小平」特集 よ り、多摩地域 の中でボランテ ィアや市民活動が増 え

て くるこ とに対応 し、その情報を掲載す る目的で 「市民 リポーター制度」を導入 した。

この制度 は、市民や市民組織 に記者 として参加 し、 自らの 目線で 自分 の暮 らす まちを

紹介す るこ とで、読者 には よ り信頼のおける情報 を提供 し、市民 リポー ターに とって

もまちをもっ と好 きになる機会 を提供す ることを 目的 としてい る。
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多摩信用金庫のデ ィスク ロー ジャー誌 の地域情報誌 「多摩 ら ・び」に関す る記載

の変遷 を追 うと、 「多摩 ら ・び」 は多摩 らいふ倶楽部の会員誌か ら多摩地域にお ける

地域情報誌の色 を強めてい った ことがわかる。また、2010年 のデ ィス クロージャー誌

には、地域情報誌 「多摩 ら ・び」が地域人材の掘 り起 こしとネ ッ トワー ク構築を意図

している とあ り、だんだん と人材発掘 ・育成の機能 を帯びていった といえる。

第3期(2013年4月 ～):よ り多 くの人がつながる仕組みヘ リニ ューアル

2013年4月 の 「小平」特集 よ り、「多摩 ら ・び」の特集 が多摩地域30市 町村を一巡

した こと、市民活動 で地域 との関わ りを持っだ けでな く、 もっとまちを好 きにな り楽

しみたい とい う、ライ フス タイル に地域を取 り入れている人が増 えてい る現状 を踏ま

え、 「たま ら ・び」のプ ロジェク トにもっと多 くのステー クホル ダー注17に入って もら

う仕組 みをつ くった。名前 も 「多摩 ら ・び」か ら 「たま ら ・び」ヘ リニ ューアル し、

よ り一層 「たま ら ・び」 を通 して地域 を再発見す る、参加者同士がつ なが る、地域の

未来を考 えるきっか けになることを意 図 している。

以上 より、地域情報誌 「たま ら ・び」は、当初多摩 らいふ倶楽部 の会員誌 の役割 を

担っていたが、市民や市民活動 のニーズに対応す ることで、現在 では人材発掘 ・育成

機 能を持つ よ うになったことがわかった。特 に、「市民 リポーター制度 」は作成プ ロセ

スに市民が深 く関わるこ とに より、地域を再発見、参加者 同士がつなが ることを意図

して運営 されてお り、「たま ら ・び」の人材発掘 ・育成機能 の核であ ると考 え られ る。

次項 では、 「市民 リポーター制度」 の詳 しい運営の仕組み と特徴を明 らかにす る。

5-2-2「 市民 リポー ター制度」の運営の仕組み と特徴

「市民 リポー ター制度」の運営 の仕組 み と、人材発掘 ・育成の観点か らの特徴 を把

握するために、多摩信用金庫価値創 造事業部たま ら・び担 当者 へのイ ンタビュー調査、

多摩 ら ・び77号 「つ くる」特集の トー クセ ッシ ョン及び完成披露会への参画、83号

「国分 寺」特集 の トー クセ ッシ ョン及び編集会議への参画 を して、実際 に本 づ くりに

関わ り様子を観察 した。
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1.た まら ・び発刊の仕組み

地域情報誌 「たま ら ・び」は、以下の よ うな役割で発行 されている。記事の取材 ・

執筆 を行 う市民 リポーターは、多摩信用金庫やけや き出版、市役所 などが募集 を行い、

参加者 を募ってい る。

【企画】多摩信用金庫

【発行】株式会社多摩情報メディア 多摩らいふ倶楽部

【編集 ・販売】株式会社けやき出版

E.市 民 リポー ター制度の仕組み と特徴

市民 リポーター制度 を導入 した2007年10月 か ら現在 に至 るまでの特集 内容 と 「た

ま ら ・び」編集会議の開催 日の変遷 を整理 した(表5.2)。2007年10月 か ら2013年2

月のおよそ5年 をかけて、多摩地域の30市 町村 を1冊1地 域取 り上げて特集 を行 った。

その後 、多摩地域 を横断 したテーマ特集 を行い、 リニューアル後には再び地域特集 に

なっている。市民 リポー ターは多摩信用金庫や けやき出版が募集す るほか、市役所 に

協力のも と広報 で募集 を してお り、毎回20名 くらいの市民 リポー ターが関わ ってい る。

また、市民 リポーターの属性 は、 当初は編集会議 が平 日の昼間であったため、シニ

ア層 、女性や学生の参加が多かったが、リニ ューアル後 には休 日の開催 となったため、

年齢や職業な ど幅広い層 を集 めることができている。

表5.2編 集会議の開催 日の変遷

2007年10月 ～2012年2月 2012年2月 ～2013年2月 2013年4月 ～

特集内容

地域特集(多摩地域30市 町村を

1冊1地 域特集)

テーマ特集(は たらく、すまう、つなが

る、つくる、そだてる)

地域特集(多摩地域30市 町村を

1冊1地 域特集)

編集会議の開催 平 日 休日

「た ま ら ・び」 がで きる まで の流 れ は 、基 本 的 に3つ の ステ ップ か らな る(表5.3)。

まず 、 ステ ップ1の トー クセ ッシ ョン ・ま ちの未 来セ ッシ ョンで は市 民 リポー ター

や=事業 者 、NPO、 地方 自治 体等 の地域 の多様 な ステ ー ク ホル ダー が参加 して 、地 域 や

テ ー マ につ い て のデ ィスカ ッシ ョン を行 う(図5.1)。
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次にステ ップ2で は、ステ ップ1で 深 めた内容 ・テーマか ら雑誌づ くりの編集会議

へ と移 る。 ここでは、市民 リポー ター同士で具体的な取材先の決 定や紙面構成 の議論

を行 い、編集 会議 だけでは議論す ることができなかった場合 には、市民 リポーター 同

士で話 し合いの場 を設 けてい る(図5.2)。

最後 にステ ップ3で は、市民 リポー ターがそれぞれ取材 ・執筆活動 を行 う。「たま ら ・

び」が完成 した際には、市民 リポー ターをは じめ としたプロジェク トに関わったメン

バーを集 めて完成披露会が開催 され、参加者同士が交流 を深めている。

表5.3「 た ま ら ・び 」 がで き る まで の流 れ

トテツプ1 ステップ2 ステップ3 ゴ_ル 「

トークセッション

まちの未来セッション

編集会議3回ほど

ライター講座

取材・執筆 完成披露会

._⊥
硫癖控㌃琢 ケ・1跨

図5.1ト ークセ ッシ ョンの様子:筆 者撮影 図5.2編 集会議 での議論 の成果:筆 者撮影

最後 に、地域情報誌 「たま ら ・び」作成 上での、多摩信用金庫 とけや き出版 の担 当

者の役割 について記述す る。

筆者 が参加 した トー クセ ッシ ョン及び編集会議には、多摩信用金庫 とけやき出版の

担当者 がそれ ぞれ2名 ほ ど参加 し、会議 の運営を していた。 けや き出版 は執筆や編集

な どの本づ くりの部分 を主に担 ってい る。 多摩信用金庫 はその前最階での人集 めや、
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トークセ ッシ ョンな どの企画の部分に携 わっている。

したがって、多摩信用金庫は地域情報誌 「たま ら ・び」 に取 り組む にあた り、けや

き出版 とともに行 うことで、職員数 をそれ ほどかけずに行 うことがで きている。

5-3「 市民 リポー ター制度」の人材発掘 ・育成の波及効果と多摩信用金庫 の役割

市民 リポーター経験者5名 に対す るイ ンタビュー調査 を行い、参加後 の意識及び行

動変化 とその要 因を明 らか にす ることで、「市民 リポー ター制度」の人材発掘 ・育成機

能、多摩信用金庫の役割 について考察す る。

5-3-1調 査 目的 と内容

前節 では、過去の 「たま ら ・び」の レビューや 多摩信用金庫価値創造事業部 たま ら ・

び担当者へのイ ンタビュー調査 か ら、「市民 リポーター制度」は市民が地域へ と目を向

ける ・活動を始 めるきっか けとなる役割 を果たす可能性 があることがわかった。

そ こで、本イ ンタ ビュー調査 では、前節 で考察 した 「市民 リポーター制度」は市民

が地域へ と目を向ける ・活動を始 めるきっかけ とな る人材発掘 ・育成機能 を持つ とい

う仮説 を、市民に対す る調査か ら明 らかにす る。特に、前節の調査 では得 られ なか っ

た、参加後の行動変化やその要 因、波及効果について調査す る。

調査内容 は主に2つ である。

①市民 リポーター制度 の実態および効果

市民 リポーター を経験 したのちに、参加者 の意識や活動が どの よ うに変化 したのか、

波及効果 があったかを調査す るために、参加 目的、市民 リポー ター経験後の意識及び

行動変化、普段 の取 り組みや興 味関心について聞 く項 目を設 けた。

さらに、市民 リポー ター を経験 したのちに意識や活動 が変化 した、または波及効果

があった と答 えた対象者 に対 して、その要因やきっかけについて さらに深 く訊ねた。
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②市民 目線の評価か らみた地域情報誌 「たま ら ・び」 と多摩信用金庫の役割

市民 リポー ターの参加 者に とって 「たま ら ・び」の存在 は どの よ うなものであるか

を把握す るため、参加者 目線 での地域情報誌 「たま ら・び」自体の評価 だけではな く、

多摩信用金庫 が関わってい ることに対す る評価 について も訊ねた。

5-3-2調 査 方 法

本 イ ン タ ビュー 調 査 は 、以 下 の形 で 実施 した。

(1)対象 と調査期間

調査 の対象者 は、上記で記 した仮説に基づ きターゲ ッ トを選定 した。具体的には、

市民 リポー ター参加後 に積極 的に活動 を行 った人 とし、該 当す る人 を多摩信用金庫お

よびけや き出版 のたま ら ・び担 当者 に紹介 して も らった。市民 リポー ター経験者 の全

員に対す るア ンケー ト調査は、プライバシー保護等の理 由によ り実施す ることが困難

であったため、許 可がも らえた市民 リポー ター5名 に対す るイ ンタ ビュー調査を行 っ

た(表5.4)。

調査期間は2013年12.月10日 ～17日 の うち、5日 間(1日2時 間程度)か けて行

った。

表5.4イ ン タ ビュー 対象 者 の属性

氏名 性別 年齢 居住地

Aさん 女性 20代 稲城市(市民リポーター経験当時)

1さん 女性 40代 国立市

Tさん 男性 60代 八王子市

Nさ ん 女性 60代 狛江市

Rさ ん 女性 40代 小平市

(2)調査方法

半構造化イ ンタ ビューの手法を用い、質問事項 を記 したイ ンタビュー用紙を中心 に

回答 しても らいなが ら、回答者 の答 えに よって さらに詳細 に訊ねた。 また、インタ ビ

ュー対象者 の5名 ともに、共通のインタビュー用紙 を用いて調査 を行 った。

58



(3)インタ ビュー 内容

インタビュー で使用 した用紙 は巻末別紙の通 りで ある。

設 問は1か ら17ま で ある。設 問1か ら5で は、市民 リポー ター参加の きっかけに

関す る内容で、[市 民 リポー ターの経験回数 ・特集 内容][参 加 方法][参 加 目的]、 市

民 リポーターに何度 も参加 している人に対 して は[再 度参加 した 目的]を 問 う質 問項

目を設定 した。

設 問6か ら12で は、市民 リポーター経験後 の変化 に関す る内容で、[市民 リポー タ

ー経験後 の意識 変化及びその要因][市 民 リポーター経験後の行動変化及びその要因]

[具 体的なエ ピソー ド]を 問 う質 問項 目を設定 した。 また、たま ら ・びの評価 に関 し

て 自由に回答 してもらった。

設 問13か ら17で は、イ ンタ ビュー対象者の再度参加意向、推奨経験 と属性 を把

握する設問を設 けた。

5-3-3人 材発掘 ・育成の効果 と多摩信用金庫の果たす役割

イ ン タ ビュー 結 果 は 、次 項 の表5.5に 示 す通 りで あ る。

これ より、人材発掘 ・育成 ツール としての地域情報誌 「たま ら ・び」の市民 リポー

ター制度の効果 と多摩信用金庫 の果たす役割について考察 を した。
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表5.5 イ ンタ ビュー調査結果

質問項目Aさ ん(20代 女性) 【さん(40代 女性) Tさん(60代 男性) Nさん(60代 女性) Rさん(40代 女性)

1属性

■
居住地 稲城市 国立市 八王子市 狛江市 小平市

職業 パート・アルバイト 自営業=Webマ ガジン運営 無職 自営業;フ リーのライター その他=幼稚園の先生

普段の取り組み
や興味関心

取り組み:青少年育成関連の活動をし
ていた
興味関心;環境というより、そのまちや
地域らしさ。東京の西側の農業

取り組み:地元情報をビジネスの手法
で発信
興味関心=子育て、農業、観光

取り組み:八王子市内での市民活動
興味関心=子育て

取り組み:狛 江ではないが地域活動を
していた
興味関心=環 境、まちづくり、農業

取り組み:小平市内での市民活動
興味関心:環境

皿,参加の
きっか1ナ

経験回数(特集) 3回(稲 城、つながる、はたらく) 1回(国 立) 4回(は たらく、つながる、つくる、そだて 2回(狛 江、つながる) 1回(小 平)

参加方法

{7)その他
市役所の方から紹介された。
最初はお手伝い要員だったか、途中
から深く関わるようになった。

㈱市の広報を見た (1}友人・家族に奨められた
市民リポーター経験者のYさんから誘
われたため。

〔1)友人 ・家族に奨められた
狛江市はたましんの支店がなかった
ので、市民リポーターの募集が困難で

あったらしい。

ω友人・家族に奨められた
⑤たまら・びの読者であった

参加目的

{5旧的は特になく、気軽な気持ちで参
加した
地元が好きで、面白そうと思った。
発信する場所をもらえると思った。

②新しい人との出会いや交流ができる
と思ったから
③(自分の住んでいる)地域をもっと
知ってほしいと思ったから
㈲雑誌づくりに参加したいと思ったか
ら

(1}(自分の住んでいる)地域をもっと知
ることができると思ったから
②新しい人との出会いや交流ができる
と思ったから
2010年 に多摩地域に引っ越してきた
ので、もっと地域を知りたい、つながり

をもちたいと思っていたため。

⑥その他
友人に頼まれたので

③(自 分の住んでいる)地域をもっと
知ってほしいと思ったから
8年 間地域で活動をしてきており、そ
の活動を知ってほしいと思ったから。

再度参加目的

⑥その他
A祐 っと外剣を児てみたい,多摩地域

一

β♪r刀伯分の住んでいる,増域をもっと⑥その他
けやき出版の担当者に頼まれたので 一知ることができると,蟹ったから

を見たいと憩ったから。 ②新しいλとの出会いや交流ができる
と想ったから

皿経験後
の変化

意識の変化

{1馳域をよく知ることができた、もっと
好きになった
(2}新しい発見、再発見があった
③何かに取り組みたいと思った
⑤さらに深く地域を知りたいと思った
⑥自己実現につながった

②新しい発見、再発見があった
㈱地域に役立つことをしようと思った
⑤さらに深く地域を知りたいと思った
⑥自己実現につながった

{1}地域をよく知ることができた、もっと
好きになった
②新しい発見、再発見があった
(3}何かに取り組みたいと思った
㈲地域に役立つことをしようと思った
⑤さらに深く地域を知りたいと思った⑥自
己実現につながった

〔2噺しい発見、再発見があった
0♪今まで狛江のことを知らなかった

(1〕地域をよく知ることができた、もっと
好きになった
②新しい発見、再発見があった
③何かに取り組みたいと思った
㈲地域に役立つことをしようと思った
(5}さらに深く地域を知りたいと思った⑥自
己実現につながった

カf、地域1ご面白ひところがあること'ご

並愛着がわ
いてきた。

行動の変化 {わ取材先または市民リポーター同士
でつながりを持つことができた
{2噺しくボランティアや市民活動を始
めた・参加した
③地域で仕事を始めた

〔1)取材先または市民リポーター同士
でつながりを持つことができた
②新しくボランティアや市民活動を始
めた・参加した
③地域で仕事を始めた

(1}取材先または市民リポーター同士
でつながりを持つことができた

〔1)取材先または市民リポーター同士
でつながりを持つことができた
②新しくボランティアや市民活動を始
めた・参加した

ω取材先または市民リポーター同士
でつながりを持つことができた

変化の要因 {1肺民リポーター同士で地域の良さや
課題について議論したこと
②取材先の方との出会いや交流
{3)幅広い世代の方との交流
㈱異なる業種の人との交流
⑤異なる居住地域の方との交流
特に{2×5)立川で仕事をするきっかけと
なった。
ωテーマ得菓1こなヲ、多摩増域でのつ

ω市民リポーター同士で地域の良さや
課題について議論したこと
②取材先の方との出会いや交流
③幅広い世代の方との交流
㈲異なる業種の人との交流

(1}市民リポーター同士で地域の良さや
課題について議論したこと
②取材先の方との出会いや交流
(3}幅広い世代の方との交流
㈲異なる業種の人との交流
{5}異なる居住地域の方との交流
特に(3}の世代間を超えた交流の場は
普段なかなかないので、印象に残って
いる。世代間を超えた考え方と関わる
ことで、考え方に幅を持つことができ
た。

②取材先の方との出会いや交流
今まで自分が行ったことのないところ
に取材を通していくことができた。

〔1〕市民リポーター同士で地域の良さや
課題について議論したこと
②取材先の方との出会いや交流
③幅広い世代の方との交流
(4}異なる業種の人との交流
最初は自分の活動を知ってほしいと
思って参加したが、人とのつながりが
できたのが意外だった。

ながりが増え、物事を考えるよう1こなっ
亙

具体的なエピ
ソード

ρ♪今までな溜城でのつながヲが多かっプロガーさんの特集をやり、その後も
つながりがある。

2011年9月 にθ勘σθboo歯勉強会を立 ち

〃肪 の葎を超えた知ヲ合いができた。取材先の人と今でもつながりがある。

ρ今までば地域1こ冒を向げτいなかっ

紛入とのつながケ1こより、自分の活動
た。楯城での活動な1知ってひると思2 八王子のなかの狭い範囲で活動をし

ているので、八王子での活動が多い
分、その地域での関わりが多くなって
しまう。左まらびで広い地域の入と知ヲ

1こ幅「を痔たぜること、発信ロが広が2
τいたが、今まで知らなかった活動や た気がずる。
入がいることが分かった。稲城は閉鎖 たが、狛江の増域をテーマ1こエッセイ

役所の人が最初の方は参加していた
ので、役所と近づけるきっかけになっ
たと思う。

①もともと話を聞いてみたかった武蔵
野美術大学のSさんへ取材することが
できた。θそれがきっかげとなヴ、Sさ

的な地域で、ニュータウンと古くからの
地域が一緒にある。いままで関わる機
会がなかった。

稲城特集で出会った市民リポーターと
今でも交流がある。

ε)今までば地域に拠点を置かずに働

上ゲたことにより、さら'こつながりが深 を書ぐよう1こなった。将来の活動を考
まった。そのとき実際に顔を合わせる
場の必要性を感じ、ワークショップなど

合えたのな捜かった。 えるきっかけとなった。

のたまらびで知ワ合った市戻ワポー取材先の講座に参加した。を行ラハッピーマーケットを企画した。
ター7さんと拍Στのポータルサイトを立盤男i霧鑑窪禦灘 壽鰹

いる。 ん力欄わった峡画の±映と講演会を
き、増域活動ぱ趣味的にやっτいた 小平で企画することとなった。
が.取材先の方と出会い、地域で働≦

②脚小平市で活動をしτいるτさんとということを考えるよう仁なヲ、多摩地
域で働ぐよう1ごなった。 出会い、助戎金獲得のための推薦を
取材先の東京にしがわ大学の授業に
参加している。

しτぐれたことで、シンポジウムを謂催
ずることが できた。
また、Tさんの企画する講座にも参加
した。

1V.たまら・
びの評価

多摩信用金庫が
企画していること
に関して

胡 イメージアツプ、信用度アップ、地域 ω完戎按露会でば、晋段な1なかなか 09信用金庫の直接的な顧客の爾拓で 狛江市にはたましんの支店がなかっ
たので、たまらびを通してたましんの
存在を知った。

P浅 店がない増域でこのような取ヲ組

好評価している。
に何かを還元、増域に密者しτいる感 あラことのできない、地元の社長さん ば1なぐ、イメージアップにつながる。
じ。たましんを身近'こ感じるようになっ やオーナーさん、商工会の凶に出会え

信用金庫がいかに地域で生き残る
か。地域密着、営業戦略としてよい。

腿

創信用.ネームバワユーがあケ.年醒

亙

信頼・信用があるので取材を引き受け
てくれる。

みを行うのば偉いと想う。
の入ば侍'こ安心感を感じるのでば。

σたましんがやっている感がないのが
Sノたましんの入が来て.実際仁頗を出 魁
しτいる。公のるのを作るという意識、

気が引き紐まる感じ。

日 多々摩地域全体を見ているけやき
出版やたましんが入ることで、たまら
びが地域内で完結しないための外向
けに伝える形をコントロールできてい
る気がする。

市の特集では7フたましんが入ることに
よヲ、参加者局士が対等な闘係仁な
垂

たまら・びの存在 の何)かやりたい入、始めたい入には 大手の地域情報誌では取り上げられ
ないような地元の情報を取り上げるこ
とができる。

aク多摩エワアを見ることができる。

房多摩増域γこたまらびがあること、23 単なる地域情報誌ではなく、取材され
て人や関わった人が頑張ろうと思え
る、やりがいを感じることができる雑誌
だと思う。

幻これまで衡わヴのなかった入と右出
勉増域仁足をのばすきっかけとなる。. 区外を一つのエワアとしτみることが 会うことができ、4呼の面白い活動竺

呂リこれまでは、哲κや地域を越えた
墨 入をしることが できる場だと,尿ラ。

"た だの地域情報誌ではな《これまつながる場があまりなかったので、た
まらびばつながるための基盤となる。 きっカVナ1ご入」がつな」がることを意図し
知名度がある。, τいる、出発点になる。

稲城特集では、ディスカッション形式で
はなかったので、意見が反映されにく

いと感じた。
テーマ特集では、ディスカッション形式
になり、リポーター同士で議論できるよ
うになった。
地域の重鎮がいて、その人のことを気
にしながらの発言になってしまいがち。

直接お店ではなく地域を元気にするこ
とが面白い。

∂市房と市役所の垣根を低ぐするため
1こ、市役所の膨貞が敢材'こ局行する
など、一猪仁参加ずる礎会があれば
いい。

V再 度参
加・推奨

再度参加の意向 一 ぜひ参加したい ぜひ参加したい 参加しても良い 一

推奨の経験 奨めたことがある 奨めたことがある 奨めたことがある 奨めたことはない 奨めたことはない
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(1)市民 リポーターの実態 および 「たま ら ・び」の評価か らみた効果 と可能性

・地域 に 目を向けるきっか けの場

市民 リポーター を経験す るまで地域 で活動 をしていなかったNさ んは 「今まで狛江

の ことを知 らなかったが、地域 に面 白い ところがあることに気づいた表5.5下 線C」

とい うように、市民 リポー ターの経験が、地域 に 目を向けるきっかけ となっていた こ

とがわかった。また、これ まで地域 に根付いた活動 を していた他4名 に関 しても、「地

域 をよく知 ることができた」 「新 しい発見、再発 見があった」 「何かに取 り組 みたい と

思った」な ど、何 か しらの発 見があ り、地域 によ り積極的 に関与 してい くきっかけ と

なっていることがわかった。

このよ うに、「たま ら ・び」の市民 リポーター制度 は、地域に 目を向けるきっかけの

場 となっている とい える。

・出会 いお よびつなが りの場

「これ まで稲城 でのつなが りが多かったが、今まで知 らなかった活動や人がいるこ

とがわかった(Aさ ん)表5.5下 線D」 をは じめ、市民 リポーターの経験 を通 してつ

なが りを持つ ことができた とい う回答 が多 くみ られた。 「たま ら ・び」についての評価

には、「これまで関わ りのなかった人 とも出会 うことができ、小平 の面 白い活動や人 を

知 ることができる場だ と思 う(Rさ ん)表5.5下 線X」 「これまでは、世代や地域 を越

えたつ なが る場 があま りなかったので、たま ら ・び はつながるための基盤 となる。(A

さん)表5.5線W」 とい う答 えがみ られた。

したがって、「たま ら ・び」の市民 リポー ター制度 は、世代や業種、活動分野 ・地域

を超 えた人たちが出会 い、っなが りが うまれ る場 となってい るといえる。

さらに、つなが りが生まれ るだけではな く、それを契機 として 自らの活動に結びつ

けていたことがわかった。

具体的には 「取材先の方 と出会い、地域 で働 くとい うことを考えるよ うにな り、多

摩地域 で働 くよ うになった。(Aさ ん)表5.5下 線E」 「地元情報 を掲載す るWebマ ガ

ジンを立 ち上げた。(1さ ん)表5.5下 線F、G」 「狛江の地域 をテーマにエ ッセイ を書

くよ うになった。たま ら ・びで知 り合 った市民 リポータ・-Tさ ん とポー タルサイ トを
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立ち上げた。(Nさ ん)表5.5下 線1、J」 「人 とのっなが りによ り自分の活動 に幅 を持

たせ るこ と、さらに活動の発信 口が広 がった。取材先のSさ ん と講演会 の開催 、「たま

ら ・び」で知 り合 ったTさ んの協力の もとシンポジウムの開催す ることがで きた。(R

さん)表5.5下 線K、L、M」 とい う回答が あった。

したがって、市民 リポー ターは出会いやつ なが りを通 して、 自分 の活動 を展 開 させ

てお り、地域活動の新 しい萌芽 が どん どん生まれてい ることがわかった。

以上か ら、「たま ら ・び」の市民 リポー ター制度は、これまで地域 に目を向けていな

かった市民 には地域 に 目を向けるきっかけの場 を、 これ まで地域活動 に取 り組 んでい

た市民に関 しては、参加者同士がっなが ることで さらに活動 を発展 させ る、あるい は

新 しい活動を生み 出し うる場を提供 してい ることが分かった。

(2)多摩信用金庫の役割

・信用や公平性

「信用 、ネームバ リューがあ り、年配の人 は特に安心感 を感 じるのでは。公 のもの

をつ くる とい う意識。たま しんが入 ることによ り、参加者 同士が対等な関係 にな る。(A

さん)表5.5下 線R、S、T」 とい う回答か ら、多摩信用金庫は信用力や公平性 を有 し

ている と考え られ る。

また、「完成披露会では、普段 はなかなかあ うこ とのできない、地元の社長 さんやオ

ーナー さん、商工会の人 に出会 えた。(1さ ん)表5.5下 線U」 「市民 と市役所の垣根 を

低 くす るために、市役所の職員 が取材に同行す るな ど、一緒 に参加す る機 会があれ ば

いい。(Rさ ん)表5.5下 線Z」 とい う回答にあるよ うに、行政 とは異なる多摩信用金

庫の持つネ ッ トワー クを生か した人集 めを期待 されている と言える。

・広域性

「たま ら ・び」の地域 を横 断 したテーマ特集 に参加 した市民 リポー ターか らは、「テ

ーマ特集 にな り、多摩地域 でのつなが りが増 え、物事 を考えるよ うになった。(Aさ ん)

表5.5下 線c」 「八王子 のなかの狭い範 囲で活動 を しているので、たま ら ・びで広い地

域の人 と知 り合 えたのは良かった。多摩 地域 にたま ら ・びが あること、23区 外 を一
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つのエ リア としてみ ることができる。(Tさ ん)表5.5下 線 且、b」 とい う回答を得 ら

れた ことか ら、多摩信用金庫は行政 区を超 えたつなが りの場 を提供 してい ると言 える。

ただ、本イ ンタビュー対象者 に関 しては、行政 区を超 えたつなが りか ら新 たな活動

を生み出すまでには至っていないことが分かった。一方、地域特集 に参加 した1さ ん、

Nさ ん、Rさ んの3名 は、各地域内でのつなが りを生か して新 たな活動 に発展 させて

いた ことか ら、多摩広域で活動 を生み出す にはハー ドル が高い と考 え られ る。

以上か ら、多摩信用金庫は信用 ・公平性、行政 とは異なるネ ッ トワークを生か した

役割 を期待 され てい ることがわかった。 また、行政 区を超 えた多摩広域 のっ なが りの

場を提供す ること以上に、各地域 内でのつなが りを深め、新たな活動 を生み 出す場 を、

広域性 を生か して多摩 の各地域 につ くることができる、 とい う役割 を果た しているこ

とが分 かった。

5-45章 の ま とめ

本章では、市民 ・市民組織 が作成のプ ロセ スに関わ る地域情報誌 「たま ら ・び」の

市民 リポー ター制度 に着 目し、編集会議 への参画、5名 の市民 リポー ターへのイ ンタ

ビュー調査 を行 った。その結果 、市民 リポーター制度 は これまで地域 に 目を向けてい

なかった市民には地域 に 目を向けるきっかけの場 を、地域活動に取 り組んでいた市民

に関 しては、参加者 同士がつながることで さらに活動 を発展 させ る、 あるいは新 しい

活動を生み 出す場を提供 しているこ とがわかった。また、多摩信用金庫は行政 とは異

な るネ ッ トワー クや広域性 を生か して、多摩 の各地域 に新たな活動 を生み出す場 をつ

くる役割 を果 た していることが分かった。

吉村(2010)は 、市民のまちへの想い ・愛着 を育んでい くこと、そ して関心 ・想い

が活動へ結びついてい くことがまちづ くりの苗床 とな り、新 しい活動 を生み 出す こと

が期待 され る場づ く りの重要性 を指摘 してい る。多摩信用金庫が提供 している 「市民

リポーター制度」 も同様 に、新 たなまちづ くり活動のつなが りや活動が展 開す る場 で

あると言 ってよい。 地域情報誌 「たま ら ・び」の編集 に関わ る市民 リポーターは、毎

号20名 程度 であるが、多摩信用金庫は意欲のある市民を とりこむ場 を提供す ることで、

まちづ くりの担い手 を育成す ることができる。
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結論



第6章 結論

6-1各 章 の ま とめ

第2章 では、全国の信用金庫 の地域に対す る取 り組 みの動向 を把握す るために、全

国信用金庫協会 「社会貢献賞」を受賞 した信用金庫の取 り組み、金融庁の地域密着型

金融の取 り組み に関す るホームページ及び記事等 の レビュー を行 った。

調査 より、信 用金庫 は単な る金融面での支援や地域貢献だ けではな く地域の課題 に

対応 した業務や、まちづ くり及び観光な どの取 り組 みまで幅 を広げてい ることがわか

った。 さらに、上記2っ に取 り上 げ られている174の 信用金庫の うち、積極 的に地

域活動創造支援 業務 に取 り組 む74事 例を取 り上げ、地域活動 を生み 出す支援 プロセ

スにつ いて よ り詳細に調べた。

その結果 、預金積金量や職員数 の規模 に関わ らず、信用金庫は地域活性化や地域貢献

を専門 とす る部署を有 してお り、地域活動創造支援 業務 に取 り組 んでい ることがわか

った。 さらに、地域活動 を生み出す支援 プ ロセスか らみた信用金庫 の地域活動創造支

援業務 は、創 業に対す る資金 的な支援だけではない、市民 に対 して創業や市民活動 を

始め るきっか けの場 を設 けていた。またその前段階 として、創 業や地域活動を生み 出

す ことに直接結びつかないが、市民 に対 して地域や地域活動 に興味 ・関心 を持 って も

らうための啓発 にあたる、観 光や まちづ くりにも取 り組 んでい ることがわかった。特

に、多摩信用金庫 は他の信用金庫 と比べて多様な地域活動創 造支援業務 に取 り組んで

お り、地域の潜在能力 の掘 り起 こすために支援 の幅 を広 げてい ることが分 かった。

第3章 か ら5章 にかけては先進事例 として多摩信 用金庫 に着 目し、各業務 の詳細及

び効果 をイ ンタ ビュー調査等か ら明 らかに した。

第3章 では、多摩信用金庫 が地域活動創造支援業務 に取 り組む よ うになった動機 と

その要 因を明 らかにす るた めに、「価値創 造事業部」の業務展開を、地域活動 を生み 出

す支援 プロセス及び業務 内容 に着 目して整理 をした。「萌芽段 階」「初動段階」 「実現段

階」 とい うよ うな地域活動 を生み 出す支援 プロセスの3段 階 に関 しては早い段 階へ、

業務 目的に関 しては ビジネスだけではないまちづ く りの分野までに業務 を展開 して き
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た。 こ うした取 り組みの動きには、地域に対す る多摩信用金庫の存在 の希薄に よる危

機感や合併 に伴 う組織変革が影響 を与 えていた こ とが分 かった。 また、業務運営 の際

に連携 してい る外部組織 に着 目す る と、多摩信用金庫 は地元企業だけではな く行政や

市民または市民組織等 との連携 を強めてきた ことがわかった。

そ こで、4章 では行政 との連携、5章 では市民 ・市民組織 と連携 した各業務 の仕組

みや特徴及び多摩信用金庫の役割 について調査 した。

第4章 では、多摩信用金庫 と行政が連携 して取 り組 む業務の うち、地方 自治体 と連

携 した 「創業支援 」の方法について、4つ の市役所へのイ ンタビュー調査 を行 った。

多摩信用金庫は市役所 と連携す るこ とに よりアイデア段階の創 業希望者 と会 う機会 を

多 く得 るこ と、また市町村毎に抱 える課題 が異な るので、多摩信用金庫は 自治体 の得

意でない金融面や 専門的なサポー ト、取引先や地元事業者 とのネ ッ トワー クの部分の

補完や 、広域性 を生か してそれ に応 じた支援内容 ・方法を とっていることが分かった。

第5章 では、市民 ・市民組織 が作成のプ ロセスに関わる地域情報誌 「たま ら ・び」

の市民 リポー ター制度 に着 目し、編集 会議へ の参画、5名 の市民 リポー ターへのイ ン

タビュー調査 を行 った。その結果、市民 リポー ター制度 はこれまで地域 に 目を向けて

いなかった市民には地域 に 目を向けるきっかけの場を、地域活動に取 り組んでいた市

民に関 しては、参加者 同士がつなが ることで さらに活動 を発展 させ る、 あるいは新 し

い活動 を生み出す場 を提供 していることがわか った。 また、多摩信用金庫は行政 とは

異な るネ ッ トワークや広域性 を生か して、多摩の各地域 に新たな活動 を生み出す場 を

つ くる役割を果 た していることが分かった。

6-2考 察 と信用金庫がまちづ くりに果たす役割 と可能性

最後 に、3～5章 の先進事例 の調査で明 らか になった ことを総括 し、地域活動創造

の面で信用金庫がまちづ くりに果たす役割 と可能性 について論 じたあ とで、まちづ く

り活動 に意欲 を示 している信用金庫の業務展開に提言をす る。
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6-2-1考 察

3～5章 よ り、多摩信用金庫 は地域活動 を生み出す業務展開に至るにあた り、信用

金庫の理念や設 立経緯 に立 ち返 り、行政 との連携 を強めるこ とで地域活動 を生み 出す

支援 プ ロセスに関 しては早い段 階へ、市民また は市民組織 を巻 き込んだま ちづ くりの

担い手発掘 ・育成 の分野まで業務 を展開 してきた ことがわか った。 このよ うに、多摩

信用金庫 は市民活動や コ ミュニティ形成 の支援、観 光や地域 を楽 しむた めの取 り組み

な ど、まちづ く りの分野まで幅広い取 り組 みをす ることで、 ゆくゆ くは事業化 につな

が ることを期待 した種 をまいているこ とがわか った。 実際 に、5章 で扱 った市民 リポ

ー ター制度の よ うな市民の コミュニテ ィ形成 を意図 した取 り組みでは
、市民が活動や

事業を立 ち上げたな どの効果が出て きていた。

先進事例であ る多摩信用金庫 の調査か らわか った ことをま とめ ると、信用金庫が地

域活動 を生み出す ことを業務 とす ることへの展開には、(1)業務展開に至 る経緯や動機 、

(2)業務運営の際の行政や市民 ・市民団体 との関係が重要であることがわかった。

上記2つ の観 点か ら、2章 で取 り上げた信用金庫の地域活動創造支援業務 について

の考察 を行った。

(1)業務展開に至 る経緯や動機

2章 で取 り上 げた、積極的に地域活動創造支援業務に取 り組む74の 信用金庫の うち、

その半数近 くにあた る30の 信用金庫 が、預金積金量や職員数の規模 に関わ らず地域活

性化や地域貢献を専門 とす る部署 を有 しているこ とが分 かった。 一方、3章 では、多

摩信用金庫が地域活動 を生み出す支援の方 向に業務を展 開 したきっかけのひ とつ に、

合併に伴い法人 ・個人 ・地域 の課題解決 に取 り組む 「「価値創造事業部」を創設 したこ

とがわかった。

したがって、組織の面か ら考察す ると、他の信用金庫 も支援 の対象 を法人だ けではな

く、地域 に 目を向けていこ うとす る動 きがあると言 える。

また、多摩信 用金庫 は地域活動 を生み出す支援の方 向に業務 を展 開す るにあた り、

近年 の多摩地域の事業所や人 口の減少、地方公共団体の財政な どを受 けて、 これ まで

通 りの取 り組みでは通用 しない とい う危機感や地方公共 団体 に対す る支援のあ り方 を
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問い直 してい る。 こ うい った地域 の情勢の変化 は、程度 の差はあれ 、 どの地域 にも言

えることである。関 ら(2008)が 、「信用金庫 は協 同組織金融機 関であ ることか ら、地

域の 自立 と豊か さを導 き出せ る金融機 関である」 と指摘す るよ うに、今後の信用金庫

が向か うべ き方向は、信用金庫 の原点に立ち返 って、地域 に必要 とされ る業務 を展開

してい くことであろ う。

(2)業務運営の際の行政や市民 ・市民団体 との関係

2章 で取 り上げた、積極的に地域活動創造支援業務 に取 り組む信用金庫の中には、

すでに行政 と連携 した支援や観光 ・ま ちづ くりの取 り組みがみ られ たこ とか ら、地域

活動を生み 出す ことを業務 とす る展開の萌芽がみ られた。ただ し、多 くの信用金庫の

行政 と連携 した取 り組みは、既存企業の経営課題の解決や ビジネスマ ッチ ングの取 り

組みが多い。観 光 ・まちづ く りに関 して も、各地域で取 り組まれてい る観 光や まちづ

くりのプロジェク トへ 「参画」す るとい う形態が多かった。

したがって、4、5章 で論 じた多摩信用金庫の取 り組む よ うな、アイデア段 階での

創 業支援 、信用金庫 が 自ら市民を とりこむ場 の提供や 、市民 レベル の取 り組 みは数少

ない と言 える。

6-2-2信 用金庫がまちづ くりに果たす役割 と可能性

前述 の内容 を踏 まえ、まちづ くり活動に意欲 を示 してい る信用金庫 の業務展 開に提

言を した。

2章 で扱 った信用金庫の 中には、すでに行政 と連携 した業務や観光 ・ま ちづ くりに

参画す る取 り組 みがみ られ ることか ら、地域活動 を生み出す ことを業務 とす る展 開の

萌芽がみ られた。 ただ し、多 くの信用金庫 の行政 と連携 した取 り組み は、既存企業の

経営課題 の解決や ビジネスマ ッチングの取 り組みが多い。観光 ・まちづ くりに関 して

も、各地域で取 り組 まれてい る観光やまちづ くりのプ ロジェク トへ 「参画」す る とい

う形態 が多かった。 したがって、4、5章 で論 じた多摩信用金庫の取 り組む よ うな、

アイデア段階での創業支援、信用金庫が 自ら市民 をと りこむ場の提供や、市民 レベル

の取 り組みは数少ない と言 える。
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今後 、まちづ く り活動 に意欲 を示 している信用金庫 が、創 業に対す る資金的な支援

だ けではない、アイデア段階での支援へ と手 を伸ば して取 り組むためには、行政が不

得意 とす る部分 の補完や広域性 を生か した連携 をす ることが示唆 された。具体的 には、

4章 で明 らか となった多摩信用金庫の地方 自治体 と連携 した創 業支援 の取 り組み を参

照 しつつ 、行政が不得意 とす る金融面や専門的なサポー ト、取引先や地元事業者 との

ネ ッ トワー クの部分の補完や、広域性 を生か した連携に取 り組 む ことである。

また、これまで事業者 と顔 の見 える関係 を作 ってきた信用金庫だが、 さらに裾野 を

広げて、 ビジネスだけではない地域活動を生み 出す支援 に取 り組 むためには、市民 と

顔が見える関係 を作 ってい くべきこ とが示唆 された。例 えば、5章 で扱 った多摩信用

金庫の市民 リポーター制度な ど、職員数 をかけずに取 り組む ことができるものを工夫

す ることで、少人数 であって も意欲のあ る市民 を とりこむ場 を提供 し、ま ちづ くりの

担い手 として組織化、 さらに発展 して創業す る可能性がある。

以上のよ うに、まちづ くり活動 に意欲 を示 してい る信用金庫であれ ば、市民活動や

コ ミュニテ ィ形成 の支援な ど、まちづ く りの分野まで幅広 く種 をま くこ とで、それぞ

れが組織化、創業な どの流れにのって事業化 してい く可能性が期待できる(図6.0)。
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図6.0信 用金庫の地域活動を生み出す支援への業務展開
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6-3今 後の研究課題

最後 に、本研究 に対す る今後 の研究課題 について述べる。

本研究 は先進 的である多摩信用金庫に関 して深 く調査す ることで、信用金庫 が取 り

組むべき地域活動を生み出す支援業務について論 じた。2章 で示 したよ うに、全 国に

は268の 信用金庫が存在 し(金 融庁:平 成25年11月5日 現在)、 それぞれの信用金

庫が地域活動 を生み出す支援 に取 り組 んできている。

したがって、今後 はもっと調査事例 を増や し、信 用金庫の預金積金量規模や地域性

にも着 目した調査 をす る必要がある。
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注釈)



注釈)

注1)デ ィスクロージャー誌 とは、銀行法第21条 を準用 とす るとした信用金庫法第

89条 によって、資料 を作成 ・公表 しなけれ ばな らない。銀行法第21条 には、

「銀行 は、事業年度 ごとに、業務及び財産の状況 に関す る事項 として令で定 め

るもの を記載 した当該事業年度 の中間事業年度 に係 る説 明書類及 び 当該事業

年度に係 る説 明書類 を作成 し、 当該銀行の営業所に備 え置き,公 衆の縦覧 に供

しなけれ ばな らない。」 と規定 している(谷 地2012)。

注2)信 用金庫 は平成15年 以降2次 、4年 にわた り地域密着型金融の取組みを行 っ

てきた。これ を受け、平成19年4月 金融審議会金融分科会第二部会 か ら「報告

書」が出 され、地域密着型金融は引き続 き取組 みを進 めてい くべき との結論が

出され たことによ り、恒久的な枠組みで推進す るこ ととなっている。

注3)ク レジ ッ ト・ス コア リング とは、 「スコア リングシステ ム」 とも呼ばれ、統計

的モデル に基づいて、個人または企業の信用度を点数化(ス コア リング化)し 、

与信 可否 を迅速 かつ 中立的 に判断す るシステムのこ とをい う。 これは、近年の

IT技 術の発展 によ り、財務データ等 をべ一スにす る信用 リスクの数値化が可能

にな り、業務にお けるコス トの削減や効率化な どで役立ってい る。(参考URL:

http:〃www.ifinance.ne.jp/glossary/creditcard/cre196.htm1)

注4)金 融庁:平 成25年11,月5日 現在

注5)多 摩信用金庫 まちづ く りグル ープの報告(2011)多 摩信用金庫価値創造事業部

地域支援担当 まちづ くりグループ,2011,多 摩信用金庫の取 り組 み(特 集 民

間の新 たな担 い手 によるまちづ くり),新 都市65(4),p66-70

注6)「 多摩地域の地方 自治体ア ンケー ト調査」は、信金 中央金庫がお こなった地方

公共団体ア ンケー ト調査 「地域経済社会 の現況 と地方公共団体の対応 」の うち、

多摩地域の地方公共団体 について、多摩信用金庫 が独 自にて独 自に取 りま とめ

を行 ったものである。

注7)サ イバーシル クロー ド八王子 は、八王子 商工会議所 と八王子市 の連携に よ り、

地域産業活性化 に取 り組んでいる団体である。

注8)SOHOと は、SmallOffice/HomeOffice(ス モールオ フィス・ホー ムオフィス)、

略 してSOHO(ソ ーホー)と 呼ばれ、 「パ ソコンな どの情報通信機器 を利用 し
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て、小 さなオ フィスや 自宅 な どで ビジネスを行 っている事業者」 といった意味

で使 われ る場合 が多い。

注9)本 気 の創業塾は、起業時に必要な経営 ノウハ ウを学ぶ こ と、起業家ネ ッ トワー

クの構築 を図るこ とを目的 に、今年で9年 目を迎 える人材育成事業であ る。

注10)ビ ジネ スお助 け隊とは、サイバー シル クロー ドの個人会員の 中か ら、企業の

OBや 専 門知識 を持っ方で、自らの経験や知識 を地域産業 の活性化 に役 立てよ

うとい う志のある人々が集 まった団体である。

注11)株 式会社まちづ くり三鷹 とは、平成11年9月 に創設 した三鷹市の第三セ ク

ターである。

注12)コ ワーキングプ ロジェク ト 「ミタカフェ」 とは、地域 の ビジネ スコ ミュニテ

ィの創造 と会員相互の協働 を目的 とした実証実験 の場であ り、当施設の利用 に

よ り新規 ビジネ スの創 出を 目指す 目的で開設 された。

注13)み たか身の丈起業プ ロジェク トは、社会的企業 の創 業お よび人材創出を支援

す るな どの事業 を実施 し、地域社会における事業 と雇用 を加速的に創造す るこ

とを目的 として実施す るプ ロジェク トである。

注14)ビ ジネ スプ ランコンテス トは、新たに起業す る者、既 に起業 し次の成長段階

に向けた具体的な事業計画 を持つ者 を対象 に、プラン発表 の機会 を提供す る事

業である。

注15)調 布市産業振興セ ンター とは、これか ら事業を立 ち上げてい こ うとす る市民

の方々に対 して創 業相談や情報の提供 を行 ってい く創 業者支援 の拠点である。

注16)ビ ジネ スス クエ ア多摩 とは、多摩市創業支援事業 の中心的な拠 点である。

注17)ス テークホル ダー とは、企業 ・行政 ・NPO等 の利 害 と行動に直接 ・間接的

な利 害関係 を有す る者 を指す。
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【 図表 リス ト 】

第1章 序論

表1.0信 用金庫、信用組合、銀行 との違いの整理

図1.0本 論文 の構成

第2章 全国の信用金庫の取 り組む地域活動創造支援業務の現況

表2.0全 国信用金庫協会 「社会貢献賞」受賞部 門

表2.1第15、16回 全 国信用金庫協会 「社会貢献賞」を受賞 した取 り組 み

表2.2「 地域活性化 しんきん運動 ・優秀賞」を受賞 した信用金庫 の取 り組み

図2.0地 域活動 を生み 出すための支援 プロセスの3段 階

表2.3地 域活動 を生み 出す支援 プロセスか らみた全 国の信用金庫の地域活動創造支

援業務 の整理

図2.1地 域活動を生み出す支援のプロセスからみた全国の信用金庫の地域活動創造支援業務

表2.4本 研究 で対象 とした信用金庫の うち、地域活 性化や地域貢献 を専門 とす る部署

の一覧

表2.55つ の信用金庫 の地域活動創 造支援業務 と地域性

第3章 多摩信用金庫の地域活動創造支援業務の取 り組みの解 明

表3.0多 摩信用金庫 の沿革

表3.1多 摩信用金庫 の現況

図3.0多 摩信用金庫 の営業エ リア

図3.1価 値創造事業部 の組織体制

表3.2価 値創造事業部 の組織変遷

図3.2多 摩信用金庫 の業務展 開 と業務 に至 る動機及びその要因

図3.3多 摩信用金庫 の業務展 開(～2003年)

図3.4多 摩信用金庫 の業務展 開(2004～2006)

図3.5多 摩信用金庫 の業務展 開(2007～2009)

図3.6多 摩信用金庫 の業務展 開(2010～2013)

表3.3多 摩信用金庫 の地域活動創造支援業務の整理
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第4章 行政 と連携 した創業支援の運営の特徴 と役割

表4.0行 政 と連携 した多摩信用金庫の取 り組 み

図4.0多 摩地域の地方 自治体 アンケー ト調査結果(出 典:多 摩信用金庫ホームページ)

表4.1ブ ル ーム ・ミニブルーム交流カフェの開催実績

表4.2自 治体 ご とのブルーム ・ミニブルーム交流カ フェの開催 回数

表4.3八 王子市、三鷹市、調布市、多摩市 と連携 した創業支援 の内容

表4.4八 王子市役所 に対す るイ ンタビュー結果

表4.5三 鷹 市役所に対す るインタビュー結果

図4.1「 ミタカフェ」 の様子(筆 者撮影)

図4.2メ ンバー及び コーデ ィネー ターの紹介(筆 者撮影)

表4.6調 布 市役所に対す るインタビュー結果

表4.7多 摩 市役所に対す るインタビュー結果

図4.3ビ ジネ スス クエ ア多摩 の運営体制

表4.8多 摩信用金庫 の4っ の 自治体 と連携 した創業支援 の取 り組み(ま とめ)

第5章 市民 と連携 した地域情報誌 「たま ら ・び」の市民 リポーター制度の運営方法 と

効果

表5.0多 摩信用金庫 の市民 ・市民組織 を巻 き込んだ地域活動創造支援業務

図5.0地 域情報誌 「たま ら ・び」(出典:「 たま ら ・び」編集部Facebookペ ー ジ)

表5.1地 域情報誌 「たま ら ・び」の運営 目的の変遷

表5.2編 集会議の開催 日の変遷

表5.3「 たま ら ・び」 がで きるまでの流れ

図5.1ト ー クセ ッシ ョンの様子(筆 者撮影)

図5.2編 集会議での議論の成果(筆 者撮影)

表5.4イ ンタ ビュー対象者の属性

表5.5イ ンタ ビュー調査結果

第6章 結論

図6.0信 用金庫の地域活動を生み出す支援への業務展開
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巻末資料



表21第15、16回 全国信用金庫協会「社会貢献賞」を受賞した取り組み

第1回(平 成9年) 第2回(平 成10年) 第3回(平 成11年) 第4回(平 成12年)

会長賞 会長賞 会長賞 会長賞

お笑い研究会活動(大阪府・八光信用金庫) 50年 にわたる地域アマチュア野球支援(東京都・東調布信用金庫) 人にやさしい福祉のまちづくり活動(大阪府・大阪市信用金庫) 地域ふれあい活動(岐阜県・岐阜信用金庫)

Facet・Face賞 Facet・Face賞 Facet・Face賞 Facet・Face賞

郷土誌「多摩の歩み」刊行(東京都・多摩中央信用金庫) 札幌定期公演の全面支援(北海道・稚内信用金庫) 養護施設との交流活動(山形県・鶴岡信用金庫) 中小企業の経営支援活動(東京都 ・朝日信用金庫)

地域活性化イヘント「ペイサイドルネサンス」(大分県・大分みらい信用金庫) 小学生図画・版画展開催(新潟県・高田信用金庫) 能楽の普及と振興活動(広島県・広島信用金庫) 地域活性化イベント「活き粋大分光のひろば」の運営(大分県・大分信用金庫)

奨励賞 奨励賞 奨励賞 奨励賞

青梅マラソン大会のボランティア活動(東京都・青梅信用金庫) 手縫いおむつの寄贈(北海道・旭川信用金庫) 電子マネーによる地域商店街の活性化支援(長野県・赤穂信用金庫) 廃棄物減量 ・リサイクル活動(京都府・京都中央信用金庫)

吹奏楽部社会貢献活動(鹿児島県・鹿児島信用金庫) 「しんきん郷土文庫」刊行(北海道・帯広信用金庫) 痴呆性老人問題への啓蒙(石川県・能登信用金庫) 四万十川短歌・俳句・川柳大会の運営(高知県・幡多信用金庫)

特別賞 特別賞 特別賞 特別賞

ボランティア出向制度(神奈川県・湘南信用金庫〉 水の手橋清掃活動(熊本県・熊本中央信用金庫) ミズバショウの植栽活動(岩手県・北上信用金庫) 有珠山噴火時における地域支援活動(北海道・伊達信用金庫)

ロシアタンカー重油流出事故に係る支援活動(福井県・福井中央信用金庫) 点字カレンダーの贈呈(長野県信用金庫協会〉 おもてなし処の開催(東京都・巣鴨信用金庫) 一店舗一貢献活動(北海道・北見信用金庫)

しんきんバンク370万ピカッと作戦(静岡県信用金庫協会) 親子民話教室の開催(愛知県・一宮信用金庫〉 企業間ビジネスマッチング形成事業(大阪府・摂津信用金庫)

特別賞(個 人) 特別賞(個人) 特別賞(個人) 特別賞(個人)

交通安全活動(岩手県・二戸信用金庫・大道 勇 氏) 地域の青少年健全育成活動(石川県・鶴来信用金庫・小川 重喜 氏) 市民バンド育成への参画(愛知県・蒲郡信用金庫・西浦 稔 氏〉 点字の指導および点訳本の製本(大阪府・十三信用金庫・山本 潤一 氏)

浦安のサンタクロース(東京都・江戸川信用金庫・吉野 輝信 氏) 腹話術による交通安全指導(岡山県・岡山相互信用金庫 ・小谷野 友義 氏) 花いっぱい運動の推進(兵庫県・姫路信用金庫・池内 宏行 氏〉 くれしん笑芸会活動(広島県・呉信用金庫・尾崎 隆志 氏・隅岡 豊 氏〉

手話サークル「わかあゆ会」活動(島根県・日本海信用金庫・水ロ 真里子 氏)

第5回(平 成13年) 第6回(平 成14年) 第7回(平 成15年) 第8回(平 成16年)

会長賞 会長賞 会長賞 会長賞

川崎ジュニァ文化賞(神奈川県・川崎信用金庫) 「石井十次」顕彰活動(宮崎県・高鍋信用金庫) ビシネスコーディネート・ネットワークの構築(東京都・西武信用金庫) 横浜ルネサンス事業(神奈川県・横浜信用金庫)

FacetoFace賞 FacetoFace賞 FacetoFace賞 FacetoFace賞

松明あかし武者行列の保存・継承(福島県・須賀川信用金庫) 森林保護活動「とましんアッペナイの森林」(北海道・苫小牧信用金庫〉 遊行寺薪能への支援(神奈川県・三浦藤沢信用金庫) 岡崎信用金庫資料館(愛知県・岡崎信用金庫)

子供の詩 有本芳水賞(兵庫県・姫路信用金庫〉 ボランティア団体「あすなろ会」支援(大阪府・永和信用金庫〉 たましんキャラリーによる地域文化支援(東京都・多摩中央信用金庫) 「世界の貯金箱博物館」の運営(兵庫県・尼崎信用金庫)

奨励賞 奨励賞 奨励賞 奨励賞

地域の高校生に対するイラスト募集活動(広島県・呉信用金庫〉 あすなろ杯少年サッカー大会(青森県・十和田信用金庫〉 心の灯をともそう会(福島県・二本松信用金庫) とよしんクラシックコンサート(愛知県・豊橋信用金庫)

お年寄りへの昼食宅配(東京都・西京信用金庫) 介護者リフレッシュ旅行(埼玉県・埼玉縣信用金庫) しんきんこども村「サマーツアー」(栃木県・鹿沼相互信用金庫) 広島シンカポール協会の運営(広島県・広島信用金庫)

特別賞 特別賞 特別賞 特別賞

まちづくり会社(TMO)の 設立と中心市街地活性化(山形県・新庄信用金庫) 「白馬の観光一CRMか らの考察一」とガーデニングコンテスト実施(長野県・松本信用金庫) 交通安全のためのカーブミラー等寄贈とその清掃活動(新潟県・三条信用金庫) 環境保護への取り組み(福井県・敦賀信用金庫)

NPOロ ーンの創設(奈良県・奈良中央信用金庫) 40年 にわたる小学生珠算大会の開催(石川県・北陸信用金庫) しずおか「夢」デザインコンテストの企画実施(静岡県・しずおか信用金庫) 老人ホーム慰問活動(香川県・高松信用金庫)

特別賞(個人) 個人賞 個人賞 個人賞

手話ボランティア活動(神奈川県・横浜信用金庫・村田秀雄 氏) ボランティアガイド「まいどさん」(石川県・金沢信用金庫・宮腰 奈美 氏) 秋田に元気を与え続けて20年の音楽活動(秋田県・秋田信用金庫・菅原 浩 氏〉 地域の芸術・文化活動支援(北海道・日高信用金庫・澤谷 英勝 氏)

奇術を通して社会貢献(兵庫県・尼崎信用金庫 ・西村 治雄 氏) 剣道指導を通した青少年の育成(大分県・大分みらい信用金庫・高松 右門 氏) 20年にわたる養護施設訪問などのボランティア活動(東京都・巣鴨信用金庫・西村 匡弘 氏〉 ボランティア清掃活動(大阪府・南大阪(現大阪)信用金庫元職員・今西 健二 氏〉

海南市消防団活動(和歌山県・きのくに信用金庫・藤本 敏弘 氏)

地域再生しんきん運動・優秀賞 地域再生しんきん運動・優秀賞

「リ・スタート支援チーム」活動(北海道・大地みらい信用金庫) だいしん産学連携共創機構(大阪府・大阪信用金庫〉

地域再生と企業再生支援活動(岐阜県・岐阜信用金庫) なら・未来創造基金の創設(奈 良県・奈良中央信用金庫)

第9回(平 成17年) 第10回(平 成18年) 第11回(平 成19年) 第12回(平 成20年)

会長賞 会長賞 会長賞 会長賞

一人暮らし高齢者宅への「一声運動」(福島県・郡山信用金庫) ボランティア派遣制度(大阪府・永和信用金庫) 環境保全への取り組み(石川県・金沢信用金庫) 徹底した「地元優先の運営=地 産地消」の取り組み(熊本県・天草信用全庫)

FacetoFace賞 FacetoFace賞 FacetoFace賞 FacetoFace賞

稚内しんきんスキースクールの運営(北海道・稚内信用金庫) 20年 にわたる地域の美術文化への支援活動(京都府・京都中央信用金庫) ボランティアサークル「ふれあい」の活動(神奈川県・三浦藤沢信用金庫) 函館地区小中学生珠算競技大会(北海道・函館信用全庫)

地域活性化活動～住み良い町づくりを目指して～(岩手県・北上信用金庫) だいしん出前相談(大阪府・大阪信用金庫) 郷土の歴史叢書刊行(山形県・米沢信用全庫)

奨励賞

小中学生書道・絵画コンクール(北海道・留萌信用全庫)

中学生の職場体験学習(大阪府・十三信用全庫)

特別賞 特別賞 特別賞 特別賞

地域住民に対する環境保全活動等の支援(宮城県・気仙沼信用金庫) 70周年記念冊子「いちいエリア70」の発刊(愛知県・いちい信用金庫) サービス介助士、全店ての活動(北海道・大地みらい信用全庫) 環境問題に対する地域金融機関としての取組み(静岡県・静清信用金庫)

「安全・安心の街づくり」に向けた自警活動(東京都・昭和信用金庫) こともたちが安心て安全に暮らせる地域(まち)づくり(大分県・大分みらい信用全庫) 大和川の水質改善に向けた取り組み(奈良県・大和信用金庫) 「おやくそくノート」の作成、配布(社団法人群属県信用全庫協会)

個人賞 個人賞 個人賞 個人賞

腹話術ホランティア活動(秋田県・秋田ふれあい信用全庫・小山 治男 氏) 「スズ虫」寄贈による社会貢献活動(石川県・のと共栄信用金庫・中川 進一 氏) 消防団活動(静岡県・焼津信用金庫・村田 政之 氏) 野球強化指導(山形県・山形信用全庫・広谷 明雄 氏)

青少年の海外派遣、タイへの支援活動(石川県・金沢信用金庫 ・木下 一夫 氏) 手話通訳、手話サークル運営によるボランティア活動(岐阜県・東濃信用金庫・安田 光男 氏) 備後地域に伝わる"二上り踊り"の保存と継承(広島県・しまなみ信用金庫・金藤 和明 氏) アンサンブル・アミーとともに(岐阜県・岐阜信用金庫・原 功 氏)

地域再生しんきん運動・優秀賞 地域活性化しんきん運動・優秀賞 地域活性化しんきん運動・優秀賞 地域活性化しんきん運動・優秀賞

「あいちの地場産業」の発刊(愛知県・岡崎信用金庫) 「地場産業がてきるまて一しずおか特産品解体新書一」の発刊(静岡県・しずおか信用金庫) 小樽市活性化のための共同事業「小樽市の地域活性化への提言」(北海道・小樽信用金庫、北海信用金庫) 美濃焼産地活性化に向けた取り組み(岐阜県・東濃信用金庫)

中信サクセスクラブ大商談会(京都府・京都中央信用金庫) 産学官連携支援活動(大阪府・摂津水都信用金庫) バイオマス利活用による地域活性化、NPO法 人の設立・支援、産学官連携(山形県・新庄信用金庫) ちたしん地域振興支援制度「夢サポート」(愛知県・知多信用金庫)

観光振興による地域再生への取り組み(和歌山県・きのくに信用金庫)

第13回(平 成21年) 第14回(平 成22年) 第15回(平 成23年) 第16回(平 成24年)

会長賞 会長賞 会長賞 会長賞

「郡上市における地域活性化」への取り組み(岐阜県・八幡信用金庫) 地域産業・文化活動等活性化への取り組み(北海道・空知信用金庫) 官民広域連携による地域づくりの取り組み(東京都 ・青梅信用金庫) 西三河ハイスクール・起業家コンテスト(愛知県・西尾信用金庫)

FacetoFace賞 FacetoFace賞 FacetoFace賞 FacetoFace賞

伝統行事「せたがやポロ市」と地域の絆(東京都・世田谷信用金庫) 「お年寄りにやさしい信用全庫」をめざして(和歌山県・きのくに信用金庫) 青少年図書充実基金への支援(新潟県・新井信用金庫) 職場体験学習の実施による地域貢献活動(大阪府・大阪信用金庫)

移動店舗車による山間地ての全融提供(静岡県・磐田信用金庫) 地域共生～「暮らしのあんしんコーナー」(福岡県・遠賀信用金庫) あまちゃん・しんちゃんプロジェクト(兵庫県・尼崎信用金庫) 貿易ミッション「そうしんTOBO会 」(鹿児島県・鹿児島相互信用金庫)

特別賞 特別賞 特別賞 特別賞

認知症サポーター事業への取り組み(北海道・北海信用金庫) 「多摩・武蔵野検定」への取り組み(東京都・多摩信用金庫) 石動山での森づくり活動(石川県・のと共栄信用金庫) 産学官金連携による震災復興支援の取り組み(宮城県・石巻信用金庫)

「安心・安全なまちづくり」への取り組み(兵庫県・神戸信用金庫) 「ホタルの庭」の造園・開放・観賞会(愛知県・いちい信用金庫) 山陰海岸ジオパーク応援による地域貢献(鳥取県・鳥取信用金庫) NPOと の協働による復興支援(宮城県・気仙沼信用金庫)

移動図書館による被災地支援活動(東京都 ・城南信用金庫)

個人賞 個人賞 個人賞 個人賞

グラントソフトボールの発展・普及活動(東京都・城北信用金庫・渡辺 照夫 氏) 地元小学校への吹奏楽指導(岩手県・一関信用金庫・阿部 一夫 氏) 北方四島住民へのロシア語通訳ボランティア(北海道・大地みらい信用金庫・鳥越 基子 氏) 「からくりパズル」の発展・普及活動(神奈川県・さがみ信用金庫 ・石井 健冶 氏)

伝統の佐野柱松復活(和歌山県・新宮信用金庫・瀬古 正 氏) 障がい者スポーツの発展・普及活動(大阪府・十三信用金庫・井垣 六郎 氏) スキーを通しての青少年育成活動(福島県・二本松信用金庫・佐藤 裕之 氏) サッカーによる青少年育成と地域活性化(岐阜県・八幡信用金庫・西村 叡 氏)

ブラインドスキーサポーター活動(東京都・朝日信用金庫 ・檜垣 萌子 氏) 少林寺拳法を通し青少年育成と社会貢献(和歌山県・新宮信用金庫・上平 幸生 氏)

地域活性化しんきん運動 ・優秀賞 地域活性化しんきん運動・優秀賞 地域活性化しんきん運動・優秀賞 地域活性化しんきん運動・優秀賞

「花巻 夢・企業家塾」の取り組み(岩手県・花巻信用金庫) 地域振興としての「まさき村」の創業支援(愛媛県・愛媛信用金庫) 協同組合への支援による地域貢献活動(北海道・渡島信用金庫) 中心市街地活性化に伴う社会貢献活動(北海道・苫小牧信用金庫)

取引先企業の販路拡大に向けた取り組み(大阪府・大阪市信用金庫) 川上・川下ビジネスネットワーク事業(兵庫県・(社)兵庫県信用金庫協会) 地域と連携した創業・CB支援(東 京都・多摩信用金庫) とかち酒文化再現プロジェクト(北海道・帯広信用金庫)



表23地 域活動を生み出す支援プロセスからみた全国の信用金庫の地域活動創造支援業務の整理

預金積金量、出資金は億以下を切り捨てした。

基本データ1 地域活動を生み出す支援プロセスの3段 階 1

県別 番号 信用金庫名
本店
所在地

店舗数
預金
積金
(億)

貸出金
(億)
職員数
(人)
組織 ①萌芽段階 ②初動段階 ③実現段階 信用金庫社会貢献賞 地域密着型金融の取り組み

北海道8 1 札幌 札幌市 38 4,575 2,964 338 1曳休ノごつしん氾峨紐鴻置 酬マノγ一」 IW木 ノごつし!V∫巴峨 乖銭倉置 雨里■Zノてメー 」 H21(株)さ っしん地域経済金 融セン

の運営 の運営 ター の設立について

2 空知 岩見沢市 22 2,856 1,190 213 まちかど短信の発刊 公益財団法人空知しんきん産業文化 (第14回 会 長賞)地 域産 業 ・文化活動
振興基金 等活性化への取り組み

3 苫小牧 苫小牧市 27 3,660 2」24 253 食クラスター連携協議体に参画 (第6回F賞)森 林保 護活動 「とましん H21医療体制の見直し提言と貸出条件
CAP(苫 小牧市まちなか再生総合プロジ アッペナイの森林」 の緩和による経営改善支援
エクト)市 民との連携 (第16回地域活性化賞)中心市街地活 H23不採算な関係会社の整理なとによ
「市民サ ロン」と「まちなか交 流館」での 性化に伴う社会貢献活動 る経営改善支援
イベントの実施
包括連携協定締結企業交流会への参
加
「2013食クラ・フェスタ」へ の参加等

4 日高 浦河郡 8 1,099 399 126 ○ 北海道日高振興局と連携した産業振 (第8回個人賞)地域の芸術・文化活動 H20建設業者・建設資材販売業者の農

興、日高地域の活性化に向けた取組 支援(澤谷 英勝 氏) 業への新規参入支援
み
日高観光セミナー

5 小樽 小樽市 15 1,3胴 680 156 「食環プロジェクト」への参 画 (第11回地域活性化賞)小樽市活性化 H23医 療機 関に対するM&Aに よるマッ
小樽信用金庫と北海信用金庫が共同 のための共同事業「小樽市の地域活 チング支援
で進める「小樽市中心市街地活性化検 性化への提言」
討事業
「広報誌たるしん」を年2回発行

6 北海 余市郡 37 4,048 2,347 344 食クラスター連携協議体に参画 (第11回地域活性化賞)小樽市活性化
北海道経済産業局「中小企業支援ネッ のための共同事業「小樽市の地域活
トワークアドバ イザー」を選定 性化への提言」
小樽信用金庫と北海信用金庫が共同 (第13回 特 別賞)認 知症 サポーター事
で進める「小樽市中心市街地活性化検 業への取り組み
討事業」
金庫HPに 北海道 「後志 」「札幌」特産
[b昏[十 ⊥口'日 口昌[

7 帯広 帯広市 33 6,176 2,768 433 ○ 「とかち酒文化 再現プロジェクト」へ参 「十勝農 業ビジョン2016勉 強会 」の開催 (第2回奨励賞)「しんきん郷土文庫」刊 H19産学官・金融連携による農業分野
画 とかちネット、十勝 ソーシャルビジネス 行 への取組み

ネットワークの活用 (第16回地域活性化賞)とかち酒文化 H20不動産担保・保証人に過度に依存
「おびしんふれあい相談室」を主体に創 再現プロジェクト しない融資の取組み
業相談・各種経営相談・事業承継相談 H23農商工・産学官金融連携による新
等に対応 たな産業の創出と関連産業の振興へ

の取組み
H24環 境保 全(GO2排 出量削減)に 関

する地域貢献の取組み

8 大地みらい 根室市 21 2,914 1,332 223 ○ KONSEN魅 力創造 ネットワークを設立 根室産業クラスター創造研究会 根室産業クラスター創造研究会 (第7回 地域 活性化 賞)「リ・スタート支 H20地域力連携拠点事業所による経営
ホームページに地 域の逸品コーナーや 地域みらい創造センターの創設 根室・釧路地域の事業者が行う商品開 援チーム」活動 相談の実施
匠の技等を掲載 発、市場 開拓、ブランド化等 への支援、 (第11回 特別賞)サ ービス介助 士、全店 H20創業支援に関する取組み

また課題解決に向けた専門家派遣 での活動 H21地域力連携拠点を活用した取引先
地域みらい創造センターの創設 (第15回 個 人賞)北 方 四島住民への 口 の課題解決支援
一般財団法人大地みらい基金による シア語通訳ボランティア(鳥越 基子 H23地元企業の海外市場への販路拡
地域貢献活動 氏) 大支援

山形県2 9 米沢 米沢市 14 1136 542 163 ○ 産学全連携横町 産学全連携横町 (第12回F賞)郷土の歴史叢書刊行 H21ヒシネスマッチカタロクを核にした企業支援
創業塾 モデル

10 新庄 新庄市 9 625 383 92 ハイオマスもがみの会 産学全連携横町 コミュニティヒシネスローンやNPOロ ーン (第5回特別賞)まちづくり会社(TMO)の 設立と H20ハイオマス関連事業支援について
やまがた絆の森プロシェクト 産学全連携横町 中心市街地活性化

アグリビジネスマッチンクカタロク (第11回地域活性化賞)バイオマス利活用によ
る地域活性化、NPO法 人の設立・支援、産学
官連携

岩手3 11 盛岡 盛岡市 25 2210 1043 282 観光PR誌 「おてんせみなさん岩手(盛岡)へ」 「もりおか起業ファント」 (第1回個人賞)交通安全活動(二戸信用全庫・ H23環境エネルキー普及事業支援 への取組み
を作製 大道 勇氏) H24ファンドによる起業支援への取組

12 北上 北上市 9 308 102 「西和賀町観光振興コンサルティング検討委員 (第3回特別賞)ミズバショウの植栽活動
会」の立ち上げ (第9回F賞)地域活性化活動～住み良い町つく

りを目指して～

13 花巻 花巻市 9 724 382 112 花巻市と「食農連携フォーラム」の開催 「花巻 夢・企業家塾」 (第13回地域活性化賞)「花巻 夢・企業家塾」 H22「花巻夢・企業家塾」の活 動を通した創業・
の取り組み 新事業支援

宮城1 14 石巻 石巻市 12 1904 662 139 ○ 産学全連携による企業家の育成支援 三陸産業再生ネットワーク連携協定による販路 (第16回特別賞)産学官全連携による震災復興 H23動産担保融資にかかる取組み
支援 支援の取り組み

福島1 15 会津 会津若松市 18 1679 739 191 地域貢献活動助成金交付 会津大学と産学連携協定を締結 H19会津信用全庫の地域貢献活動(地域貢献
活動助成全等)

群篤2 16 アイオー 伊勢崎市 21 2641 1628 313 「中心市街地活性化コンサルティング報告書」を 創業・新規事業の資全ニーズに対応 H21伊勢崎市中心市街地活性化にかかる調査

策定 群属県主催「ぐんまヒジネスプラン発表会」への 事業について
協賛と参加企業の推薦

17 しののめ 富岡市 62 8835 4205 950 世界遺産登録活動を契機とする地域活性化へ 赤れんがローンの推進 田9観光事業と街つくり支援の事例
の取組み 各地区の商工会議所や商工会、中小企業支援 H20世界遺産登録推進運動を契機とする地域
NPO法 人「富岡製糸場を愛する会」の事務局 センター等と情報交換や連携強化を図り、創 活性化応援資金ローンの取組み
運営における積極的な支援 業・新事業支援

埼玉2 18 埼玉縣 熊谷市 96 24344 13370 1983 コラボ産学官埼玉支部の活用による経営サボ (第6回奨励賞)介護者リフレッシュ旅行 H20コラボ産学官による新規事業の支援
一 ト H21医療福祉チームの創設について
さいしん女性創業セミナー開催

19 飯能 飯能市 43 10846 4500 814 O 「まちづくり"飯能"協 議会」 「はんしん地域貢献セミナー」を開催 「地域社会の活性化に繋がる事業」を全融面か H20貸出条件緩和債権に該当しない場合の取
ら支援 扱の拡充に件い、条件緩和の際よりも全利を引
地域貢献資金「CSR」を販売 き下げることにより経営改善の進捗を加速する
「はんしん地域活性化助成全」を創設 ことが可能となった事例

H20市役所、商工会議所、大学との産官学連携

を通した地域活性化への取組み

千葉3 20 千葉 干葉市 49 9537 5329 842 ○ コラボ産学官干葉支部 H20「コラボ産学官干葉支部」の活動を通しての
国の教育研究機関を核に、地域の企業および 地域の中小企業支援活動について
国・地方自治体の連携を推進するネットワーク H21「企業実地診断」を通じた中小企業支援の
を支援する事業 取組みについて
産学官連携による新規事業、ベンチャー企業等
の支援

21 銚子 銚子市 29 4375 1564 432 ○ 銚子市観光振興コンサルティング事業 無担保農業者ローン「みのり」の推進 H20農業者向け融資への取組み
銚子市中心市街地活性化事業の実施
コミュニティトラヘルカイト「銚子人」の発刊に向

けたPR活 動

22 佐原 香取市 16 1952 621 237 地方公共団体や商工会議所、NPO団体が実施 職員の農業経営アトハイザー資格取得促進と 「しんきん食の商談会」や外部機関を活用した H20農業支援を通した地域経済への貢献
する地域活性化プロシェクト(観光誘致イヘント)活用 販路支援
との連携 日本政策全融公庫の農業者向け融資証券化

支援業務の活用
地域活性化資金、復興資金による金融支援

神奈川2 23 横浜 横浜市 61 15352 8576 1264 横浜シェリービーンズ倶楽部～横浜の価値を高 横,兵こみゅにていろ一ん (第5回個人賞)手話ボランティア活動(村田 秀 H20民間コンサルティング企業との業務提携に
める活動 起業家のスタートアップを応援するブラソシュ 雄氏) より製造業の取引先に対する「現場カイセン」支
地域情報誌「横浜ルネサンス」の発行 アップミーティンク (第8回会長賞)横浜ルネサンス事業 援サービスを実施

横浜市市民活動推進基全てある「よこはま夢
フアンド」
コミュニティビシネスに対する無担保融資

24 さかみ 小田原市 38 6479 3004 601 創業支援ローン 「START」 の取扱い (第16回 個 人)「からくりパズル」の発展・普 及活 H20地域活性化事業性ローンの取組み
「地域,舌性化事業性ローンの取組み」 動
「観光関連産業事業者」向け箱根町の利子補

給制度の対象

東京8 25 朝日 台東区 65 1兆7189 8934 1585 「コラホ産学官ファント」を創設 (第1回個人賞)浦安のサンタクロース(江戸川 H20コラボ産学官による新産業の創出支援
信用全庫・吉野輝信 氏)
(第4回F賞)中小企業の経営支援活動
(第15回 個 人賞)ブ ライントスキーサポーター 活
動(檜垣 萌子 氏)

26 東京東 墨田区 68 1兆5496 9012 1501 ○ 「江戸っ子1号」(深海探査機)プロジェクトの推進 すみだ産学官連携クラブを中心とした地域,舌性 地域活性化ローンの推進 H20地域て繋がるしんきんと大学と企業
化への取組み H24産学官連携の推進
首都圏東部地区中小企業応援センターとして
の機能発揮

27 西武 中野区 98 1兆4021 9670 1103 ○ 東京発1物 産・逸品見本市 NPO向 けセミナーやシンポシウムを開催 西武インキュヘーションオフィス (第7回 会長賞)ヒ シネスコーディネート・ネット HlgrTOKYO物 産 ・逸品見本市 」の開催による

西武しんきんキャピタル 地公体・地域経済諸団体との連携強化により、 西武コミュニティローン(コ ミュニティビジネス支 ワークの構築 地域活性化の支援
地域産業・地域経済の活性化を支援 援ローン) H20地域相互扶助融資制度(CCL)を 活用した
保証協会創業アシストプラザとの連携や創業支 地域産業応援資全 ABLの 取組みについて
援セミナー 西武街つくり活動助成金 H20「物産・逸品見本市」の開催による地域活性
西武コミュニティオフィス TAMAフ ァント、商店街 ファント 化支援
東京イノペーションフォーラム わかまち基全 H21「西武事業承継支援センター」を活用した事

業承継支援の取組み

28 城南 品川区 85 3兆4432 1兆9242 2142 ○ 「うめナビ」の発刊 「創業・新事業支援相談窓ロ」を通じて、創業・(第16回特別賞)移動図書館による被災地支援
新事業に関する各種情報を提供 活動
地域再開発ローン
城南商店街活性化ローン

29 東京 豊島区 29 7366 4139 642 ○ 「としまビジネスサポートセンター」との連 携・協 商工会議所(斡旋融資)・中小企業支援セン H21中小企業大学校東京校との産学連携によ
働や、地元自治体等主催イヘントへの参画 ター、板橋区企業活性化センター等の積極的活

用
る経営改善支援について

30 巣鴨 豊島区 43 1兆5941 7888 1239 O おもてなし処の開催 「としまビジネスサポートセンター」との連携 すがも事業創造センターによる相談やヒジネス (第3回特別賞)おもてなし処の開催
プラン作成 (第7回個人賞)20年にわたる養護施設訪問な

とのボランティア活動(西村 匡弘氏)

31 青梅 青梅市 36 7102 3582 670 ○ 美しい多摩川フォーラムへ参画 創業・新分野進出支援として東京都創業融資、(第1回特別賞)青梅マラソン大会のボランティ
多摩・武蔵の検定に協力 埼玉県新事業創出・独立開業融資 ア活動

商工会等と連携し創業・開業を支援 (第15回会長賞)官民広域連携による地域つく
地域活性化ローン」 りの取り組み



32 多摩 立川市 76 2兆3756 1兆157 2232 ○ 多摩らいふ倶楽部 創業・コミュニティビジネス相談会 中小企業の技術課題解決に向けた産学連携事 (第1回F賞)郷土誌「多摩の歩み」刊行(多摩中 H20たましんの地域活性化 ～最近の事例～
広報たまちいきの発行 地方公共団体と連携した創業支援 業 央信用全庫) H22健全な消費者全融市場の形成に向けた取
東京・多摩おみやげプロシェクト 地域内創業塾との連携 創業・コミュニティヒシネス相談会 (第7回F賞)たましんキャラリーによる地域文化 組み
多摩地域スタンプラリーの実施 ブルーム交流カフェ・ミニブルーム交流カフェの インキュヘーション施設の運営 支援(多摩中央信用金庫)
多摩・武蔵野検定への協力 開催 創業支援特別融資「ブルーム」 (第14回特別賞)「多摩・武蔵野検定」への取り
とあるアニメの連絡会 コミュニティビジネスセミナーの開催 NPO事 業支援ローン 組み

多摩GBネットワーク参画 (第15回地域活性化賞)地域と連携した創業・C
B支 援

山梨1 33 山梨 甲府市 33 4087 1844 484 ○ 「森林施業プランナー緊急育成支援」について 山梨しんきん創業支援ローン H21ヒジネスマッチングの場の提供及び販路拡
覚書を締結 新分野進出支援融資 大支援

ニュー ヒジネス保証」 H22地域資源の活性化に向けた取組み

長野2 34 長野 長野市 41 7032 3241 662 しんきんNPOロ ーン、企業創業支援資 金「ルー H21中小企業再生支援協議会との連携による
キーくん」 事業再生について
地元の大学・工業高等専門学校・行政機関等と H22ヒ シネスフェア開催によるビジネスマッチンウ

の連携を推し進め、地域企業の新商品開発や 機会の創出
新分野進出に関する情報仲介の他、資金面に
おける相談等支援活動を展開

35 アルプス中央 伊那市 23 2917 1372 279 「地域のとっておき情報信州伊那谷」に地元観 新規創業支援資金 (第3回奨励賞)電子マネーによる地域商店街 H21地元商店街の活性化に向けた取組み
光地の紹介と商店街特産品の紹介 コミュニティーヒジネスを行うNPO法 人へ の融資 の活性化支援(赤穂信用金庫)
おもちゃ博物館を中心とした高遠町商店街活性
化

石川1 36 のと共栄 七尾市 27 2802 1639 232 和倉温泉活性化への提言 森つくりファンド (第3回奨励賞)痴呆性老人問題への啓蒙(能登 H21和倉温泉活性化への提言
長谷川等伯再発見ファント 信用金庫) H22事業性取引の推進について

(第10回個人賞)「スズ虫」寄贈による社会貢献
活動(中川 進一 氏)
(第15回特別賞)石動山ての森つくり活動

静岡2 37 しずおか 静岡市 41 7430 4013 676 「しずおか特産品解休新書」の作成 公的機関や大学等と連携した地域活性化セミ 公財)静岡県産業振興財団等の専門家派遣制 (第7回特別賞)しずおか「夢」デザインコンテス H21開業・創業時における総合的支援の取組み
ナーの開催 度の活用 トの企画実施

中小企業支援ネットワーク強化事業における (第10回地域活性化賞)「地場産業かてきるまて
ネソトワークアトハイザー及び専門家派遣制度 一しすおか特産品解体新書一」の発刊
の活用

38 焼津 焼津市 29 5393 2644 524 焼津鰹節水産加工業活性化支援事業 「藤枝市農商工連携・6次産業化ネットワーク」 がんばる商店街応援資金 (第11回個人賞)消防団活動(村田 政之 氏) H21鰹節水産加工業の活性化に向けた取組み
古代鰹節の再現と志太郡衙プロジェクト への参加 中小企業診断士て組織する「融資サポート課」
焼津まちづくり推進委員会「まちセミ」への参加 地域商工会議所・商工会への協力による「創業 を設置

塾」への講師派遣 「焼津市新事業サポート事業」への協力

岐阜4 39 岐阜 岐阜市 87 2兆1079 1兆2968 1804 ぎふしんNPO法 人支援ローン (第4回会長賞)地域ふれあい活動 H21「ぎふ しんコンサルティングサーヒス」による

(第7回地域活性化賞)地域再生と企業再生支 創業・新事業支援
援活動
(第12回 個 人賞)ア ンサ ンブル・アミーとともに

(原 功 氏)

40 高山 高山市 19 2386 1229 248 O 温泉郷の活性化に向けた取組み H20温泉郷の活性化に向けた取組み
ぎふ長良川温泉泊覧会に参画 財団法人たかしん地域振興協力基金

41 東濃 多治見市 59 9445 4852 921 O 美濃焼産地活性化に向けたプロシェクト等に参 ぎふの木て家づくりローン支援制度 (第10回個人賞)手話通訳、手話サークル運営 H24美濃焼産地活性化に向けた取組み

画 とうしんNPO応 援ローン、ぎふしん地域活性化 によるボランティア活動(安田 光男 氏)
中心市街地・商店街の活性化に向けた取組み ローンなと (第12回地域活性化賞)美,農焼産地活性化に
を支援 創業支援制度 向けた取り組み

創業サポートローン
とうしん地域活力研究所による創業支援、連携
支援

42 八幡 郡上市 9 1011 325 152 郡上地域活性化協議会への参画 創業者支援連携ローン (第13回会長賞)「郡上市における地域,舌性化」H21「地方の元気再生事業」への取組み
郡上市の地域活性化への提言 地域活性化基金の創設 への取り組み

(第16回個人賞)サッカーによる青少年育成と
地域活性化

愛知6 43 豊橋 豊橋市 36 7181 3605 569 創業、新事業支援のための融資取組み (第8回奨励賞)とよしんクラシックコンサート 田9地域活性化に貢献するための産学官連携
地域資源,舌用の認定支援 の推進

H20改善ステップ表を用いた経営改善計画

44 岡崎 岡崎市 95 2兆5185 1兆4588 2082 ○ 「あいちの地場産業」の発刊 創業支援資金 (第8回F賞)岡崎信用全庫資料館
(第9回地域活性化賞)「あいちの地場産業」の
発刊

45 瀬戸 瀬戸市 70 1兆5629 7573 1363 名鉄ハイキンク『瀬戸信用金庫創立70周年記 『せと・しごと塾』に参 画 地域活性化応援ファントの推進 H21地方公共団体との連携による創業支援の
念せと・あとりえ参道とご当地グルメ「せとめ NPO等 を支援する仕組みの構築への参画 せとしん地域振興協力基金 取組み
し」満喫コース』に協賛
『愛知ビジネスパークいざ検索「』に加盟

46 知多 半田市 35 6007 3282 518 ○ 知多ソフィア観光ネットワークへの参画 夢サポート (第12回地域活性化賞)ちたしん地域振興支援
知多地域創業支援特別融資制度 制度
新規創業の支援(事業計画のアトバイス、国の
制度や支援機関、専門家等の紹介)
「ちたしん地域活性化ファント」の活用
「夢サポート」情報交換会、「夢サポート」物産展
の開催

47 豊川 豊川市 38 6633 3538 594 O 医療・介 護事業、小売業 、サービス業、飲 食業 H21ビ ジネス・スクール「かわ しん経営 塾」の開

などへの創業支援 催
農商工連携の認定取得支援、新商品開発支 H24経営支援カイドブック発行による地域への
援なとの新事業開拓支援 情報発信

48 西尾 西尾市 45 9568 4379 720 ○ 西三河ハイスクール・起業家コンテストに参画 創業・新事業支援融資の推進 (第16回 会 長賞)西 三河ハイスクール・起 業家コ H21ECO私 募債の推進
ンテスト

三重1 49 北伊勢上野 四日市 31 4001 1912 391 コラボ産学官三重支部との連携 ヒシネスマッチンクサーヒス情報誌「元気」を発 H20商工会議所と連携した地域活性化ローンの
刊 継続的推進
産業振興に関する包括協定を三重県との間て H21コラボ産学官三重支部のネットワークを活
締結 用したビジネス連携

滋賀1 50 長浜 長浜市 15 2447 1067 231 「長,兵市中心市街地活性化基本計画」への参 「しが新事業応援ファント」活用による新規事業 H21地元行政が目指す「中小市街地活性化計
画 支援 画」の策定段階からの参画
「長浜市産業振興ビジョン懇話会・ワーキンク
チーム」への参画
長,兵芸術版楽市楽座(アートイン長浜)というイ
ヘントの企画・実行への参画

京都1 51 京都 京都市 86 23335 15404 1758 「京信・地域の絆づくり大賞」を創設 「京信・地域の起業家大賞」を創設 ローンここか ら、はじまる H21「京信・地域 の絆づくり大賞」の創 設

京町家の保存・再生の取組「活かそう京町家」

大阪4 52 大阪 大阪市 73 1兆6241 1兆227 1285 O 「だいしん産学連携共創機構」 創業・新事業支援機能「だいしん創業支援資 (第8回個人賞)ボランティア肩掃活動(今西 健 H20流動資産等を担保としたABLに ついて
創業される方や経営改善に取組される方の経 全」 二 氏)

営相談 地域に密着した活動を行うCBやNPO等 への支 (第8回地域活性化賞)だいしん産学連携共創
援融資rNPOロ ーン」 機構

(第10回F賞)だいしん出前相談
(第16回F賞)職場体験学習の実施による地域
貢献活動

53 永和 大阪市 20 3871 2406 408 ○ 永和総合研究所 「スーパーパワフル・サポー ト・エンシェル」 (第6回F賞)ボランティア団体「あすなろ会」支援
「大阪産業創造館」なとの公的機関と連携 (第10回会長賞)ボランティア派遣制度
コミュニティ・ヒジネスやNPO(特 定非営利 活動

法人)等への支援融資

54 大阪シティ信用 八尾市 40 9802 5697 912 商店街活性化支援事業 ひがしんビシネス大賞 外部機関との緊密なネットワークにより、創業・(第1回会長賞)お笑い研究会活動(八光信用金 H21「ひがしんビジネスサポートセンター」を活用
金庫(平成25年 新事業支援融資 庫) した支援
11月5日 に合 「市信PLUS事 業」

併) 開業サポート資全(地域全融支援ネットワーク
基本データは大 型)
阪東信用全庫
のもの

55 摂津水都 茨木市 57 7627 3916 762 大阪彩都総合研究所とともに、茨木市・茨木商 大阪大学先端科学技術共同センターと提携し (第4回特別賞)企業間ヒジネスマッチング形成
工会議所と産業振興連携協力に関する協定を て、産学共同技術研究会(摂津信全TLO)を 開 事業(摂津信用全庫)
締結 催 (第10回地域活性化賞)産学官連携支援活動

「地域いきいきローン」地域支援NW型 を発売

産学官連携による新事業創出への支援
産業振興連携協定に基づく創業支援融資商品
の提供

奈良1 56 奈良中央 磯城郡 15 4313 1456 257 「なら・ソーシャルヒシネスコンテスト」奈良NPO なら・未来創造基全 (第5回特別賞)NPOロ ーンの創設 H21中小零細企業向け創業・起業、事業転換、
センターと協働て実施 NPOロ ーンの創 設 (第8回地域活性化賞)なら・未来創造基金の創 新分野進出目的の助成金制度の創設

ちゅうしん地域中小企業振興助成金制度 設

和歌山1 57 きのくに 和歌山市 50 9830 3465 814 0 和歌山県における観光振興 きのくにNPO支 援ローン (第7回個人賞)海南市消防団,舌動(藤本 敏弘 H21和歌山県との連携による取組みについて
「きのくに地域活性化セミナー」の開催 氏)

(第11回地域活性化賞)観光振興による地域再
生への取り組み
(第14回F賞)「お年寄りにやさしい信用全庫」を
めざして

兵庫2 58 但馬 豊岡市 29 4050 1641 415 湯村温泉および周辺地域観光活性化研究事業 新規創業、第二創業等の相談 H24湯村温泉及び周辺地域観光活性化研究事
但篤地域を活性化するため、但再地域の団体 創業計画策定システムによる数値シミュレー 業への取組みについて
か但篤地域て行う「コミュニティ(地域社会)活 ション

動」や「産業活性化の活 動」に対して、助成全 日本政策全融公庫(国民事業)と連携した新規
の交付 創業支援
ホームページ上に「但再の百科事典」を運営 新規創業に関する中小企業施策・融資制度のこ

紹介
たんしん地域振興基全の活動

59 但陽 加古川市 33 6310 2524 654 「銀の再車道」と「鉱石の道」の連携、銀の篤車 政府系金融機関と協調融資や信用保証協会経 H20「住民の自主的なまちつくり」に向けた取組

道 交流館、姫路城大天守保存事業 営革新融資制度等を活用し、新分野へ進出に みへの支援
「住民自主的なまちづくり」組織立ち上げに全庫 ついて積極的に支援 H21事業者向け無担保提携ローンの実績
経営陣か参画して「生野 ひいき会」を創設 H21多重債務問題への取組みについて
NPO法 人但陽ボランティアセンターへの支援

鳥取2 60 鳥取 鳥取市 18 1736 933 242 0 湯村温泉(兵庫県新温泉町)の面的再生への取 「山陰海岸ジオパーク活用相談窓ロ」の設置 創業・新事業に必要な資金面にお応えするた (第15回特別賞)山陰海岸ジオパーク応援によ H23山陰海岸ジオパークによる観光,舌性化に向

組み め、信用保証協会の「新規参入資全」や「チャレ る地域貢献 けた取組み
ンシ応援資全」などの制度資金を活用
「山陰海岸ジオパーク ジオヒジネスローン」の
取扱い開始

61 米子 米子市 17 1833 1046 237 「KIHACHIOKAMOTプ ロジェクト」の支援 よなごしんきん地域活性化ファント「チャレンジ2 H19旅館業経営支援及び皆生温泉観光宣伝隊
まちつくり連絡会の開催 1」 H20まちづくり連絡会を活用した産官学金連携

商店街創業相談窓ロの設置 H23適合高齢者専用賃貸住宅事業を活用した
地域事業型ファントの活用 中心市街地活性化事業への参画

島根1 62 日本海 浜田市 13 921 505 140 地元温泉が新源泉供給に伴い、温泉旅館組 NPO法 人「てごねっと石見」を運営主体として、 「創業者支援資全」 (第1回個人賞)手話サークル「わかあゆ会」活 H21「島根あさひ社会復帰促進センター」を核と

合、行政、商工会と連携したイヘント開催 江津市、江津商工会議所、桜江町商工会、江 動(水ロ真里子 氏) した地域活性化へ向けた取組みについて
津青年会議所と連携して新規創業支援 H22有福温泉開発計画への取組み



岡山2 63 おかやま 岡山市 37 4,645 2,272 588 産学連携による地域活性化を目的として、県内 創業支援型 ビジネスカードローン「アクティブラ (第2回個人賞)腹話術による交通安全指導(岡 H20ビジネスマッチングを活用した支援
4大学と連携 ンニング」を活用 山相互信用金庫・小谷野 友義 氏) H24アシスタントディレクター制度導入によるバ
おかやましんきん地域活性化支援制度エリアサ リューアップ型金融の取組み
ポー ト

64 玉島 倉敷市 21 3,397 1,639 342 O たま しん創業支援スキーム たま しん創業支援スキーム H20担保・保証人に過度に依存しない融資等へ
たましん地域振興支援制度 「夢キックオフ」 の取組み(ABLの 手法を用いた保証制度)

H20ビジネスマッチングを活用した支援
H21個人・小規模事業者の資金ニーズに対する
きめ細やかな対応について
H24創業支援スキームの策定

広島2 65 広島 広島市 76 1兆1342 7,970 1,014 ○ 地元の新鮮野菜の産直市開催を支援 地域活性化に向けたアグリビジネス創出支援 「ひろしん起業家応援ローン」「創業応援サロ (第3回FaGetoFace賞)能 楽の普及 と振興 活動 H20広島県内4信用金庫によるM&Aを 用いた
活動 ン」 (第8回奨励賞)広島シンガポール協会の運営 事業承継への支援強化

ひろしんインキュベーションセンター「B一スクエ H22地 域活性化に向けたアグリビジネス創出
ア」の運営 支援活動

H23お客様サポート部による営業店の支援や外

部支援機関との連携

66 呉 呉市 46 6,473 3,521 739 ○ 〈れしん地域活性化応援融資「ビジネスサポー (第4回個人賞)〈れしん笑芸会活動(尾崎 隆志 H20特定非営利活動法人による地域活性化支
ト」 氏・隅 岡 豊 氏) 援
公益社団法人アクティブベースくれ「幸運(グッド(第5回奨励賞)地域の高校生に対するイラスト H20広島県内4信用金庫によるM&Aを 用いた
ラック)」 募集活動 事業承継への支援強化

H21資金繰り支援融資への取組みについて

香川1 67 観音寺 観音寺市 16 2,485 1,000 154 ○ 創業・新事業支援への取組み H21「たかまつしんきん2011ビ ジネスマッチング
フェア」つないでいこう!香川の元 気～出会い・

絆・成長

H24顧客と学ぶ「かんしん経営塾」

愛媛1 68 愛媛 松山市 56 6,002 2,867 696 O お遍路さん休憩所の建設・寄贈 創業応援パッケージ 創業応援パッケージ (第14回地域活性化賞)地域振興としての「まさ H21大型ショッピングセンターとの共存共栄によ
観光客の誘致 えひめ中小企業応援ファンドやえひめ農商工連 き村」の創業支援 り地域活性化を目指す地産地消店舗への創業
大型ショッピングセンターとの共存共栄による地 携ファンドへの応募を支援 支援
域活性化を目指す地産地消店舗への創業支援 NPO団 体等の活動支援 H22「3S」 による経営改善 活動

高知1 69 幡多 四万十市 17 1,421 858 190 しんきん庵の設置 新規の農業法人に対する資金面での支援 (第4回奨励賞)四万十川短歌・俳句・川柳大会 H20新規の農業法人に対する資金面での支援
高知県と包括協定を締結 創業・新事業支援融資への取組 の運営 H23地域特産品の商品開発における連携支援

財団法人幡多信用金庫まちづくり基金

福岡1 70 福岡ひびき 北九州市 51 6,305 3204 614 ひびしん女性創業塾 コミュニティ・ビジネスやNPOへ の支援・融 資 H21中小企業再生支援協議会版DDSを 用いた

再生の取組みについて
H24福岡ひびき経営者賞・福岡ひびき経営大学
の創設による地域貢献への取組み(福 岡ひび
き経営者賞)

熊本1 71 天草 天草市 11 1,169 629 132 観光PR用DVD「 イルカの生息地～天草」を制作 産学官交流・個別相談会 産学官交流・個別相談会 (第12回会長賞)徹底した「地元優先の運営= H20コラボ産学官による技術開発等の支援
し配布 地産地消」の取り組み H20地元優先の運営二地産地消の取組み ～

商品券付定期預金～
H23地元産業の活性化に向けた取組み

大分1 72 大分みらい 別府市 36 3,391 1,734 434 店舗改修資金用のローン制度「昭和のまちつく (第1回FacetoFace賞)地 域活性化 イベント「べ

りローン」 イサイドルネサンス」
創業サポートローン (第6回個人賞)剣道指導を通じた青少年の育

成(高松 右門 氏)
(第10回特別賞)こどもたちが安心で安全に暮
らせる地域(まち)づくり

鹿児島2 73 鹿児島 鹿児島市 44 2,893 t874 463 「ベンチャープラザ鹿児島」後援 (第1回奨励賞)吹奏楽部社会貢献活動 H21かしん経営大学及びかしん経営大学ビジネ
かしん創業プラン大賞 スマッチングプラザ
かしんビジネスプランセミナー

74 鹿児島相互 鹿児島市 60 5,001 3292 740 「食&ア グリビジネス交流会」を開催 (第16回F賞)貿 易ミッション「そうしんTOBO会 」 H20海外におけるビジネスマッチングの推進に
ついて
H21そうしん食&ア グリマッチングへの取組み
H23海 外 トレードミッション「そ うしんTOBO会 」

の取組み



図3.1 多摩信用金庫の業務展開と業務に至る動機及びその要因
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■
財団法人たましん地域文化財団設立

多摩らいふ倶楽部・多摩力レッジ・多摩らいふハイク 豊かなまちへの貢献、地域の豊かな生活サポートー}己載

「多摩ら・び」発行

L.

市民レポーター制度開始 也域社会への取り組みに位置
一冊一市町村を開始

多摩ブルー・グリーン賞創設

インキュベ 一ション施設「ブルー 、センター」開設

法人総合' 一ビスBOB

創業支援重別融資「ブルーム」

NPO事 業:援 ローン

地域経済 究所
■

2010年

3つ の転換期

(1)2003年:地 域への存在価値 に対する危機感

(2)2006年:3信 用金庫の合併 と価値創造事業部の創設
●

1地域内倉
iミ塾との連携

2003年

プの設置

1月～多摩ブルー・グリー !倶楽部発足

2月～ブルーム交流力フ :主催社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩

「産学連携ビジネスDAY 一橋大学」開催ITAMANEXTリ ーダープ グラム2009」共催一橋大ミ

ビジネスマッチング「多

摩の物産&輸 入品
EXPσ06」開催

'多摩の物産&輸 入品商談会07」開催
=共催青梅信用金庫

地方公共団体と連携した 喋支援

「第3回 学生がつくる中

小企業HPグ ランプリ多

摩」開催

共催:社団法人学術・文
化・産業ネットワーク多

摩、青梅信用金庫

セまNAVIの発刊
F

2006年 多摩・武蔵野検定に協力:主催社団法人学術・文化・産業ネットワーク多摩

東京高専と産学連携協定締結
産学連携コーディネーター派遣

「匠塾」を実施

「学内合同就職企業セミ

ナー」明星大学

「就職応援フェスタIN垂

摩」の開催 ll難劉
「多摩地域地域力連携拠点事業(経済産業省受

託事業)」

「中小企業応援セン'課 題解決プラットホームTAMA」 の運営開始

ター事業(経済産業省受

託事業)」

たましん事業支援セン参一Winセンター開設

難 難 泰周　 燃 竿
ワーク多摩、信金中金凡例
広域関東圏CB推 進協請 「多摩コミュニティビジネフシンポジウム」

会と「多摩CBシ ンポジウ
ム」開催個人支援

法人支援
コミュニティビジネス支援 訓業・コミュニティビジネスへの取り組み

わがまちアイデアコンテフ・:全国信用金庫協会

地域社会 東京・多摩おみやげプロミェクト

とあるアニメの連絡会

中小企業支援ネットワーク強化事業

(3)2010年.ま ち づ く り グ ル

中小企業の技術課題解決に向けた産学連携事業

ミニブルーム交流力フェ

調布市と「中小企業等支援に関する包括協定」

日野市と「産業活性化支援に関する包括協定」

多摩市との連携

多摩センター支店スタン
プラリーの実施

豊田じぞう宅配便スタン
プラリー 日野市らくらく

お買物支援モデル事業

瑞穂町・昭島市との連携

多摩地域スタンプラリー

広報たまちいき

創業支援センターTAMA

(東京都インキュベーショ
ンHUB推 進プロジェクトの

事業)

2013年



◆インタビューシート◆ お名前( )

項目 質問文 選択肢 備考

経験回数 これまでに市民リポーターを経験された回 1回/2回/3回/4回/5回/6回 以上
1

数を教えてください。一

2
それはなんの特集ですか?

一
.■ 参加方法 市民リポーターに参加したきっかけとして当 (1>友人 ・家族に奨められた

讐 てはまるものを選択してください。 (2)たましんから紹介された
II (3>けやき出版から紹介された
Il・3 (4>市の広報を見た

(5>たまら・ぴの読者であった
1 ⑥上記のどれにも当てはまらないが、自ら調べた

(7)その他

最初の参加 目的 初めて市民リポーターに参加した目的とし (1>(自分の住んでいる)地域をもっと知ることができると思ったから
て当てはまるものを選択してください。 ②新しい人との出会いや交流ができると思ったから

(3>(自分の住んでいる)地域をもっと知ってほしいと思ったから
4

i (4>雑誌づくりに参加したいと思ったからII
囲

(5旧 的は特にな〈、気軽な気持ちで参加した

(6>その他

2回 目以降の参加目的 再び市民リポーターに参加した理由として (1>(自分の住んでいる)地域をもっと知ることができると思ったから
当てはまるもの選択してください。 (2噺 しい人との出会いや交流ができると思ったから

(3>(自分の住んでいる)地域をもっと知ってほしいと思ったから
5

(4>雑誌づくりに参加したいと思ったから
(5旧 的は特になく、気軽な気持ちで参加した
(6>その他

市民リポーター経験後 市民リポーターを経験した感想で、次のよう(1>地域をよく知ることができた、もっと好きになった
の意識変化 なことがどのくらい当てはまりますか。 (2)新しい発見、再発見があった

(3>何かに取り組みたいと思った
6

(4)地域に役立つことをしようと思った
(5)さらに深く地域を知りたいと思った
(6)自己実現につながった一

変化の要因 市民リポーターに参加するなかで、次のよう(1>市民リポーター同士で地域の良さや課題について議論したこと
なことがご自身にどれくらい役立ちました (2)取材先の方との出会いや交流
か 。 (3>幅広い世代の方との交流

7
(4)異なる業種の人との交流

lli' (5>異なる居住地域の方との交流

萸 (6)その他

Il 市民リポーター経験後 市民リポーター経験後のご自身の活動のう (1>取材先または市民リポーター同士でつながりを持つことができ
の行動変化 ち、当てはまるものを選択してください。 た

(2>新しくボランティアや市民活動を始めた・参加した
II「8

③地域で仕事を始めた
(4)上記のどれにも当てはまらない(特に変化がない)

ll (5)その他
【

『
今の活動に至るのに、どんなプロセスが

Ig あったか。(人を紹介してもらったなど)

襲 たましんの関与がどれほどあったか。
III
具体的なエピソード (差し支えなければ)具体的なエピソードを

お聞かせください。

一
たまら・び へ の評 価(1> 地域情報誌「たまら・び」をたましんが企画

11 していることについてどう思いますか?

一
たまら・びへの評価(2> たまら・びに対する要望があれば教えてくだ

12 さい 。

再度参加の意向 機会があったらまた市民リポーターに参加 ぜひ参加したい/参加してもよい/あまり参加したくない/ぜったい
13

したいですか。 に参加したくない一
推奨の意思 市民リポーターへの参加を誰かに奨めたこ 奨めたことがある/奨めたことはない14

聞
とがありますか。

≡ 地域活動 ふだんあなたが取り組んでいる地域活動に コミュニティビジネス/市民活動/ボランティア活動/サ ークル活動 ・1
≡115
i

圓

ついて当てはまるものを選択してください。 クラブ活動/その他/地域活動をしていない

1 地域活動・興味関心 ふだんあなたが取り組んでいる地域活動の 福祉・介護/環 境/まちづくり/子育て/農業/観光/その他
分野を教えてください。活動をされていない

16
場合は、興味関心のある分野を教えてくだ
さい 。一

職業 (差し支えなければ)あなたのご職業を教え 会社員 ・役員/公務員/自営業/パ ート・アルバイト/学生/主 婦/無
17

てください。 職/その他

◆ご協力ありがとうございました◆


